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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　　山やま田だ准じゆん也や







「シャテルドン十二本、エルセンハム十本、ゲロルシュタイナー十五本、ハイドロキシダーゼ十本、スペイサイドグレンリベット八本、ティナントを十五本。それから……」

　勤めているレストランの三階、屋根裏部屋みたいに狭せまい部屋。ここはオレ達新人スタッフ用の休きゆう憩けい室、兼、倉庫。オレはメモを見ながら積み上げられた段ボール箱を開け、明日のランチのためのミネラルウォーターのボトルを出す。

「……フィリコを十五本？　そんなに出すつもりかよ」

　オレは呟つぶやきながらも、香こう水すい瓶びんみたいに高価そうな艶つや消けしガラスのボトルを梱こん包ぽう材の中から取り出す。この店のシェフ・ソムリエは高いものが大好きで、ミネラルウォーターを注文する客にはすぐにこのフィリコを薦すすめる。たしかに映画スターやＶＩＰが愛飲する銘めい柄がらだけど、この店にくる全員が大だい富ふ豪ごうってわけじゃない。お金を貯ためてランチを食べに来たカップルが、ワインを頼たのむ前に一本一万円近くする水を薦められたらそれだけで気が遠くなるだろう。

　……やっぱりこの店、オレには合ってないかも。

　オレの名前は山田准也。二十三歳。日本人。タックスへイヴン、そして一流ワインの生産国としても知られているこのサンタンドレ共和国で、ソムリエの修しゆ業ぎようをしている。この店には修業中の若いソムリエがあと二人いるから、オレは本当に下っ端ぱなんだけど。

　このサンタンドレ共和国は、大統領を国家元首にする小さな国で、国土はモナコ公国とほぼ同じくらい。モナコ公国と並ぶほどの世界的な富ふ豪ごう国として知られていて、大富豪や映画スターたちが挙こぞって籍せきを置くことでも有名だ。十八世紀に革命が起こるまでは王制が敷しかれていた。そのせいか、今でも貴族の称しよう号ごうが特別視されていて、政治や経済の中心になっているのは、貴族の称号を持つ、歴史のある家いえ柄がら出身の人々らしい。

　……まあ、家柄がいいから高潔な人格を持っているかって言うと、大いに疑問だけど。

　この店の支配人、ドゥ・プニエ氏も一応男だん爵しやくの爵位を持っているらしいんだけど、スタッフに向かって下品なギャグばかり言うし、ワインや料理の知識は皆かい無むだしね。

　この店、『リシュブール』は、サンタンドレの中心街、セントラル・サンタンドレにある老舗しにせフレンチレストラン。だけど、一流だったのは支配人が変わった一年前までだったらしい。新しい支配人は高こう齢れいだった前任のグラン・シェフを引退させ、名前の知られている有名シェフを大金を払はらって雇やとった。それに怒おこったソムリエ長（シェフ・ソムリエ）を始めとするスタッフは一いつ斉せいに辞やめたらしい。支配人はこれ幸いとシェフ・ソムリエだけでなくグラン・パティシエやメートル・ド・テルまでも新しく雇い、昔ながらに残っているのは建物だけ、と言われるまでに変えてしまった。

　この店を贔ひい屓きにしていた大富豪達は、今は首を傾かしげながらも通っているけれど……仕事の合間に小耳に挟はさむ感想（「前と味が全然違ちがってあまり美味おいしくない」「前のソムリエはあんなひどいワインを勧すすめたりしなかった」など）を考えると……彼らが新しい行きつけを探し始めるのはそう遠くないことのように思える。

　……この店が潰つぶれたら、オレ、暮らしていけない。だけど日本に帰るための資金なんかないし、第一、帰ったとしても天てん涯がい孤こ独どくだから誰だれも助けてくれないし。

　オレはため息をつき……今はそんなことを考えてる場合じゃない、と思い直す。床ゆかに並べたボトルを丈じよう夫ぶな籘とう製の籠かごに詰つめていく。ペットボトルじゃなくてガラスのボトルだからめちゃくちゃ重い。一回じゃとても運べないから、何往復かしなきゃならないだろう。オレは慎しん重ちように籠を抱かかえ上げ、きしむ木の階段を一階まで下りる。

　本当ならこの仕事は兄あに弟で子し二人と一いつ緒しよにやるはずだったんだけど、二人は「デートがあるから」と言って、シェフ・ソムリエが目を離はなした隙すきにさっさと帰ってしまったんだ。まあ、二人がオレに雑用を押し付けるのはいつものことなんだけど。

　……師し匠しようであるはずのシェフ・ソムリエも、兄弟子達も、とても尊敬できる人達だとは思えない。ここでやっていく自信が、日々削けずられていく。

「まさか、こんな貧びん乏ぼう臭くさいデザートを出す気か？　私の作ったディナーの最後がこれでは、いい気分がすっかり台無しになるじゃないか！」

　厨ちゆう房ぼうのスイングドアの向こうから、グラン・シェフが怒ど鳴なる声が聞こえる。若いスー・シェフ・パティシエのジョンがおろおろした声で謝っている。この店のグラン・パティシエは優ゆう雅がにパリへ旅行中。代わりにスー・シェフ・パティシエのジョンがデザートを担当してるけど、ジョンはグラン・シェフに朝から怒鳴られっぱなしだ。

　……ジョンのデザートは、この店のグラン・パティシエの作るものより現代風。甘さ控ひかえめで盛り付けもお洒落しやれ。いつもよりもずっといいと思うんだけど。

　うんざりしながら、廊ろう下かの奥にあるバックヤードに入る。丈たけの短い白いシェフコートを着た新米シェフのグレッグとアルマンドが木の椅い子すに座って野菜の皮を剝むいているところだった。

「二人とも、さっき帰り支じ度たくしてたよね？　なんでまた逆ぎやく戻もどりしてるの？」

　オレが聞くと、彼らはうんざりしたような顔で、

「十一時から、特別な予約が入ったんだって」

「だから仕事追加だってさ。信じられないぜ」

　二人はブツブツ言いながらも、手て際ぎわよく皮を剝いていく。

「いったい誰だよ、そんな深夜に来るやつは？」

　オレがげっそりしながら言うと、アルマンドが、

「さあ。でも、シェフ・ソムリエもグラン・シェフも大張り切りだった。そうとうのＶＩＰじゃないのか？」

「もしかして……デイヴィスさんから前に聞いた、あの貴族様かな？」

「じゃないの？　公こう爵しやくだって言ってたし。支配人が、前の店から引き継ついだＶＩＰリストの最初のページに載のってる人だって浮うかれていたし」

　二人が言い合っている言葉を、オレは不思議に思う。

「『あの貴族様』って？　爵位を持ってるお客様は、この店じゃあんまり珍めずらしくないと思うんだけど……誰か、変わった人がいるとか？」

　オレが言うと、グレッグがちょっと驚おどろいた顔をして、

「ああ……もう辞めちゃったベテランのシェフから聞いたことがあるんだけど、すごい人がいるんだって。公爵の爵位持ちの超ちようＶＩＰらしいんだけど、とんでもないグルメで……」

　スイングドアの向こう側から慌あわただしい足音が近づいてくるのが聞こえ、グレッグが口を閉じる。さも真面目まじめに仕事をしていましたって顔で作業に戻もどった時、スイングドアが外側から乱暴に開いた。

「ほら、できたか？　さっさとしないと、もういらっしゃるぞ！」

　怒鳴りながら、白くて長いシェフコートを着たベテランシェフのランセンさんが入ってくる。新人教育係でもある彼は、オレをチラリと見て、

「ジュンヤ、おまえも残業だな。明日のソフトドリンクの用意が終わったら、グラス磨みがきとワインカーヴの掃そう除じをするようにと、ムシュー・ドーミエが言っていたぞ」

　ムシュー・ドーミエっていうのはこのレストランのシェフ・ソムリエ。有名レストランでソムリエの経験がある有名人で、本も何冊か出してる。ベテランのスタッフは敬意を込めて『ムシュー』をつけて呼ぶけれど……オレ達新人は、彼がすごいヘビースモーカーってことを知ってるし、それだけじゃなくて新人用の休憩室にやってきてはストックしてあるウイスキーをこっそり呷あおったりしてるのを見てる。だからとても尊敬なんかできない。この間なんか、休憩室の灰皿に山になっていたタバコの吸い殻がらを、オレが吸ったことにされたんだ。そのせいで頭の固い支配人のドゥ・プニエ氏から『生意気なうえに喫きつ煙えん癖へきのあるダメなコミ・ソムリエ』って目をつけられた。ワインのことなんか全然解わからない彼だけど、何かの本で読んだらしくて「タバコを吸うソムリエは嗅きゆう覚かくと味覚が鈍にぶっていて一流じゃない」とか説教されたし。そんなことする前に、あなたの店のシェフ・ソムリエの制服がニコチン臭くさいことに気がついてくれ、と言いたい。まあ、もちろんそんなこと口が裂さけても言えないけど。

　……たいていのレストランでは、修業中の新人は奴ど隷れいのごとく働かなきゃならない。それはよく解ってるんだけど……なんだかもう、気力が限界になりそう。

「あの、オレ、今日は早番で、本当は七時上がりだったんですけど。それに、もう残業三日目なんですけど」

　オレは手に持っていた重い籠を床に置き、思わず抗こう議ぎする。

「へえ～……それは大変だな。じゃあ、十分だけ休憩していいぞ。その後ですぐ残業」

　ランセンさんは全然心のこもらない声で言って、新米シェフ達に向き直る。

「ほら、剝いた野菜を持ってついて来い！　すぐに下ごしらえをするぞ！」

　焦あせったように怒鳴り、そのままスイングドアから出て行く。

「おれは残業二日目だけど、もう死にそう」

「おれも。これじゃあ身体からだがもたないよ。……ジュンヤ、倒たおれるなよ」

　二人は切り終わった肉や野菜の入った大きなバットを抱えて、スイングドアから出て行く。オレは深いため息をついてから、落ち込んでもしょうがない、と思い直す。

　籠を持って壁かべ際ぎわにある飲料用の大きな冷蔵庫に近寄り、籠を床に置いてからその扉とびらを開く。冷えたボトルを取り出しやすい上段に移し、持って来たばかりの常温のものを下段に並べる。こうしておかないと、酔よっ払ぱらいソムリエのムシュー・ドーミエはぬるいボトルを取り出し、「飲み物が冷えてない」と怒りだす。叱しかられるのはもちろんオレだ。

　ボトルを冷蔵庫に詰め終わって扉を閉める。三階まであと二往復して、ミネラルウォーターをなんとか運び終える。壁の時計を見上げると、夜の十時四十分。店は十一時までだから本当ならラストオーダーも終わり、厨房は少し落ち着いた頃ころだったのに。

「……本当に、誰なんだよ。なんで深夜に来るんだよ？」

　オレは怒いかりに任せて呟つぶやき、空になった籠を抱え上げる。そして三階まで階段を駆かけ上ろうとして……途と中ちゆうでやめる。体力には自信のあったオレも、さすがに限界が近い。

「……本当に、体力と気力がもたないよ」

　オレはため息をつきながらのろのろと階段を上って休きゆう憩けい室に入り、籠を置く。部屋の隅すみのテーブルを見ると、コーヒーメーカーに、誰かが淹いれたコーヒーがまだたっぷり残ってる。

　……ダメだ、眠ねむくてクラクラしてきた。眠ねむ気け覚ざましにコーヒーを飲もう。

　オレは思いながら、部屋を横切ってコーヒーメーカーに近づく。

　昨夜も一昨夜も、雑用を言いつけられ続けて帰れたのは三時過ぎだった。お昼の賄まかないだけでペコペコだったお腹なかに軽いものを入れ、日課にしているテイスティングの復習をして、慌あわてて風呂ふろに入って……眠れたのは四時。さらに朝は新米シェフ達と一緒に買い出しに付き合わされるから、睡すい眠みん時間はほんの二時間。このままじゃ絶対に身体がもたない。

　オレは紙カップを取り、そこにコーヒーを入れる。部屋の真ん中にあるテーブルに戻って椅子に座り、誰かが置いていったらしいゴシップ新聞を手にとって見るともなしに眺ながめる。

『欧おう州しゆう社交界きってのプレイボーイ、ブランシュ公爵アレクシス・ドゥ・ル・グラン、次の恋こいのお相手はハリウッド女優のジェニファー・ローレンス!!』

　新聞の一面には、でかでかと男女の写真が載せられている。

「なんだよ、めちゃくちゃうらやましい」

　高級リゾートとしても知られているここサンタンドレ。年に一度、大きな映画祭が開かれるこの国には、世界中の大だい富ふ豪ごうや有名な映画スター達の別べつ荘そうが数え切れないほどある。日本では写真週刊誌になんかまったく興味がなかったけど、この国に来てからは新聞形式で売られているゴシップ新聞をよく目にするようになった（もちろん自分じゃ買わないけど）。それを見るたびに、オレは「人間にはやっぱりランクってものが存在するんだろうなあ」って思ってしまう。

「ジェニファー・ローレンス、割と好きなのに。プレイボーイなんかに引っかかるなんて」

　写真に写っているのは、黒くろ塗ぬりの豪ごう華かなリムジン。そこから降りてくるジェニファーと、まるで王子様みたいに手を差し伸のべている男。逞たくましい身体でタキシードを着こなしたその男は、男のオレでも一いつ瞬しゆん見とれてしまうほど端たん整せいな顔立ちをしていた。隠かくし撮どりなんだろうけど……画面の粗あらさが逆にお洒落しやれな映画のポスターみたい。

　……ものすごい美形だ。この男、俳優だよね？　それともモデルかな？

　オレは頭の中で翻ほん訳やくしながらそこに書いてあったことをざっと読み、思わず新聞を引き寄せる。

「この男、女優のソニア・ガレの息子むすこ？　うわあ、それならものすごい美形なのもうなずける！」

　ソニア・ガレは美しいプラチナブロンドと硬こう質しつな美び貌ぼうで知られたハリウッド女優。かなりワガママな女性だったらしい。次はアカデミー賞かと言われた絶頂期に貴族の大富豪と電でん撃げき結けつ婚こんして、そのまま映画界から完全に姿を消した。その後、突然の自動車事故で亡くなってる。

　……スキャンダラスな人だったけど、本当に彫ちよう刻こくみたいな美人だったよなあ。

　オレは映画が結構好きで、休みの日には映画館に通ってる。ソニア・ガレも、ジェニファー・ローレンスも、出ている作品はほとんど観みてると思う。

　……こんなにハンサムなうえに、実業家で、爵しやく位い持ちの大富豪？　なんだよ、それ？

　オレは記事に書いてあるその男のプロフィールを見て、うんざりする。

　……本当に、別世界ってあるんだなって感じだよなあ。

　オレは呟いてコーヒーを飲み、その不味まずさにまた眉まゆをひそめる。

「ったく、一応一流レストランだって言われてるくせに、従業員にこんなものを平気で飲ませるなんて」

　コーヒーらしい馥ふく郁いくとした香かおりとか、豊かなコクとかは一いつ切さいない。あるのは、焦こげくささと、作り置きならではの舌をさすような酸すっぱさ。何時間も前に作られたものだろうけど、それにしてもひどいコーヒー豆。鼻と舌がめちゃくちゃ敏びん感かんなオレには拷ごう問もんに近い。

　……でもワガママ言ってる場合じゃない。飲んでおかないと居い眠ねむりしそうだ。

　オレは、十八歳から一応名前の知られたフレンチレストランのコミ・ソムリエ（見習いソムリエ）をしていた。そして実務経験が五年になった今年、正式にソムリエ試験を受けて合格し、誇ほこらしい金色の葡ぶ萄どうのバッジを付けられるようになった。だけどこの店での地位は今までと変わらないただの下働き。シェフ・ソムリエにソムリエ試験合格のことを報告したら「合格おめでとう。だがこの店にいる限りは私の下での修しゆ業ぎようをするように」とあっさり言われた。そして毎日の仕事は新米シェフ達と一いつ緒しよに雑用。毎日の激務で、試験に備えて頭に詰つめ込んだ知識も、舌で覚えたワインの味も、全部吹ふき飛んでしまいそう。

　オレはコーヒーを飲み干し、紙カップをつぶしてゴミ箱に捨てる。せめて新しん鮮せんな空気でも、と思いながら窓まど際ぎわに近寄る。レストランの方はきちんと空調が効いているはずだけど、厨ちゆう房ぼうとバックヤードは熱気と食材の匂においでいっぱい。階段を通って、熱くなった空気が三階まで上がってくる。だからこの休憩室にはいつもニンニクやトマト、魚ぎよ介かい類るいや、焼いた肉の残り香がなんかがこもってる。

　……こんな空気の中で毎日働いてて、繊せん細さいなワインの香りをこれからも嗅かぎ分けられるんだろうか？　ここにいたら、オレの自じ慢まんの嗅覚が、本気でヤバくなりそうだ。

　オレはまた落ち込んでしまいながら、真しん鍮ちゆうの枠わくを持つ古風な窓ガラスを押し開ける。

　このレストランはサンタンドレの中心街にある。すぐ近くには高級ホテルや金きん融ゆう街があり、ガイドブックをみて予約してくる観光客や、リッチなビジネスマンなんかが押し寄せる。ただ……とんでもない金額を払はらった彼らが本当に満足しているかどうかは、オレには謎なぞだ。

　開いた窓からは、ひんやりとした秋の風が流れ込んでくる。少し離はなれた場所に大きな公園があるせいか、微かすかに緑の香りが混ざってる。

　オレは目を閉じて、微かなその香りをゆっくりと嗅ぎ分ける。少しスッとする針葉樹の葉、清すが々すがしい樹皮、木々の間の湿しめった土、そこを覆おおう緑の苔こけ。

　緑の香りでリセットされたオレの頭の中に、今までにテイスティングをしてきたさまざまなワインの香りがよぎる。

　スミレやプラム、シダや松葉のイメージがあるカベルネ・ソーヴィニヨン。『ダルチェオ　カステロ・ディ・ランポーラ』の陶とう然ぜんとするような旨うまみが舌に蘇よみがえる。

　シャルドネは、ヴァニラや菩ぼ提だい樹じゆの芳ほう香こうの奥に、ほのかに白はく墨ぼくや火打ち石のような鉱物的な香りが沈しずんでいる。シャンパン、『ブリュット　ブラン・ド・ブラン』の繊細な泡あわと、ミネラル感のある清せい冽れつな味わい、そして品のいいコクを思い出す。

　そして苺いちごやトリュフ、シナモンやタバコの複雑で馥郁とした香りが入り混じったピノ・ノワール。最高のドメーヌが作り上げた至高の『ロマネ・コンティ』。祖父のいた店で一度だけテイスティングさせてもらったあの味が、オレの舌に今でも鮮あざやかに蘇る。

　祖父に言われた『おまえは人並みはずれて鋭するどい嗅きゆう覚かくと味覚を持っている。これはソムリエとしては最高で、類たぐい稀まれな才能なんだよ』という言葉を思い出す。凜り々りしい祖父にずっと憧れていたオレは、その言葉に後押しされるようにして、『いつかは立派なソムリエになる』と心に決めたんだけど……。

　……もうオレ、無理かもしれない。

　高校を出てすぐ、祖父がいた麻あざ布ぶのフレンチレストランに就職し、ソムリエ長だった祖父の下で修業を始めた。祖父が亡なくなったのは一年前。それとほぼ同時期に、祖父の友人だった支配人兼けんグラン・シェフの守もり田たさんが倒たおれた。そして、アットホームな雰ふん囲い気きと最高のフレンチで知られたその店は、常連客達に惜おしまれながら閉店した。

　長期入院することになった守田さんはオレのことをとても心配してくれて、昔修業をしたというこのサンタンドレの一流レストランを紹しよう介かいしてくれた。だけど彼が修業をしていた頃ころのグラン・シェフはすでに引退していた。そしてここには、栄えい華がを誇っていた頃の面おも影かげはほとんどなくなっていた。

　守田さんは病院で亡くなるまでずっと、「サンタンドレは素晴らしい国だ。そこで修業をして君のお祖父じいさんのような立派なソムリエになって欲しい」と言い続けていた。「それが私と君のお祖父さんの夢なんだからね」と。

　……ごめんなさい。オレ……。

　オレはきつく眉を寄せ、泣きたい気持ちをこらえる。

　……守田さんと祖父ちゃんの夢、叶かなえられないかもしれない……。

　深いため息をついたオレは、そろそろ休憩時間が終わりそうなことに気づく。慌てて窓の外に手を伸ばし、外開きの窓を閉めようとして……。

「……うわ……」

　レストランと公道の間には贅ぜい沢たくな芝しば生ふの庭があり、そこに白い砂じや利りが敷しかれた私道が通っている。この窓はちょうどレストランのエントランスの上に当たり、そこを走ってくる車がよく見える。ライトアップされた石張りの車寄せに、前後を黒塗りのセダンに挟はさまれた艶つやのある漆しつ黒こくの豪華なリムジンが滑すべり込んでくる。オレは、下を見下ろしたまま思わず動きを止める。

　……すごいリムジン……。

　リムジンはエントランスの階段の下にゆっくりと停車する。黒塗りのセダンからダークスーツを着た男達が降りて来て、レストランの私道と公道の間に立って周囲を警けい戒かいする。運転席のドアが開き、きちんとお仕着せを着た運転手が降りてきて後部座席の方に回り込む。

　……リムジンは珍めずらしくないけれど、ＳＰを引き連れているようなＶＩＰはなかなか見られない。いったい、誰だれが降りてくるんだろう？　もしかして映画スターとか？

　オレはちょっとドキドキしながら下を見下ろし……それから支配人とメートル・ド・テルがわざわざ車寄せまで出てきたことに気づく。オレはそこで、グレッグ達が言っていた『あの貴族様』という言葉を思い出す。

　……うわ、きっとオレ達を残業させた張本人であるワガママな貴族だな？　憎にくらしいから顔を見てやる！

　オレは思い、窓からさらに身を乗り出す。

　運転手が後部座席のドアを恭うやうやしく開く。オレの目に最初に入って来たのは、磨みがき上げられたいかにも上等そうな革かわ靴ぐつだった。続いて見えたのは、ピシリと折り目のついたスラックス。

　そしてリムジンから、一人の背の高い男が石張りの車寄せに降り立つ。上から見ているから顔はもちろん解わからないけれど、がっしりとした身体からだつきは見て取れる。オヤジを想像していたけれど、その体格からしてかなり若そうだ。

　そしてその男は、初めて見るような見事なプラチナブロンドだった。髪かみの色を抜ぬいてプラチナブロンドっぽくしている人はたまにいるけれど、その場合は白しら髪がに近いような不自然な色になる。でも彼の髪はそれとはまったく違ちがう。金色を帯びた見事な銀色。これがきっと天然のプラチナブロンドというものなんだろう。宝ほう飾しよく品ひんみたいに豪ごう奢しやに煌きらめくその髪に、オレは思わず見とれてしまう。

　支配人とメートル・ド・テルが、彼に向かって媚こびるような声で何かを言っている。男はそれを相手にせず、低い声で何かを一言返しただけでリムジンの方に向き直る。そしてまるで王子様みたいな恭しい仕草で、リムジンの方に手を差し伸のべる。

　……ん？　この構図、最近どこかで見たような……？

　オレは考え……それからさっき見ていたゴシップ新聞の記事を思い出す。

　……まさか……ジェニファー・ローレンスと、プレイボーイの恋こい人びと？

　男が差し出した手に、女性の細い手が重なった。真っ赤なマニキュアはいかにもハリウッド女優がしていそうな雰囲気だったけれど、降りてきたのは真っ赤なドレスを着て、豪奢な金きん髪ぱつのロングヘアを背中に垂らした女性だった。ジェニファーローレンスは茶色の髪をボブにしているから、まったく別人だ。

　……まさか、新聞に載のるような有名人が来るわけがないよな。

　金髪の女性が車寄せに降り立ち、二人はレストランに入るかと思いきや……男はさらにリムジンのほうに手を差し伸べる。驚おどろいている間に、彼にエスコートされてもう一人の女性が車寄せに降り立つ。青みを帯びたブルネットの髪、見事なスタイルの身体にロイヤルブルーのシルクのドレスをまとってる。プラチナブロンドの長身の男、金髪とブルネットの美女達……三人が並んだところは、まさにハリウッド映画のワンシーンみたい。

　女性二人が、支配人とメートル・ド・テルに何かを言われて華はなやかな笑い声を立てる。支配人達の媚びるような口調からして、きっと「なんとお美しい」とかおべっかを使っているんだろう。

　……もしかして、有名女優かも。

　オレはドキドキしながら窓の外に身を乗り出してしまう。

　……誰だろう？　顔、見えないかな……？

　思った時、オレの襟えり元もとから何かが外れ、煌めきながら落ちた。

　……噓うそ、だろ？

　落ちたのは、オレがいつも大切に襟元につけているソムリエバッジ。金色の葡ぶ萄どうを象かたどった美しいもの。ソムリエの証あかしだ。

　……ソムリエバッジを落としちゃうなんて！

　とても大切にしているものだし、第一、下にいる人に当たったら大変だ。

　女性達は支配人とメートル・ド・テルと話しながら、店への階段を上がっている。窓の下にはあのプラチナブロンドの男がいて、運転手に向かって何かの指示を与あたえていて……。

　……ヤバイ、あの男に当たるかも！

　オレは慌あわてて手を伸ばし、バッジを受け止めようとする。ギリギリのところで摑つかめはしなかったけれど、指先が当たってバッジは進路をそらし、エントランス脇わきのバラの生け垣がきの方向に飛んでいく。キラキラと光る金色のバッジを、オレは必死で目で追う。

　……あれはオレにとってすごく大切なもの。なくしたりしたら大変だ。

　オレはバッジがバラの生け垣の根元に着地したのを確かく認にんし、窓から離はなれようとして……。

　……あ……。

　プラチナブロンドの男が、バラの生け垣の方を向いて動きを止めていることに気づく。彼は広いストライドでゆっくりと歩く。生け垣の根元に手を伸ばし、優ゆう雅がな仕草でオレのソムリエバッジを拾い上げる。そしてとても珍しいものを拾ったかのようにそれをマジマジと見つめる。

　……うわ、拾われた……！

　オレは焦あせりながら窓から身を乗り出す。彼は、バッジがどこから降ってきたのかを確かめるように、ゆっくりと上を見上げた。

　……あ……。

　彼の顔を見た瞬しゆん間かん、オレは呆ぼう然ぜんと動きを止めた。

　……ものすごい、美形……。

　月明かりの下、彫ちよう刻こくのように端たん麗れいな美び貌ぼうがオレを見上げてきた。　>>>♥

　宝飾品みたいに豪奢なプラチナブロンド。

　陽ひに灼やけた滑なめらかな頰ほお。

　凜り々りしいイメージの眉まゆ。

　高貴なイメージの細い鼻び梁りよう。

　男っぽくてどこかセクシーな形のいい唇くちびる。

　彫ほり込んだような奥二重。

　オレを真っ直すぐに見上げてくる、まるで高価なエメラルドみたいな翠みどり色いろの瞳ひとみ。

　彼はオレを見つめたまま、動きを止めている。

　オレは呆然と彼に見とれたまま、身動きができない。

　……ああ、どうしたんだろう……？

　身体がジワリと熱を上げ、鼓こ動どうがどんどん速くなる。頭の奥が霞かすむような、不思議な陶とう酔すい。

　……ああ……まるで、最高級のワインを味わったあの瞬間のような……。

「アレクシス！」

　まるで数時間も経たったかのような沈ちん黙もくの時間を、女性の声がふいに破った。

　どこかで聞いたような名前に、オレは彼を見つめたままで呆然と考える。そういえば、彼の顔もどこかで見たような……？

　オレはあることに思い当たって、思わず息を吞のむ。

　……さっきのゴシップ新聞！　あれに載ってた欧おう州しゆう社交界きってのプレイボーイ！

「アレクシス、どうしたの？」

　近寄ってきた金髪美女に言われ、彼は我に返ったように瞬まばたきをする。

「早く行きましょう。お腹なかぺこぺこよ」

　ブルネットの美女が言い、彼は女性達の方に視線を向ける。女性二人はその男の逞たくましい両りよう腕うでにすがりつき、そのまま彼をエントランスの方に引っ張っていってしまう。

　……うわあ、たしかに遊び人だ。ジェニファー・ローレンスとのゴシップをすっぱ抜かれたばかりなのに、あんな美女達ともう浮うわ気きを……。

「……あ……っ」

　呆然としてしまっていたオレは思わず声を上げる。オレの大切なソムリエバッジが、まだ彼の手の中にあることを思い出したからだ。

　男は女性達に引っ張られながら、オレを見上げてくる。彼の唇にチラリと笑えみが浮うかんだのを見て、オレは焦る。彼はそのまま店の中に入ってしまう。

　……あの笑み、どういうことだ……？

　オレは本気で混乱しながら思う。

　……彼はあれがソムリエバッジだって気づいてた？　「ここのソムリエなんだろう、席まで取りに来い」ってこと？

　……それとも、「こんな小さなバッジくらいもらってもいいだろう？」って意味？

　オレはそう思い、真っ青になる。

　……あれはオレにとって、自分がソムリエだっていう誇ほこりを思い出させてくれる唯ゆい一いつの物。なくしてしまったら本気で困る！　彼のテーブルに行って取り返さなきゃ！

　オレは慌てて窓を閉め、休きゆう憩けい室を横切ろうとして……壁かべに取り付けられた鏡を見て思わず赤くなる。一日中走り回っていたから、髪はクシャクシャ。籠かごを抱かかえたせいで黒の上着には籘とうの切れ端はしがいっぱいついている。

　……しまった、こんな格好で店に出られるわけがない。

　オレは慌てて休憩室を横切り、その一角にあるドアを開く。金属製のロッカーが並ぶ狭せまい部屋は新人用の更こう衣い室。まるでウォークイン・クローゼットのように狭いけど。

　オレは自分のロッカーを開き、中から常備してあるエチケットブラシを取り出して、上着の埃ほこりや籘の切れ端を綺き麗れいに払はらう。ロッカーの扉とびらに取り付けられた鏡を見ながら、これも常備してある櫛くしで髪かみをとかす。

　……こんな情けない姿を、あんな美しい男に見られたなんて。

　オレはなんとか髪を整えながら、赤くなる。そして部屋の隅すみに置いてある全身鏡の前に立ち、自分の格好を確認する。

　家を出る前にきちんとアイロンをかけた、純白のシャツと黒のスラックス。黒のベストと短めのジャケットと、黒のシルクの蝶ちようネクタイ。腰こしに巻いたタブリエと呼ばれる脛すねまでの黒いエプロン。そして首からはシルバーのチェーンに下げられたタートヴァン。美しい装そう飾しよくが彫り込まれているから一見したらクラシカルなデザインの長めのペンダントにしか見えない。だけど裏側はシルバー製のカップになっている。これは蠟ろう燭そくしかなかった時代に、光を集めてワインの色を正確に見るためにと作られたもの。古式ゆかしいソムリエの道具。祖父じいちゃんがオレに遺のこしてくれた大切なものだ。

　オレは蝶ネクタイを丁てい寧ねいに結びなおし、タートヴァンのチェーンの留め金を首の真後ろに来るように直し、タブリエの紐ひもの結び目の形がきちんとしていることを確認する。

　……なんとか格好がついたかも。

　朝から肉体労働をしていたからちょっとくたびれた感じになってしまったけれど、これでなんとかソムリエっぽくなった。あとは……ソムリエバッジで完かん璧ぺきだ。

　……あの男から、なんとかして取り返さなきゃ！

　思うけれど……いかにもお金持ちそうな彼の様子と、あの美貌を思い出すだけでなんだかビビッてしまいそう。さらにオレみたいな下っ端ぱがＶＩＰの前に姿を現すなんて、普ふ通つうなら支配人やシェフ・ソムリエが許すわけがない。

「でもあきらめるわけにはいかない！」

　オレは両手で頰を叩たたいて気合いを入れる。

「頑がん張ばれ、オレ！」

　日本語で自分に活を入いれ、部屋を横切って階段を駆かけ下りる。店に続くスイングドアの前で立ち止まり、少しだけドアを開いて向こうを覗のぞいてみる。

「奥の個室をご用意しております。こちらへ」

　いつもとは別人みたいな愛あい想そのよさでメートル・ド・テルが言い、三人を案内している。あのプレイボーイは両手に花状態で美女達を引き連れ、テーブルの間を歩いていく。

　ピシリと真っ直ぐに伸のばされた背中、いかにも仕立てのよさそうなスーツに包まれた逞しい身体からだ。驚おどろくほど広いストライド。彼が歩く姿は本当に美しくて、豪ごう華かな店内の内装と相まって、まるで映画のワンシーンでも観みているみたい。

　……なんだかすごい迫はく力りよく。それに……。

　オレは、彼の横顔に陶とう然ぜんと見とれてしまう。

　……本当に、なんて美しい男なんだろう？

　遠くから見下ろした時も麗うるわしい容姿をしていると思った。だけど近くで見ると彼の美貌は本当に人並みはずれていて、まさに天才の作り上げた彫刻みたいだ。

　……って、見とれてる場合じゃなくて！

　オレは咳せき払ばらいをして、気持ちを引き締しめる。

　……ソムリエバッジを返してくれって、ちゃんと言わなきゃ！

　店へのスイングドアを開こうとして手を上げたオレは、いきなり後ろから腕うでを摑つかまれて驚いて動きを止める。

「何をしている？」

　いぶかしげな声に、オレは青ざめる。

　……ヤバイ人に見つかっちゃった。

　振ふり返ると、そこに立っていたのはこの店のシェフ・ソムリエ、ドーミエ氏だった。

　ブリーチしてプラチナっぽくした髪、灰色の目。年ねん齢れいは四十代半ば。顔だけで言えばハンサムな類たぐいだろう。ワイン好きな女性達の間で密ひそかにファンが多いらしい。背が高くてソムリエの制服は似合っているけれど……その顔に浮かぶのはなんだかすごく意地の悪い表情。

「まさか、見習いのくせにＶＩＰの接客に出ようとしているわけじゃないだろうな？」

　激しい怒いかりを込めた小声で囁ささやかれ、オレは青ざめる。彼の息は毎度のことながら酒さけ臭くさい。厨ちゆう房ぼうあたりでも見かけなかったし、新人用の休憩室にも来なかったってことは……たぶん、店の裏あたりで飲んでいたんだろう。

　……でもここでひるんだら、オレのソムリエバッジが……！

「ええと……何かお手伝いできることがないか、あなたに聞こうと思って……」

「接客は手伝わなくていい。明日のためのグラス磨みがきは？　ミネラルウォーターの補ほ充じゆうは？」

「どちらも終わりました。だから……」

「それならワインカーヴの掃そう除じだ。ともかく、あんなＶＩＰの前におまえを出すわけにはいかない。ＶＩＰに取り入って、私の代わりにシェフ・ソムリエになろうと思ってるのかもしれないが、無む駄だだぞ」

　ドーミエ氏が言って、オレを睨にらんでくる。間近で吹ふきかけられる息がものすごく酒臭い。彼はオレの胸に人差し指を突つきつけて、

「たしかにおまえには才能がある。だが、この世界はコネと知名度が物を言うんだ。思い上がるなよ」

　……そんなふうに思われてたんだ。

　オレは少なからずショックを受けながら、後あと退じさる。

　……いくら働かされても修しゆ業ぎようだと思って我が慢まんしてた。でも、師し匠しように当たる人からこんなふうに信用されてないなんて。

「ワインカーヴの掃除に行きます」

　オレは言って踵きびすを返し、彼に背中を向ける。そして廊ろう下かを歩いて、ワインカーヴに続く重い木の扉を開く。

　……あの酒臭さじゃ、彼はかなり酔よってる。だからあんなことを……。

　そう思おうとするけれど、心は沈しずむばかりだ。オレは扉から入って階段を下り始める。眼下に見える広い地下室にはたくさんのワイン棚。ごくごく僅わずかな葡ぶ萄どうの香かおりのほかはほぼ無む臭しゆうの空気。完璧な温度と湿しつ度どに保たれている。いつもならここに来るのは、とても心弾はずむことだったはずなのに。

　……酔ってたからじゃないと言えない、本音ってところじゃないのかな？

　オレは石造りの階段の途中に座り、両手で顔を覆おおってため息をつく。

　……もうオレ、本当にダメかもしれない……。







　　　　アレクシス・ドゥ・ル・グラン







「このメニューには、やはり『ロマネ・コンティ』の一九八五年がよろしいかと思うのですが、いかがでしょうか？」

　ワインリストを構えたシェフ・ソムリエが、舌なめずりでもしそうな顔で言う。顔が赤いわけではないので彼女達は気づいていないようだが、彼の息はアルコール臭くさく、その制服からは濃こいタバコの匂においがしている。さしずめ、彼はヘビースモーカー、そしてストレス解消に店の裏でウイスキーを一いつ杯ぱい引ひっ掛かけてきた……というところだろう。

　……この店は、たしかにわが一族が代々贔ひい屓きにしてきた。忙いそがしさにかまけて一年ほど来ていなかったが……久しぶりに来てみたら、支配人を始めとするすべてのスタッフが変わっているようだ。

　……支配人は調子がいいばかりで料理のことなど解わかっていない様子だし、メートル・ド・テルは慇いん懃ぎん無礼。挨あい拶さつに来たグラン・シェフはテレビでよく見る顔で、世界中の一流レストランを渡わたり歩いている男。しかし食通の間では「この男がグラン・シェフになったらその店は終わり」と言われている人間だ。

　私は、前菜の『フォアグラとトリュフのテリーヌ　ワインソース添ぞえ』の不味まずさにため息をつく。フォアグラはギトギトと脂あぶらっぽいばかりで豊かなコクは皆かい無む、トリュフは干ひからびて新しん鮮せんさのかけらもなく、森林を思わせるあの新鮮な芳ほう香こうは微み塵じんもしない。高価な食材を使い、いかにも一流レストラン風に盛り付けてはあるけれど……たぶん、料理の腕以前に食材を見分ける目がないのだろう。

　……それでは、シェフとしては致ち命めい的てきだ。

　私は内心ため息をつき、以前いた職しよく人にん肌はだのグラン・シェフがいかに素す晴ばらしい目め利ききだったかを改めて思い知る。

　……さらに、こんなシェフ・ソムリエを平気で雇やとっているとは。

　私は、苛いら立だたしい思いでため息をつく。彼の息が含ふくんだ質の悪いウイスキーの匂いだけで気分が悪くなりそうだ。

　私の名前はアレクシス・ドゥ・ル・グラン。二十九歳。郊こう外がいのブランシュという地方に領地を持つブランシュ公こう爵しやく家の当主だ。現在はブランシュコンツェルンの中心ともいえるブランシュ貿易の取とり締しまり役やく社長を務めている。

　現在は共和国になったが、この国はもともと私の一族が統治していた。本来ならば私が王になるはずだったのだと、祖父母や親類は未いまだに言い続けている。だが、私は今の暮らしに満足している。統治よりも仕事の方が魅み力りよく的だし、玉座などより社長の椅い子すのほうが自分に合っているからだ。

　私は、グラン・シェフが手書きして持って来た『今夜のスペシャルコース』のメニューに目を落としながら思う。ブルゴーニュワインとしては競売史上最高額で取引されたことで有名な『ロマネ・コンティ　1985』は、たしかに素晴らしい。しかし今夜のメニューに最高に合うとは思えない。

　……センスのないディナーメニュー。自己管理ができないうえに強ごう欲よくなソムリエ。最悪だ。

　私は誇ほこらしげに口上を述べるソムリエを、横目で見ながら思う。

　……ここに来るのは、もう今夜が最後だろうな。

　私の脳のう裏りに、さっき見たばかりの青年の姿がよぎる。

　リムジンから降りて店のエントランスに向かおうとしていた私は、空から何かが降ってきたことに気づいた。月明かりを反射してキラキラと煌きらめくそれは、まるで不思議な流れ星のようにも見えた。それがバラの生け垣の根元に落ちたことに気づき、私は近づいて拾い上げ……その金色の物が、葡萄を象かたどったソムリエバッジであることに気づいた。

　私はちょうど、城で雇っている才能に溢あふれるソムリエ、老アングラードのことを思い出していた。彼は持病の神経痛が悪化していて、ワインカーヴに下りることが困難になってしまった。もちろんこの国で最高の病院に通わせて治ち療りようは続けさせているし、長い階段を下りる必要がないように厨房に冷蔵庫式のワインカーヴを置こう、気に入らないのなら新しくワインカーヴを新築してもいい、と申し出てはいたが……彼は最近沈むことが多くなっていた。そしてついに昨夜、「城のワインのためにはあのワインカーヴが一番です。そしてそこに下りられない私はソムリエ失格です。お城を去るしかありません」と言われてしまった。

　彼はあの城にだけ勤め、結局結けつ婚こんもせずに一族に仕えてくれた。彼が天てん涯がい孤こ独どくの身、しかも生涯をワインに捧ささげてきたことを知っている私は、彼がどんな思いでその言葉を口にしたのかを思い……胸が張り裂さけそうになるのを感じた。

「もし、才能のある若いソムリエが見つかり、彼が助手を務めてくれるようになれば思いとどまってくれるか？」という私の問いに、彼は驚おどろいた顔をし、それから目を輝かがやかせた。「若い人に自分の知識を後こう継けいしてもらうのは夢だったんだ」と言ってくれた。

　しかし、才能のある若いソムリエなど、そうそう見つけることはできないだろう……そう思った瞬しゆん間かん、まるで何かの啓けい示じのようにソムリエバッジが天から降って来たのだ。

　私は手の中のバッジを見つめて呆ぼう然ぜんとし……それからそんなものが天から降ってくるわけがない、とやっと我に返った。そしてそれがどこから落ちてきたのかを調べるために上を見上げ……窓から一人の青年がこちらを見下ろしていたことに気づいてドキリとした。

　レストランの三階、屋根に開けられた小さな窓。屋根裏部屋のようなそこから、彼は私を真っ直すぐに見下ろしていた。

　サラサラと額に落ちかかる、艶つやのある漆しつ黒こくの髪かみ。

　磁器のように滑なめらかな頰ほおは、やんちゃな若者らしく金色に陽ひ灼やけしている。

　すっと通った品のいい鼻筋。

　少し気の強そうな、しかしとても形のいい唇くちびる。

　真っ直ぐな眉まゆ、きっちりとした二ふた重え瞼まぶた、長い睫まつ毛げの下から見つめてくる漆黒の瞳ひとみ。

　彼は白いシャツと黒い上着を身につけ、襟えり元もとに黒の蝶ちようネクタイを結んでいた。このレストランのソムリエの制服だ。さらに、最近ではあまり見られなくなった、ソムリエの正装であるタートヴァンを首から下げていた。

　彼は、その漆黒の瞳で私を真っ直ぐに見つめていた。男になど興味はないはずなのに、私の鼓こ動どうがなぜか速くなった。彼の周囲に、まるで最高のシャンパンのような黄き金ん色のオーラが見えた気がした。窓辺にいたその青年は……それほどに美しかったのだ。

　明るい満月の光の中で、彼はまるで一枚の絵のように煌めき、瑞みず々みずしく見えた。私は陶とう然ぜんと彼に見とれ……そして同行者に名前を呼ばれてやっと我に返った。

　……彼はきっと、このレストランの新しいソムリエだ。このソムリエバッジは、外を見ていた彼が誤って窓から落としてしまったのだろう。

　私は、その小さなソムリエバッジを手の中にしっかりと握にぎり締しめた。微かすかに彼の体温が残っているように感じられて、胸がなぜか熱くなった。そして、驚き、困ったような顔で私を見つめる彼の顔が妙みように可愛かわいらしく見えて、私はとても意地の悪い気持ちになった。

　……ソムリエなら、私のテーブルに来い。おまえの才能とセンスが知りたい。

　……なのに……。

　私は酒さけ臭くさいソムリエのセンスのない口上に、ため息をつく。そしてスラックスのポケットに入ったままになっているさっきのソムリエバッジをそっと指で撫なでる。

　……バッジを持っているということは、正式な資格を持っているはずだ。てっきり、彼が来ると思ったのに……。

「『ロマネ・コンティ　1985』のためなら、いくら出しても構わない。だが今夜のメニューにロマネが合うとは思えない」

　私は言い、ソムリエを見上げる。

「まずは女性達のためにクリュッグの『クロ・ダンボネ　1995』を。前菜を食べ終えるまでに検討しなおし、料理にぴったりの白ワインと赤ワインを一本ずつ提案してくれ」

　ワインリストをつき返すと、ソムリエは一いつ瞬しゆん顔を歪ゆがめる。しかし私が爵しやく位い持ちであることを思い出したのか、それとも下手へたなロマネよりもずっと高価な『クロ・ダンボネ　1995』の効果か……愛あい想そ笑いを浮うかべる。

「失礼いたしました。さすが公爵はグルメでいらっしゃる」

　ワインリストを受け取り礼をし、踵きびすを返そうとする。

「ああ、そうだ。この店には君のほかにも、若いソムリエがいるだろう」

　私が言うと、彼は背中をギクリと震ふるわせ、驚いた顔で振ふり返る。

「一応おりますが。まさか、彼が……何か失礼でも？」

「いや。噂うわさを聞いただけだ。若くて、高価でないワインも勧すすめてくれるソムリエがいると」

　私が試ためしにカマをかけてみると、彼は悔くやしそうに顔を歪ませる。これはきっとそう言う客が多いことの証明だろう。

「まだ若い彼に聞けば、何か新しいヒントをくれるかもしれない。相談してみたらどうだ？」

　私が言うと、ソムリエはさらに顔を歪ませて言葉を詰つまらせる。

「この店には三人の見習いソムリエがいます。いったい誰だれのことだか……」

「そのソムリエは、ソムリエバッジを付けていない。襟元を見ればすぐにわかるはずだ」

　私が言うと、彼は呆然とした顔になって、

「この店の若手は、いちおうソムリエ試験に合格している者ばかりです。ですから……」

「いいから、三人の中で、ソムリエバッジを付けていない者を呼んでくれ」

「……かしこまりました」

　シェフ・ソムリエは、いかにも渋しぶ々しぶという口調で言って部屋を出て行く。あの青年のことを思うだけで、私は鼓動が速くなるのを感じてしまう。

　……ああ、私はいったいどうしたというのだろう？







　　　　山田准也







　オレは地下のワインカーヴに下り……だけど肉体的にも精神的にも疲つかれ果てた気分で、階段の途と中ちゆうに座っていた。

「……どうしよう？　ソムリエバッジをなんとかして返してもらわなきゃいけないのに」

　オレは頭を抱かかえてため息をつく。本当なら、シェフ・ソムリエと一いつ緒しよに接客をして、隙すきを見てバッジのことを切り出せればよかったんだけど……。

　……将来が見えない。その上、大切なソムリエバッジまで変な男に取られた。

　脳裏を祖父じいちゃんの顔がよぎって、胸が痛む。

　……祖父ちゃんも、あの店の支配人だった守田さんも、「准也は素す晴ばらしい鼻と舌を持っている。きっと素晴らしいソムリエになれる」と言ってくれた。でも……。

「祖父ちゃん、守田さん、やっぱりオレには無理だよ」

　オレが呟つぶやいた時、階段の上のドアを開ける音と、誰かの話し声が聞こえてきた。

「……を提案したんだぞ！　それなのに断るなんて！」

「信じられないな！　前支配人からグルメだと聞いていたから緊きん張ちようしてしまったけれど、本当はただの味覚音おん痴ちの女たらしじゃないか？」

　話しながら階段を下りてきたのは、この店のシェフ・ソムリエのドーミエ氏、そして支配人のドゥ・プニエ氏だ。二人はまだ文句を言いながら階段を下りてきて……オレがいたことに気づいてギクリと肩かたを震わせる。

「な、何をしてるんだ、こんなところで？」

　支配人が慌あわてた声で叫さけぶ。オレは、

「ムシュー・ドーミエに言われて、ワインカーヴの掃そう除じを」

　言って羽根バタキを上げて見せると、ドゥ・プニエ氏はムッとした顔で、

「ともかく、下っ端ぱソムリエに用はない！　さっさとここを出て、バックヤードの掃除でもなんでもしておけ！　それよりも、兄あに弟で子しの二人はどこに行った？　姿が見えないが……」

「二人はもう帰りました」

　オレが言うと、彼はなぜかとても焦あせった顔になり、

「なんだと？　公こう爵しやく様がお呼びだというのに、あの二人は……」

「ムシュー・ドゥ・プニエ」

　シェフ・ソムリエが、呆然とし、それから、何かを考えているかのような顔で言う。彼の目は、オレの襟元に落ちていた。

「ジュンヤは、ソムリエバッジをしていません」

　その言葉に、支配人がとても驚おどろいた顔をする。オレは慌てて、

「す、すみません。ちゃんとしていたんですけど、さっき、誤って休きゆう憩けい室の窓から落としてしまって……」

「言い訳はいい。それよりも……」

　シェフ・ソムリエは支配人と意味ありげに顔を見合わせ、それから、

「ジュンヤ、一つ相談があるのだが……いいかな？」

　いつもとは違ちがう猫ねこなで声に、背中がそわぞわする。こんな時、彼はいつもとんでもない無理難題を押し付けてくる。一時間以内にものすごく珍めずらしいワインを探して来いとか、パーティー用に百個のレモンを搾しぼれとか。

　……ヤバイ、またとんでもないことを言われるんじゃ……？

　オレは緊張しながら言う。

「……なんでしょうか？」

「実は、公爵は私が選んだ『ロマネ・コンティ　1985』がお気に召めさなかったらしいんだよ」

　……『ロマネ・コンティ　1985』か。そう来ると思ってはいたんだ。

『ロマネ・コンティ　1985』はこの店のワインカーヴにある一番高いワイン。シェフ・ソムリエは金持ちと見ると必ずそれを勧める。ただ、一本五百万円近くするワインを選ぶ客なんか今のこの店には皆かい無むで、毎回撃げき沈ちんしている。それでもまだあきらめずに、断ったお客様の悪口を言うのがいつもの決まりなんだ。

「今夜のメニューはなんですか？」

　オレが言うと、支配人が驚いたように眉まゆをつり上げる。

「どうする気だ？　まさか君が選んでくれるのか？　高名なソムリエのムシュー・ドーミエよりも的確な選せん択たくができると？」

　ものすごく皮肉な声で言われて、オレは鼻白む。

　……いや、ここで怯ひるんだらダメだ。グルメぶってる公爵に「これはぴったりだ」と言わせるようなワインを選んで、ソムリエや支配人になんとか認めてもらわなくちゃ。

「オレに的確な選択ができるかどうかはわかりません。でも、お客様にご提案をするだけなら無料ただです」

　オレが言うと、支配人は苛いら立だったように言う。

「だが、おまえのような新米ソムリエに店に出られると、貴重なＶＩＰの客を逃のがすことになるかもしれなくて……」

「わかった。メニューはこれだ」

　支配人の言葉を遮さえぎるようにしてドーミエ氏が言い、ポケットからメモを取り出す。受け取ってみるとそこには今夜のスペシャルコースのメニューの内容が詳くわしく書かれていた。

「あの、一つお聞きしていいですか？」

　オレは、いくつかのワインの名前を頭に浮かばせながらドーミエ氏に向かって言う。答えによっては、その中からいくつかを除外しなくてはならないから。

「なんだ？」

「オレ、よく知らないんですけど……その公爵って、お金持ちですか？」

「はあっ？」

　ドーミエ氏と支配人が同時に声を上げる。二人の驚いた顔が見る見る怒いかりの表情に変わっていく。

「何を言っているんだ、おまえは！」

　支配人がいつもの調子で怒ど鳴なり、オレは思わず首をすくめる。この人の怒鳴り声にはすっかり慣れたけど、音のよく響ひびくワインカーヴで聞くには声量がありすぎだ。

「すみません。でも、ワインを断った本当の理由が『ロマネ・コンティじゃ高くて払はらえないから別のものをもってこい』だったら、もっと安いワインにしなきゃだめかなと思って」

　オレが言うと、支配人は怒りで顔を真っ赤にして息を弾はずませながら、

「おまえは、本当に物知らずな子供だ！　あのブランシュ公爵アレクシス・ドゥ・ル・グランが、金持ちでないわけがないだろう！」

「……わかりました」

　オレはその声量に辟へき易えきしながら答え、それから頭を回転させ始める。

　……前菜は冷たいパテだけど、素材に使っているフォアグラが、かなり濃のう厚こうな風味を出しているはず。添そえてあるベビーリーフにかけてあるドレッシングはレモンとアボカドオイルを使ったあっさりしたもののはずだけど、グラン・シェフはあのメニューではたしかパルミジャーノを風味付けに使ってる。

　……魚料理は一見あっさりしていそうな白身魚だけど、作るのはスー・シェフだろう。彼が作るトマトソースはドライトマトを使ったかなり濃厚なもの。甘みも強い。

　オレはその味を再現し、頭の中にあるワインのデータと比べてみる。

　……前半に勧すすめる白ワインは、あまりあっさりしたものにすると料理に負ける。それに貴族である彼には、きっと贅ぜい沢たくな驚きが必要だろう。

「白ワインは、『モンラッシェ　ドメーヌ・ド・ラ・ロマネ・コンティ　1994』にしようかと」

　オレが言うと、シェフ・ソムリエが驚いたような声を上げる。

「……それは……！」

　支配人が、いぶかしげな顔で首を傾かしげながら、

「ロマネ・コンティというのは赤ではないのか？」

　その言葉に、オレとシェフ・ソムリエは同時にため息をついてしまう。

　……この人、本当にワインのことなんか全然知らないんだ。まあ、支配人はお金の勘かん定じようをするのが仕事だけど。

　オレは咳せき払ばらいをしてから、

「モンラッシェというのはブルゴーニュ地方南部、コート・ド・ボーヌ地区にある畑で取れる白ワインを指します。ほんの八ヘクタールほどの土地ですが、ワインの生産者によって数万円から数十万円とまったく違う価格がつけられることで有名です。オレが今言ったモンラッシェ　ドメーヌ・ド・ラ・ロマネ・コンティというのはあのロマネ・コンティと同じ生産者が作ったもので幻まぼろしの白ワインと言われています」

「幻の？　では、君が選んだワインはいくらの値がついているものかな？」

　支配人の目がキラリと光り、オレは内心ため息をつく。

「ええと……この店のワインリストでは五千ユーロでした」

　日本円にして約六十万円以上。オレからすると気が遠くなりそうな値段だけど……ロマネ・コンティにしてはかなり手て頃ごろな値段といえる。

「白ワインで五千ユーロ。なかなかやるじゃないか」

　支配人が舌なめずりをしそうな顔で言う。きっと、赤ワインはもっと高額なものを勧めるだろうと期待してるんだろう。

　シェフ・ソムリエは、ものすごく厳しい顔でオレを見つめて、

「では、赤ワインには何を選ぶつもりだ？」

　肉料理は骨付きのイベリコ豚ぶたをスパイスを効かせて焼いたグリエ。この店では濃厚なソースは添えず、ごくごくシンプルに岩塩と胡こ椒しよう、それにいくつかのスパイスを使う。鉄のグリエパンで脂あぶらを極力落としつつ、カリカリになるまで焼いてある。添えてあるのは蒸むして皮を剝むいたアスパラとジャガイモ。フレンチとしてはちょっと変わっているけど、南フランスで育ったシェフが好きだった調理法らしい。

　……たしかに濃厚なイメージだし、赤はソムリエの腕うでの見せどころ。店にとっては稼かせぎどころ。だから高級で有名な赤を持ってきがちだ。

　オレはシェフ・ソムリエが選んだ『ロマネ・コンティ　1985』の味を思い出してみる。もちろん言うまでもなく超ちよう一いち流りゆう、格付け一級筆頭の素晴らしいワイン。しつこい重たさがなく、爽さわやかな香かおりをまとう清すが々すがしいワインだった。

　……だけど……。

　オレは料理の味をまた想像し、ワインの味と組み合わせてみる。

　……これほど爽やかなワインだと、せっかくカリカリに焼いたイベリコ豚独特の香こうばしさがスッとかき消されてしまう。この店で使っている有機農法で作られたアスパラやジャガイモのねっとりとした素そ朴ぼくな風味とも合わないだろう。

　オレは頭の中にある赤ワインのデータを検けん索さくする。もしかしたら怒おこられるかもしれないけれど……食通が絶賛するいかにも高級なイメージの薫かおり高い赤ではなくて……。

「『ゲヴェルツトラミネール　グラン・クリュ・ゴルデール　ドゥ・ル・グラン　1999』」

　オレがワインの名前を挙げると、シェフ・ソムリエは目を丸くしてオレを見返してくる。それから顔を歪ゆがめて、

「期待した私が馬ば鹿かだった。そんな安いワインを出せるわけがないだろう？」

　絶望的な声で言い、両手で頭を抱かかえてしまう。

「ああ……もうおしまいだ」

「言ってみなきゃわからないです」

　オレが言うと、彼は眉をつり上げ、顔を怒りで真っ赤にして、

「そんなワインが、イベリコ豚に合うわけがない！　私にはとても薦すすめられない！　赤ワインは君が自分で持って行ってくれ！」

　やけくそになったように叫さけぶ。そして彼は、『モンラッシェ　ドメーヌ・ド・ラ・ロマネ・コンティ　1994』だけを持ってワインカーヴを出ていく。

　……たしかに、冒険かもしれないけど……。

　オレはそのままワインカーヴで待ち、頃合いを見計らって赤ワインを持って階上に行く。ドーミエ氏がうなずいたのを確認してからアレクシスというあの男のいる個室のドアをノックする。

「どうぞ」

　とても不ふ機き嫌げんな声が聞こえてきて、少し怖こわくなるけれど……。

　……オレの選せん択たくは、間ま違ちがっていない。

　オレは自分に言い聞かせて、ドアを開いた。







　　　　アレクシス・ドゥ・ル・グラン







「ねえ、アレクシス。どうして『ロマネ・コンティ』ではダメなのかしら？　とても高級なワインよね」

　テーブルの角を挟はさんだ隣となり、右側の席に座った金きん髪ぱつの女性が、不思議そうな声で言う。

「本当。でも私達、あまりワインのことはわからないのよ。シャンパンとこの白ワインで通してもいいくらいだわ」

　金髪女性の向かい側、私の左側に座ったブルネットの女性が可笑おかしそうに言う。二人は私の従姉妹いとこに当たる女性達で、金髪の方がアガット、ブルネットの方がアナベラ。普ふ段だんはパリに住んでいるが、一週間後に私の城でひらかれる晩ばん餐さん会かいのために早めに帰国した。サンタンドレの中心街にある豪ごう華かホテルのペントハウスを貸し切りにし、買い物三ざん昧まいをしていたようだが、どうやらそれにも飽あきたらしい。「せっかくだから食事に連れて行け」と私をいきなり呼び出した。仕方なく昔から来ている馴な染じみの店に連れてきたが、愛あい想そのいい支配人とメートル・ド・テルにおだてられ、ここが気に入ったようではしゃぎっぱなしだ。

「アレクシス。こんなにハンサムなあなたが、難しい顔をしていることが気になるわ」

「そうそう。さっきから不機嫌ね」

　二人は私の冴さえない表情に気づいたのか、私の顔を覗のぞき込んでくる。

「私の城では、ソムリエがディナーに合うワインを完かん璧ぺきにコーディネートする。だから魚料理がサーブされているのに赤ワインが決まっていないなど、とても信じられないんだ」

　私は憤ふん然ぜんとため息をつく。二人は顔を見合わせ、それから可笑しそうにクスクスと笑う。

「でも、こんな時間にゲストを連れてお城に行ったら、あの素晴らしいグラン・シェフもあなたが敬愛する老ソムリエも可か哀わい想そう」

「そうよ。だから子供の頃ころに来たことのあるここをリクエストしたんだけど……」

　二人は言い、目の前の魚料理の皿を見下ろす。

「ちょっと、前よりも味が落ちてるみたいね」

　その言葉に、私はまたため息をつく。

「ここに来るのは一年ぶりなんだ。支配人もグラン・シェフも、シェフ・ソムリエまでが代わってしまっているとは思わなかった。知っていたら止やめたのだが。ともかくワインも選べないような店に将来はない」

　二人は楽しそうにまた笑って、

「我がドゥ・ル・グラン一族の当主は、本当にワインに夢中ね」

「ゴシップ新聞に書かれてる、ナンパなキャラとは大おお違ちがい」

　二人は言い……それから、何かを思い出したように揃そろって眉まゆをひそめる。

「そうそう、今朝の新聞に載のっていたジェニファー・ローレンスとの記事、読んだわよ」

「そうだわ、その話をしなくちゃ。まさかあんな女と付き合ってるわけじゃないわよね？」

　裕ゆう福ふくな彼女達の趣しゆ味みは、たくさんの慈じ善ぜん団体に寄付をすること、そして才能のある俳優達を支し援えんすること。その功績が認められ、ヴェネチア国際映画祭の審しん査さ員も務めている。映画界には詳くわしいはずだ。

「彼女と知り合いなのか？」

　私が聞くと、二人は本気で不ふ愉ゆ快かいそうな顔になる。

「パーティーで何度も会ったわ。絶対に友人にはなりたくないタイプだけど」

「緊きん急きゆう事態だから話すけれど……彼女、ついこの間まで、俳優のジョン・マッケンジーと、ロック歌手のトム・ベーコン、それにパリコレモデルのアダム・ベインと三股またしてたのよ。なのに映画祭のパーティーであなたに会ってから、すっかり婚こん約やく者気取り」

「そうそう。三人を同時に手ひどく振ふって、みんなに言いふらしてるわ。『私はサンタンドレの公こう爵しやく、アレクシス・ドゥ・ル・グランと結婚するつもりよ』ってね」

　二人は怒いかりに満ちた顔で言い、テーブルに身を乗り出してくる。

「まさか、あんな女と結婚するつもりじゃないでしょうね？」

「知り合いからどうしてもと頼たのまれて、パーティーにエスコートしただけだ。どこで調べたのか会社にしつこく電話があるようだが、多た忙ぼうだと理由をつけてつながないようにと秘書に言ってある。……どうして結婚しなくてはいけない？」

　私の言葉に、二人は本当にホッとしたようにため息をつく。

「それならいいけれど」

「そうよ、あんな女と親類になるなんて真っ平ごめんだわ」

　私は二人の言葉を聞き、それからあることを思い出してため息をつく。

「まあ……ジェニファー・ローレンスはただのゴシップだとしても、私を結婚させようとしている人間は後を絶たないようだが」

　思わずため息をつくと、二人は真しん剣けんな顔で、

「ああ、わかるわ。私達は善良だけど、ほかの従姉妹はかなり目が血走っているみたいだし」

「そうそう。気をつけて。あなたみたいな逞たくましいハンサムと結婚できて、しかもあの大きなお城と、とんでもない財産と、さらに公爵夫人の地位が手に入るんだから。みんなどんなことだってするわよ」

　その言葉に、私はさらにうんざりする。

「私は紳しん士しとして女性に対しては最低限の礼は尽つくすつもりだが、いくら女性の頼みとはいえ、一生を捧ささげるつもりはない」

「本当かしら？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「アレクシスは、クールな顔をしてやけに優やさしいところがあるから。心配だわ」

　二人の言い草に、私は思わず笑ってしまう。

「二人は、初めて会った三歳の頃からまったく変わらない。そのことに感謝しなくてはいけないのだろうな」

「そうよ。あなたみたいなフェロモン全開のハンサムに恋れん愛あい感情を抱いだかないのは、大変なんだから」

「私達の理性の賜たま物ものよね。感謝してちょうだいよ」

　二人が得意げに言い、私がつい笑ってしまった時……。

「失礼いたします」

　軽快なノックが響ひびき、ドアの向こうから声がした。それは、さきほどのシェフ・ソムリエや支配人ではなく、もっと若く、そして思わず聞きほれそうな凜り々りしい美声だった。

　……この声は……。

　さっき、窓から私を見下ろしていた青年の顔が頭をよぎる。この若々しさ、軽快な口調、彼のイメージにぴったりだが……。

「どうぞ」

　私が少し緊きん張ちようしながら言うと、ゆっくりとドアが開く。

「失礼いたします」

　ドアが開く。私は顔を上げてそちらに視線をやり……そして動きを止める。

　そこに立っていたのは、さっき思わず見とれてしまった、あの青年だった。

　……遠くから見た時よりも、ずっと美しい。

　男になどもちろん興味がないが……私はまるで美術品を鑑賞するように彼に見とれる。

　艶つやのある漆しつ黒こくの髪かみは、彼が動くたびにサラリと揺ゆれる。濃こい色のわりに近くで見ると重さがなく、黒くろ猫ねこの毛のように柔やわらかそうで、触ふれてみたくなる。

　金色の陽ひ灼やけした頰ほおは、染み一つなくとても滑なめらかだ。

　細い鼻び梁りようと、柔らかそうなとても形のいい唇くちびるをしている。

　やんちゃそうな雰ふん囲い気きの奥に、どこか静せい謐ひつな空気感がある。きっと東洋の血が混ざっているのだろう。

　……近くで見ると……本当に麗うるわしい……。

「……まあ、綺き麗れいな子」

「……やんちゃそうで、めちゃくちゃタイプだわ」

　二人が、小さな声で嬉うれしそうに囁ささやき合っているのが聞こえる。青年はワインリストを脇わきに持ち、私に向かって真っ直すぐに歩いてくる。

　すらりとした身体からだを包む、ソムリエの制服。首から下げられたタートヴァンは上質のシルバーらしい重じゆう厚こうな艶があり、とても物がいい。彼の年ねん齢れいのわりに歴史を帯びているところをみると、誰だれかからプレゼントされた品かもしれない。

「襟えりに金色の葡ぶ萄どうのバッジがついていれば、完璧なソムリエだ。ソムリエバッジは？」

　私が言うと、彼は微笑ほほえみながらもその柳りゆう眉びをキリリとつり上げる。必死で怒りをこらえるような声で、

「窓まど際ぎわで休きゆう憩けいをしていて、つい落としてしまいました。ちょうど通りかかった親切なお客様が拾ってくださったのですが……」

「これのことかな」

　私がポケットから金色のソムリエバッジを取り出すと、アガットとアナベラが目を丸くしている。彼はその表情から怒りを消し、パアッと顔を輝かがやかせる。

「ありがとうございます！」

　彼はとても嬉しそうな声で言って、私の手のひらの上のバッジに手を伸のばす。

「これは、ソムリエの証あかしであるだけでなく、オレにとって本当に大切なもので……」

「私とゲームをしないか？」

　私は言って、ソムリエバッジを手のひらに握にぎり込む。

「ゲーム……ですか？」

　彼はさらに怒りを膨ふくらませたかのような顔で、眉を寄せる。私はうなずいて、

「君が選んだワインがこのメニューにぴったりだとしたら、このソムリエバッジはお返しする。そうでない限り、これは返さない」

　彼は愕がく然ぜんとした顔で私を見つめる。

「そんな……！」

「プロのソムリエだというのに、自分の舌と知識に自信がないのか？」

　からかうように言われて、彼の中の負けん気が燃え上がったようだ。

「わかりました」

　私を睨にらみながら言った声が、獰どう猛もうに低くかすれる。

「あなたに必ず『美味おいしい』と言わせ、ソムリエバッジを返してもらいます」

　……なかなかいい目をする青年だ。

　私は思う。そして、彼にさらに興味を抱く。

「白は『モンラッシェ　ドメーヌ・ド・ラ・ロマネ・コンティ　1994』だった。あれを選んだのは君か？」

　そう聞くと、彼はうなずく。私は、

「とてもいい選せん択たくだったし、料理にもとてもよく合っていた。だが、モンラッシェが最高の味だというのはごく一いつ般ぱん的な事実。たまたま料理に合っただけということもある」

　私は手のひらで彼のソムリエバッジを弄もてあそびながら、彼の顔を見つめる。

「君が赤に何を選んだのか、見せてもらおうか。まさかこちらも『ロマネ・コンティ』と同じドメーヌの『ラ・ターシュ』あたりを持って来たわけじゃないだろうな？　それとも『シャトー・ラトゥール』？」

　言うと、彼は私を睨みつけ、それから、

「違ちがいます。これを」

　言って、ワインのボトルを包んでいた布ナプキンを取る。

「何それ？　初めて見るワインね」

「本当に。今まで見たことがないわ」

『ゲヴェルツトラミネール　グラン・クリュ・ゴルデール　ドゥ・ル・グラン　1999』

　私はそのラベルを見て、呆ぼう然ぜんとする。

　……まさか、『ロマネ・コンティ』のドメーヌのワインの後に、こんな大衆的なワインを持ってくるなんて……。

「これはとても大衆的なワインで、お金持ちの食しよく卓たくにはあまり上らないと思います。でも、今日のディナーにはぴったりかと思います」

　彼はソムリエナイフを使って抜ばつ栓せんし、試飲用に私のグラスに少しだけワインを注ぐ。

　私はまだ、この大衆的なワインを一度も飲んだことがない。評価の高い有名なドメーヌのワインを飲み慣れてくると、大衆的なワインに手を出すのを臆おくしてしまうからだ。

　……本当に、これが合うのだろうか……？

　私はまだ呆然としながらそれを飲み……そしてその深く濃い味わいに陶とう然ぜんとする。野性的なベリー類の香かおりに、獰猛なほどのコク。

「……驚おどろいた。こんな美味しい赤は久しぶりに飲んだ」

　私は思わず呟つぶやいてしまう。

「野性的なイベリコ豚ぶたのグリエには、驚くほどよく合うだろう」

「まあ、早く飲ませて！」

「大衆的なワインも、試ためしてみなくちゃわからないわよね！」

　女性二人が言い、彼はにっこり笑って優ゆう雅がな仕草で彼女達のグラスにワインを注いでいる。二人は待ちきれない、という顔でグラスを上げ、驚いた顔をする。

「あら、美味しいわ」

「なんていうか……野性的？　ちょっとドキドキする。本当によく合うわね」

「失礼いたします。料理を作り直してきましたので……」

　ドアにノックの音がして、グラン・シェフとウエイターたちが料理を運んでくる。心配そうな支配人と、苦しげな顔のシェフ・ソムリエも後に続いている。

　テーブルに作り立ての料理が並ぶ。女性達はワインを飲みながら、「この料理と本当に合うわ」と感動したように言い合っている。私もカトラリーを手に取り、料理を口に運ぶ。

　……本当によく合っている。

　私は呆然としてしまいながら思う。

　このグラン・シェフの肉料理は、不味まずくはないが荒あら削けずりでどこか垢あか抜ぬけない。それに洗練された高価な赤ワインを合わせるのはあまりにも無ぶ粋すいだ。彼はそこまで計算をし、この野性的な赤ワインを選んだのだろう。

「このワインが本当にこの料理に合うかどうか、君の舌で確かめてみろ」

　私は言い、支配人を振ふり返る。

「彼のために、もう一つ席を用意してくれ。料理も同じものを追加だ」

　私の言葉に、グラン・シェフと支配人は度ど肝ぎもを抜ぬかれた顔をする。支配人が媚こびるような苦く笑しようを浮うかべて、

「ブランシュ公こう爵しやく様、ご冗じよう談だんが過ぎます。彼はただの見習いソムリエで……」

「見習いだろうが、彼が稀け有うな才能を持っていることに変わりない。……彼に席を」

　グラン・シェフと支配人、そしてシェフ・ソムリエは揃そろって顔を青くする。

「か、かしこまりました」

　言って彼らは部屋を出て行く。若いソムリエは彼らを見送り……それから小さな声で、

「本当に、ワガママな公爵様だなあ」

　小さく呟く。私は思わず笑ってしまいながら、

「君の勝ちだ。ソムリエバッジを返そう」

　バッジを差し出すと、彼は目を輝かせてそれを受け取る。ホッとした顔で、ソムリエバッジを襟に付けている。

「……素す直なおに返したんだ。食事に付き合ってくれないか？」

　彼は呆あきれたような顔になり、それから小さく噴ふき出す。

「わかりました、公爵様。お付き合いしますよ」

　……ああ、どうしたのだろう？　こんなに楽しい気分は久しぶりだ。







　　　　山田准也







　ソムリエバッジを返してくれた後、彼とオレは一時間近くもワインの話をしてしまった。彼はとてもワインに詳くわしかったけれど、それはオレみたいに本で読んで覚えこんだ薄うすっぺらなものではなく、自分でそのワインを実際に所有し、きちんと飲み比べてきた人独特の専門的な知識だった。オレは彼の話に思わず聞き入り、たくさんの質問をしてしまった。無口で意地悪かと思った彼はワインの話になるととても饒じよう舌ぜつで、オレの質問に的確に答え、それだけでなくワインに関するいろいろな体験談を披ひ露ろうしてくれた。それはオレにとって専門書を何冊も読むよりもずっと貴重な経験だった。

　彼はお客様で、オレは店に雇やとわれているソムリエ。本当ならすぐに席を立たなくてはいけなかったのに……あまりにも素晴らしい時間に、オレはついつい長居をしてしまった。

　……彼は、すごくたくさんのことを知ってる。それだけでなくワインを愛してるんだ。

　オレは胸が熱くなるのを感じながら、三階まで階段を上る。ついさっき、三人は食事を済ませ、帰っていった。「ワインは最高だったし、あなたのおかげでとても楽しいディナーだったわ」という女性二人の言葉に、オレの胸が熱くなった。

　……サンタンドレの貴族階級には、あんな人達がいるんだ。祖父じいちゃんや守田さんがサンタンドレを歴史のある素晴らしい国だって言っていたのがやっと解わかった気がする。

　オレはアレクシスの美び貌ぼうに見とれただけでなく、彼がワインをどれほど愛しているかを聞いて、胸が熱くなるのを感じていた。

　……ああ、こんなに幸せな気持ちになれたのは久しぶりだ。

　オレは陶然とため息をつく。……でも。

　オレはシェフ・ソムリエの顔をつぶしてしまったこと、さらに勧すすめられたとはいえＶＩＰと一緒にワインを飲んでしまったことを思い出す。そして、あの三人を見送りに出て来た支配人とグラン・シェフ、それにシェフ・ソムリエの顔がものすごく冷たかったことも。

　……シェフ・ソムリエも、支配人も、きっとオレを許さないだろうな。

　考えただけで、楽しかった気持ちが一気に冷めていく。

　……これから、どんなことをされるのか……。

　オレは暗あん澹たんたる気持ちになりながら休憩室に入る。グレッグ達はもう帰ったみたいで、テーブルの上に『終わったから先に帰るよ。ジュンヤ、頑がん張ばれ』というメモと、飴あめが置いてある。オレは感謝しながらメモと飴をポケットに入れる。

「……ありがとう。ちょっと元気出たかも」

　オレは更こう衣い室で白の綿シャツとジーンズ、革かわのライダースジャケットという私服に着き替がえる。そして階段を下りる。スイングドアを開けて、厨ちゆう房ぼうに挨あい拶さつをしようとして……中からシェフ・ソムリエの声が聞こえてきたことに気づいて、ドアを押そうと上げた手を止める。

「ジュンヤは身の程ほどをわきまえずにしゃしゃり出てひどいワインを勧め、私の顔をつぶしたんだ。あの貴族は遊び人だそうだから、ジュンヤのルックスに騙だまされたんだな。たしかに、ジュンヤは男が好みそうな綺き麗れいな顔をしているし」

　その言葉に、オレの全身から血の気が引く。

「しかも、お客様のテーブルに座って、ずっと話し込んでいたんだ。どれだけ図ずう々ずうしいソムリエだ」

　続いて聞こえた支配人の声に、オレは目め眩まいを覚える。

「あんな安ワインを勧められたのでは、私が作り上げた料理が台無しじゃないか」

　グラン・シェフの言葉に……オレの中に残っていた元気がすべて消し飛んでしまう。

「ともかく、あんなコミ・ソムリエがいたのでは、安心して仕事もできない」

　シェフ・ソムリエが言い、ほかの二人が同意している。

　……オレがシェフ・ソムリエを差し置いてでしゃばったこと、お客様に引き止められたからといって話し込むなんて図々しいことをしてしまったこと……それはやっぱりレストランに勤めるソムリエとしては許されないことなんだろう。

　オレは震ふるえる手を握にぎり締しめながら思う。

　……オレはもう、この店にいることはできないんだ。

　オレの心に絶望の暗雲が広がる。

　……荷物をまとめて、すぐに出て行かなくちゃ。この国とも、もうお別れする時機かも。

「立派なソムリエになるんだよ」と言ってくれた祖父ちゃんの顔、そして「サンタンドレで頑張るんだよ」と言ってくれた守田さんの顔が脳のう裏りをよぎって、オレは泣きそうになる。

　……ごめんなさい、祖父ちゃん、守田さん。でももうオレ、ダメだ……。

　オレはスイングドアの前を離はなれ、足音を立てないように階段を上って休きゆう憩けい室に入る。更衣室に行って自分のロッカーを開き、中に入っていた僅わずかな荷物を出してデイパックに詰つめる。それからふと気づいて、テーブルの上にあるメモパッドからメモ用紙を一枚取る。置いてあったボールペンで、ほかの新人へのメッセージを書く。シェフ・ソムリエは明日の夜にならないとここには上がってこないだろうから、先に見つかることはまずないだろう。

『オレ、今夜で店をやめるよ。今までありがとう。　　　　ジュンヤ』

　それをテーブルの上に置き、休憩室を見回す。

　……たった半年だったけど、でもいろいろと勉強になった。

　テーブルの上に放ほうり出した新聞が目の隅すみに入り、オレの心が、ズキリと激しく痛んだ。

　……あの男とも、もう二度と会えないんだな。考えてみれば、この店であったたくさんの嫌いやな思い出を吹ふき飛ばしてくれるような、すごく不思議な時間だった。

　オレは思いながら踵きびすを返し、階段を下りる。

　……なんで、こんなに残念な気持ちになるんだろう？

「失礼します」

　言いながらスイングドアを開くと、顔をつき合わせて何かを話していた三人が振ふり返る。

「ジュンヤじゃないか。残業、お疲つかれ様。……ちょっと、話があるんだが」

　支配人がわざとらしい声で言い、グラン・シェフとシェフ・ソムリエは、自分はもう関係ない、とでも言いたげに厨房から出て行く。支配人は笑えみを浮うかべながら、

「このところの不ふ況きようで、うちの店もなかなか経営が苦しくてね。だからソムリエの見習いを何人も雇っておく余よ裕ゆうが……」

「わかりました」

　オレが言うと、支配人は驚おどろいたように目を丸くする。

「オレ、今夜で、この店を辞やめさせていただきます」

　いろいろなことがあったけれど、でも海外で仕事をして勉強ができたのも確かだ。オレは彼に向かって頭を下げる。

「いろいろとありがとうございました」

「あ、ああ、そう」

　支配人はあからさまにホッとした顔になって、

「ムシュー・モリタから頼たのまれて入店させたから、辞めてもらうのは心苦しいんだが……だが、君の心が決まっているなら話が早いな」

「あの、店が借りてくれていたアパートのことなんですけど」

　オレが言うと、彼は愛あい想そ笑いを浮かべて、

「帰国するならいろいろと忙いそがしいだろう。今週なら自由に使っていい」

　……あの部屋は家具つきだったけど、この半年で生活用品やワインに関する資料がたくさん増えた。研究用に買ったワインもまだだいぶある。それを全部、今週中に持ち出せってことか……。

　オレは改めて暗澹たる気分になり、だけどワガママはいえない、と思う。

「わかりました。そしたら今週の金曜日には部屋を空けます。鍵かぎは管理人さんに返します。お世話になりました」

　オレが言うと、支配人はやけに嬉うれしそうににっこり笑って、

「日本に帰っても頑張ってくれ」

「ありがとうございます」

　オレは改めてお辞じ儀ぎをし、それから厨房を出る。ついに顔を出さなかったグラン・シェフとシェフ・ソムリエにも心の中でお礼を言い、店の裏口から外に出る。

「……う……」

　初秋だというのに風がやけに冷たく感じられて、オレは小さく息を吞のむ。それから深いため息をつき、細い路地を歩く。

「……ついに辞めちゃったな」

　呟つぶやいて、これからのことを考える。

　両親はオレが小学校のときに亡なくなっているし、祖母ばあちゃんも五年前に亡くなった。親しん戚せきづきあいもまったくないし、祖父ちゃんが亡くなった後、オレは天てん涯がい孤こ独どくの身と言ってもいい。

　半年間、あの店で働いてはいたけれど……コミ・ソムリエの身分では給料はすずめの涙なみだだった。しかも研究用のワインやソムリエ試験の受験料で日本から持って来たお金はほとんど消えてしまった。

　……日本行きのチケットを買うお金なんか、とうてい残ってないよ。

　オレは不安な気持ちで深いため息をつきながら思う。

　……職を失って、住む場所も失って、ついでに将来への展望も失って……オレ、これからどうすりゃいいんだろう？

　精神的にも肉体的にも疲れ果てて、オレはとぼとぼと歩く。雑用を押し付けられてずっと走りっぱなしだった足が、もう限界だと悲鳴を上げている。

　オレは薄うす暗ぐらくて湿しめった路地を抜ぬけ、セントラル・サンタンドレ通りに出る。ここはかなり夜よる遅おそくまで観光客が行き交かう場所のはずだけど、零れい時じをとっくに回ったこの時間では、ブティックの煌きらめく明かりもすっかり消え、街灯の明かりが静かな路面を照らすばかり。だけど……？

　オレは、見慣れているはずの光景が、今はまるで別世界みたいに見えることに気づいて、思わず立ち止まる。

　……え……？

　路地からちょうど道を渡わたったところに、黒くろ塗ぬりの大きなリムジンが停とまっていた。前後を黒塗りのセダンが挟はさみ、ダークスーツを着たごついＳＰが立っている。

　……まさか……？

　運転手がリムジンから降りてきて、後部座席のドアが開いて、中から出てきたのは……。

「……ブランシュ公こう爵しやく……」

　それは、さっきオレのワインを飲んでくれたばかりの、ブランシュ公爵アレクシス・ドゥ・ル・グランだった。オレが近付くと、彼はオレを見下ろして、

「泣きそうな顔をしているな」

　困ったような顔でため息をつき、輝かがやくプラチナブロンドを手のひらでかき上げる。

「私は少し調子に乗りすぎたかもしれないな。あの店の従業員である君に、椅い子すまで勧すすめてしまった。上司に叱しかられたのでは？」

「っていうか、辞めてきました」

　オレの言葉に、彼はとても驚いた顔をする。

「辞めた？」

「ずっとそうしようかと思っていたので、ちょうどいいです。ずっと店が支給してくれたアパートに住んでたから、今週中にはそこを出ないと。それは少し困るけど……」

　オレは思わず言ってしまい、彼に言っても仕方がないと気づいてため息をつく。

「……なんとかなるでしょ。失礼します」

　オレは言って、彼に背を向けて歩きだす。

　……明日から住み込みのできるレストランを探さなくちゃ。でもそんなに条件がいいところなんか見つかるか……。

「よかったら私の屋や敷しきに来ないか？」

　後ろから聞こえた彼の唐とう突とつな言葉に、オレは驚いて振り返る。

「いえ、すみません。別に泊めてくれとかそういう意味で言ったわけじゃなくて……」

「言い方が悪かったな。私の屋敷で住み込みのソムリエとして働かないか？」

　その言葉に、オレは呆ぼう然ぜんとする。

「専用リビングつきの部屋を提供するし、最初に契けい約やく金としてＵＳドルで五千、その後は週に最低でもＵＳドルで二千を保証する。ほかにボーナスも支給する」

　……ってことは、日本円にして契約金が五十万、さらに月に八十万円くらい？

　あまりにもすごい条件に、オレは呆然とする。それから、

「ええと……正直に言えば、困っているんです。部屋を借りるお金もないし、日本に帰るお金もない。だから仕事がもらえればすごく助かります。そんなに給料は高くなくても……」

「詳くわしい条件は屋敷にいる執しつ事じと話し合って欲しい。とにかくリムジンに乗ってくれないか」

　彼にうながされ、オレはまだ呆然としたままリムジンに乗り込む。

「あ、でも、部屋に置きっぱなしの荷物を取りに行かなきゃ……」

「契約が決まったら、使用人に荷物を取りに行かせよう」

　……こんなうまい話があるんだろうか？　それともオレ、騙だまされてる？

　オレは心配になり……それから覚かく悟ごを決める。

　……どっちにしろ路頭に迷うところだったんだ。もう何も怖こわくないぞ！




　　　　◆




　リムジンは曲がりくねった暗い山道をどんどん登っていく。オレは、こんな山の中に家なんかあるんだろうか、とちょっと心配になる。

　……もしかして、安いワインを出したオレのことをめちゃくちゃ怒おこってて、山の中に放り出す気じゃ……？

「おとなしいな。怖くなったか？」

　向かい側に座った彼が可笑おかしそうに言い、オレは慌あわてて、

「べ、別に！　山奥に捨てられるんじゃないかとか、そんなこと、全然思ってないからな！」

　彼は驚いたようにオレを見つめ、それからぷっと小さく噴ふき出す。

「急に敬語をやめたな。それが普ふ段だんの話し方か？」

「だって、オレはもうあの店のスタッフじゃない。だからあなたはお客様じゃない」

　オレが言うと、彼は可笑しそうな顔で、

「そのままでいい。ますます子供っぽく見えるが」

　からかうように言われて、オレはムッとする。

「いいよ、勝手に笑えば？」

　憤ふん然ぜんとため息をつき、それから彼がレストランで女性と話していたことを思い出す。

「女性といる時にはあんなに優やさしそうだったのに。あれはただの演技で、本当はすごいイジワル男なんだな」

　オレは心の中で、この遊び人！　と叫さけんでやる。

「別に演技ではない」

　彼はチラリと肩かたをすくめて、

「女性とは私にとって女め神がみのごとく崇すう高こうな存在。だから全力で尽つくすし、どんなリクエストにでも応こたえる。当然のことだ」

　平然と言われたその言葉に、オレはちょっと驚おどろく。

「どんなリクエストにも？　今すぐに結けつ婚こんしてとか、大金をちょうだいとか言われても？」

「結婚はさすがに無理だが、それ以外でできることがあればなんでもする。金が必要なら用立てることも可能だ。今までにそんな言葉を言った女性は一人もいなかったが」

　彼は、何かを考えるようにオレから目をそらして、窓の外に視線をやる。

「それが幸いなのか不幸なのかは、まだよくわからないが」

　その愁うれいを含ふくんだ横顔に、なぜだかドキリとする。プラチナブロンドが窓からの月の明かりに照らされて、とても美しい。

　……本当に、憎にくらしいほど美しい男だ。なのにそんな愁い顔がおは、ずるすぎる。

　思いながら窓の外に目をやると、月明かりに照らされた丘おかの中腹に、数え切れないほどの何かの木が等とう間かん隔かくに並んでいるのが見えた。

「あれって……葡ぶ萄どう？」

　オレは目を凝こらしながら言う。彼はうなずいて、

「丘の麓ふもとの村では、修しゆう道どう僧そう達が中心になってワイン作りを盛んに行っている。私の一族の持ち物であるこの丘の斜しや面めんは、代々村人達に無料で貸されてきた。その礼として、毎年、ワインができると一番に献けん上じようしてくれる。とても楽しみな年中行事だ」

　彼は、葡萄畑のほうに眼めをやりながら言う。その横顔が妙みように優しく見えてオレはなぜかドキリとする。

「もともと優すぐれた生産者が多かったが、最近では評価が上がってきたようだ。私はもともととても美味だと思ってきたので世間がやっと追いついてきたという印象しかないが」

　彼の言葉がとても誇ほこらしげに聞こえて、なんだかちょっと微笑ほほえましい。

「村の人が作ったワインかぁ」

　オレは延々と続く葡萄畑を透すかし見ながら言う。

「最近は大型の機械を使って工場みたいな場所で作り、ガンガン輸出するようなワインが増えてるって聞いた。……そういう素そ朴ぼくなワイン、すごくいいよね」

　オレは胸の奥があったかくなるような気がしながら言う。

「そのワイン、オレも飲んでみたいな」

「生産量が少ないので、我々にとってはかなり貴重なものだ。屋敷のワインカーヴにもほとんどないだろう」

　その言葉に、オレの鼓こ動どうが速くなる。

「村の人と仲良くなれば、味見くらいはさせてもらえるかな？……あっ！」

　オレは道路の両側に並んでいた糸いと杉すぎの並木が途と切ぎれ、ふいに視界が開けたことに気づく。窓の外を見たオレは、思わず声を上げる。

「……お城がある！　市内からほんの三十分くらいで、こんな場所があったなんて……！」

　純白の石を積んで造られた城は、いかにもサンタンドレらしい建築だ。左さ右ゆう対たい称しようの形をしていて、それぞれの端はしに三本の尖せん塔とうが聳そびえている。戦いの時代に作られた堅けん牢ろうな城というよりは、とても優ゆう雅がなイメージだ。

「……なんだか、ディスティニーランドのシンデローラ城みたい！」

　オレは呆然と景色に見とれながら言う。彼は不思議そうな声で、

「童話のシンデローラのことか？　あの童話に出てくる城にモデルがあるとは知らなかった」

「違ちがう違う。映画王であるウォハルト・ディスティニーが作った遊園地のディスティニーランドにあるあれのことだよ。……行ったことないの？」

　オレは思わず聞いてしまい、彼がチラリと眉まゆを上げたことに気づいて、子供っぽいことを言ってしまった、と赤くなる。

　……気をつけなきゃ。またバカにされそうだ。

　細かい砂じや利りの敷しかれた車道の両側には、完かん璧ぺきに整備された美しい庭が広がっている。刈かり込まれた芝しば生ふ、等間隔に並ぶトピアリー。庭の真ん中には白い石で作られた見事な噴ふん水すいがある。石に彫ほられたドラゴンの像が口から勢いよく水を噴ふき上げ、月明かりの中にキラキラと煌きらめいている。

　噴水から流れる水は、丘の斜面を利用して作られた階段状の石の水路を流れ落ちていく。その途と中ちゆうにも小さな噴水が設けられ、流れる水はその量を増やしながら最後は滝たきになり、大きな水すい盤ばんの下にあるスリットから地面の中に消えている。多分、フランスの王宮にあったような、水を循じゆん環かんさせる仕し掛かけが作られているんだろう。

　そして車が登っている丘の頂上には、左右対称に造られた美しく広大な石造りの城がある。両りよう端たんに高い尖せん塔とうを持つそれは郊こう外がいの城というよりはやっぱり王宮みたいに見える。城の前庭には銅あかがね色いろの飾かざり灯がたくさん並んでいて、磨すりガラスの火ほ屋やの向こうで火が揺ゆれている。本物の蠟ろう燭そくが灯ともされているんだろう。すごく幻げん想そう的な光景だ。

「なんか、ものすごい。写真で見たことのあるベルサイユ宮きゆう殿でんみたいに広い。っていうか、ここってこの国の観光コースになってるとか？」

　オレは呆然としてしまいながら聞く。どう考えても個人の所有物とは思えない。

「たしかに、この国の観光局から打だ診しんは届いているが……」

　窓の外にチラリと目をやってから肩をすくめる。

「金に不自由しているわけでもないのに、どうして自分の住まいを観光客に明け渡わたさなくてはいけないのか、理解ができない」

「まあ、そうだけど……」

　オレは窓の外に広がる景色を呆ぼう然ぜんと見ながら言う。それからあることに気づく。

「そうだ。オレ、あなたの情報ってゴシップ新聞でしか見たことなかった。だから聞いておくけど……あなたって、一応独身だよね？」

「そうだが？」

「じゃあ、あのお城には、あなたのご両親とかお祖父じいさんとかお祖母ばあさんとかも一いつ緒しよに？」

　彼が不思議そうな顔をしたことに気づき、オレは、

「一応、食事の時の人数を聞いておかないと。ソムリエって、ワインを選ぶだけじゃなくてすべての飲み物の監かん督とくをする仕事なんだ。お茶やコーヒーはシェフが淹いれてくれるだろうけど、カクテルとか、ノンアルコールの冷たい飲み物とかもオレが用意しなきゃならないし。好みを知っておかないと」

「この城に住んでいるのは、私一人だ」

　こんな広いお城に一人じゃ寂しくなりそう。

「もしかして……だから女性を連れてくる、とか？」

　オレがついつい言ってしまった言葉に、彼は少し不思議そうな顔をする。

「この城に、プライベートな用事で女性を入れたことはない。パーティーが開かれるからその時には女性ゲストが来るが……もちろんパーティーのお開きと同時にリムジンに乗せて、お引き取りいただく」

「そう、なんだ……」

　オレは少し驚いてしまいながら言う。

　……めちゃくちゃな遊び人ってイメージだったけど、ちょっと違うのかな？

　リムジンが車道をゆっくりと進んでいくと、ふいに城のエントランスにあたる両開きの大きな扉とびらがゆっくりと開くのが見えた。エントランスホールから眩まばゆい明かりが漏もれ、車寄せから続く階段に、光の帯が伸のびる。そこに驚くほどの数の人々が出てきてズラリと並ぶのが見えた。揃そろって白と黒のお仕着せを着ている。あれは……使用人達だろう。

「……うわ……」

　テレビでしか見たことのない光景に、オレは思わず呆然としてしまう。

「……あんなすごい人数の使用人がいるの……？」

「私はたくさんの人間に囲まれるのは趣しゆ味みではない。現在あの城にいる使用人は庭師を含ふくめてたった三十人。この城を維い持じするにはギリギリの人数だ」

　平然と言われた言葉に、オレはさらに驚おどろく。

「そしたら、ソムリエもちゃんといるんじゃないの？」

「もちろんいる」

「じゃあ、なんでオレなんか……」

「彼は高こう齢れいで、数年後には悠ゆう々ゆう自じ適てきな隠いん退たい生活に入る予定だ。その前に才能のある若者を育てたいというのが彼の希望だ。だからその後こう継けい者しやに相応ふさわしい人材を探していた」

　その言葉に、オレは亡くなった祖父ちゃんを思い出す。

　……祖父ちゃんも、そんなことを言ってた。オレを後継者として育てたら悠々自適な暮らしを楽しむんだって。

　オレの心がズキリと痛んだ。

　……祖父ちゃんはその前に亡くなってしまったし、オレは今でも半人前なんだけど……。

「おまえに、それだけの才能があるかどうかはまだ謎なぞだが」

　彼の言葉に、オレはハッと我に返る。

「それは……」

　オレの心が、ズキズキと痛む。

「……オレにだってわからないよ」

　オレが答えると、彼はチラリと眉を上げる。

「態度も言葉も生意気なくせに、妙みように自信なげだな」

　皮肉な声で言われて、オレはため息をつく。

「しょうがないだろ？　オレ、遊びでソムリエの勉強してるわけじゃない。立派なソムリエになりたいし、才能があればいいと思うけど……でもオレ……」

　オレの言葉を、彼のきっぱりした声が遮さえぎった。

「おまえに実力がなければ、すぐに出て行ってもらう。それでもいいか？」

　優やさしさのかけらもない声に、逆に闘とう志しが湧わいてくる。

「わかった。やるだけやってみるよ」

　彼は唇くちびるの端に皮肉な笑えみをチラリと浮うかべて、オレから窓の外に目を移す。

　リムジンは砂利の音を立ててゆっくりと進んでいた。そしてゆっくりと車寄せに滑すべり込む。タキシードに似たお仕着せを着た高齢の男性が一人階段を降りてくる。

　運転手が運転席から降りてリムジンの外側を回る。そして後部座席の彼が座っている側──建物に近い方のドアを開く。

　アレクシスが優雅な仕草でリムジンを降りる。そして……。

「……あ……」

　彼がオレに向かって手を差し伸べたことに、驚いてしまう。

　新聞に載のっていた彼の写真、それにレストランの車寄せで見た光景が脳のう裏りをよぎる。

　……あの女性達も、こんなふうに手を差し伸べられていた。

　オレは、差し出された彼の手の美しさに、思わず見とれてしまいながら思う。

　清潔に磨みがかれた爪つめ、滑なめらかな手のひら、そして見とれるような長い指。

　……なぜだか、めちゃくちゃドキドキする。

「オレ、女性じゃないし、エスコートしてもらわなくても……」

　オレは言いながらリムジンから一人で降りるけれど……店で走り続けて足が疲つかれていたせいでカクンと膝ひざから力が抜ぬけてしまい……。

「……あ……っ」

　転びそうになったオレの手を、彼の手がしっかりと摑つかんだ。

　さらさらと乾かわいた、だけどすごくあたたかい彼の手のひらの感かん触しよくに、なぜだかますます鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、どうしたんだよ、オレ……？

「ピンヒールを履はいて平気で歩く女性達よりも、おまえの方がよほど危なっかしいな」

　彼がからかうような声で言い、オレの手を引いてきちんと立たせてくれる。可笑おかしそうな目でオレを見下ろしてきて、

「一人で歩けるか？」

「歩けるってば！　早朝から働きづめだったから、ちょっとくたびれてるだけ！」

　オレは言って、恥はずかしさにまぎれて彼の手を振ふり払はらう。彼はチラリと眉まゆを上げてから、階段を下りてきた白しら髪が交じりの黒くろ髪かみの男性と、両側にいるモデルみたいにハンサムな二人の金きん髪ぱつ男性に視線を移す。金髪男性は顔がそっくりだから、間ま違ちがいなく一卵性双そう生せい児じだろう。

「紹しよう介かいする。彼はこの城の執しつ事じでピエール。代々この城に仕えてくれている一族の人間だ」

「よろしくお願いいたします」

　燕えん尾び服ふくに似た長い尾おのある上着。白いシャツと白い蝶ちようネクタイ、白のジレベスト。そして縦じまのスラックス。ロマンスグレイというイメージの男性が、礼れい儀ぎ正ただしく言ってくれる。年ねん齢れいは六十歳くらいだろう。すごくハンサムな人だ。

「そして第一フットマンのジャン、第二フットマンのレイ。彼らはピエールの遠い親しん戚せきに当たる家いえ柄がらの人間だ」

「よろしくお願いいたします」

　二人は執事のピエールさんとほぼ同じお仕着せを着ているけれど、よく見ると燕尾服のテイル部分を途と中ちゆうで切ったような形をしている。

「よ、よろしくお願いします」

　三人の堂々としたハンサムぶりに、オレはちょっと圧あつ倒とうされながら言う。

「ピエール、彼が先ほど電話で話した……」

　彼は言いかけて、オレの名前を聞いてないことにやっと気づいたらしい。オレは慌あわてて、

「ジュンヤ・ヤマダです。初めまして」

　三人がにっこりと微笑ほほえんだ時、階段をゆっくりと降りてくる男性の姿が見えた。矍かく鑠しやくとした様子だけどちょっと足が悪いのか、片足をほんの少しだけ引きずっている。

「アングラード。降りてこなくていい」

　アレクシスが言って階段を身軽に駆かけ上る。肘ひじを支えられた彼が微笑みながら、

「お気き遣づかいありがとうございます。アレクシス様」

　オレは疲れている足を叱しかり付け、慌てて階段を上る。

　アレクシスの隣となりにいるのは、黒の上下に白のシャツ、シルクの蝶ネクタイ、そして胸には金の葡ぶ萄どうを象かたどったバッジをつけた小こ柄がらな男性だった。年齢は……よく解わからないけれど、顔の皺しわの感じから八十歳は超こえているんじゃないかと思う。昔はさぞやハンサムだっただろうと思われる端たん整せいな顔、完かん璧ぺきな姿勢。いかにも一流のソムリエという感じの端たん正せいな姿だけど、その視線はすごく優しそうだ。

　彼はオレと目が合うと、にっこりと微笑を浮かべてくれる。

「申し訳ありません。お気遣いいただきまして」

　……あ……。

　そのあたたかな微笑が、亡なくなった祖父に似ていて……オレはドキリとする。

「この城のソムリエを務めております、アングラードでございます。初めまして」

　彼はオレに向かって優ゆう雅がに礼をする。オレは慌てて姿勢を正す。

「初めまして、ジュンヤ・ヤマダです」

　発音に気をつけて挨あい拶さつをし、祖父じいちゃんから教わったようにきちんと礼をする。外国でも奇き異いにならないように深くなりすぎず、だけど絶対に失礼にならない絶ぜつ妙みような角度のお辞じ儀ぎだ。

　階段を上ってきた執事のピエールさんが、

「アレクシス様のお部屋の隣に、ゲストのお部屋を用意しております。ご案内は……」

「それは私がやるので心配しなくていい。アングラードと少し話がある。みんなはもう休んでくれ」

「かしこまりました」

　執事のピエールさんがお辞儀をしながら答え、慌てて階段を上ってきた使用人達に、部屋に戻もどるようにと指示を出している。

「おやすみなさいませ」

　使用人達は口々にオレとアレクシスに挨拶をし、三々五々散っていく。アレクシスはアングラードに向き直り、

「アングラード、彼は、今日食事に行った『リシュブール』にいたソムリエだ。名前は……ジュンヤ・ヤマダ。奇き抜ばつなワインの選せん択たくと、不ふ遜そんな態度が気に入って連れてきた」

　アレクシスが言い、アングラードさんが目を丸くする。

「この若さで、あの『リシュブール』のソムリエとして雇やとわれるとは。きっと素晴らしい舌と鼻をお持ちなんでしょうね」

「あ、あの……」

　丁てい寧ねいに言われて、オレは恐きよう縮しゆくしてしまいながら、

「いえ、オレ、ただの見習いだったんです。だから、敬語とかは使わなくて結構です」

　アングラードさんはまた目を丸くする。アレクシスが、

「客ではなく、おまえの後こう継けい者しや候補として連れてきた。遠えん慮りよなくこき使っていい」

　アングラードさんは驚おどろいた顔をし、それから少し心配そうに、

「アレクシス様は大変尊敬できる御ご主しゆ人じん様なのですが、たまに少々強ごう引いんな時があります。無理を言われて連れてこられてはいませんか？」

　その言葉に、オレは小さく噴ふき出してしまう。アレクシスにチラリと睨にらまれて、慌てて咳せき払ばらいをする。

「大だい丈じよう夫ぶです、ムシュー・アングラード。それよりも、あの……」

　オレが言うと、彼は苦く笑しようして、

「申し訳ありません、ジュンヤ様。敬語に慣れているものですから」

　……たしかに、オレはまだこの屋や敷しきで雇ってもらえると決まったわけじゃないんだよね。

「じゃあ、もしもオレがこの城に雇ってもらえて、仲良くなれたら、ぜひ」

　言うと彼はにっこり笑ってくれる。

「わかりました」

「まずは、アングラードのお眼鏡にかなうかどうかが問題だが」

　アレクシスの言葉に、オレは姿勢を正す。

　……たしかに、まずはそれからだった。

　アレクシスはオレに向き直り、

「まずは、私のディナーのワインを選び、その説明をしてもらう。アングラードは彼が選んだワインが食事にあっているかどうか、そしてその口上が正確で美しいかを判定して欲しい。もちろん手加減は必要ない。この城に相応ふさわしいソムリエかどうかを、きちんと審しん査さしてくれ」

「かしこまりました」

　アングラードさんは言い、オレは緊きん張ちようを覚える。だけど……。

「あの……それって、この城のワインカーヴに入り放題ってこと？」

「そうなるだろうな」

　アレクシスが言う。オレは嬉うれしさが胸に広がるのを感じながら、

「それはすごく嬉しい。あ、とは言っても、ムシュー・アングラードのお仕事の邪じや魔まにならないように気をつけますから」

　オレが言うと、アングラードさんが微かすかに笑えみを浮うかべて言う。

「年のせいで、神経痛が悪くなりました。ワインカーヴへの階段を下りるのがつらいのです。最近では、アレクシス様がワインカーヴに自ら下りてワインを選ばれるようになりました。ですから、ほとんどソムリエらしい仕事をしていないのです」

「そう……なんですか」

　彼は微笑んでいたけれど、なんだかすごく寂さびしそうに見えた。

　……ソムリエにとってワインカーヴは宝石箱みたいなもの。ワインカーヴに下りられないなんて、なんだか可か哀わい想そうだ。

「あの、オレに言いつけてくれればなんでも持ってきます。オレ、ソムリエとしてはまだまだだけど、体力にだけは自信ありますから」

　オレが言うとアングラードさんはにっこりと笑ってくれる。さっきよりも嬉しそうな笑みにちょっとだけホッとする。

「アングラードから、ソムリエとしての心構えや、ワインに関する知識を教わるといい」

　アレクシスの言葉に、オレは驚いてしまう。それから、

「本当にいいんですか？」

　彼に目をやると、彼は今度は本当に嬉しそうににっこりと微笑んで、

「もちろんです。後継者を育てるのが今の私の一番の夢ですから」

「オレも、立派なソムリエになるのが夢なんです。頑がん張ばります。あと、なんでもお手伝いしますので、言ってください」

　アングラードさんは優やさしい目でオレを見つめてくれる。

「明日から、よろしくお願いしますね」

　オレは、亡くなった祖父ちゃんにまた会えたような懐なつかしくてあったかい気持ちになる。

「はい、ぜひ」

「アングラード、もう寝ねてくれ。遅おそくなってすまなかった」

　アレクシスが言い、アングラードさんは、

「ありがとうございます。ナイトキャップは、寝しん室しつに用意してございます。今夜は『ラ・ターシュ　1990』を」

　その言葉に、オレは驚いてしまう。『ラ・ターシュ』というのはあの有名な『ロマネ・コンティ』を作っているすぐ隣の特級畑で作られるワインで、味が最高なだけでなく、値段も何十万円にもなる。しかも一九九〇年と言ったら、かなり評判のいいヴィンテージだ。

「わかった。抜ばつ栓せんくらいは自分でできる。もう休んでくれ」

「かしこまりました」

「寝ね酒ざけに『ラ・ターシュ』？　なんて贅ぜい沢たくな……」

　貴族ってスゴイ、と思いながら呟つぶやくと、アングラードさんが小さく笑って、

「たしかにそうかもしれません。ですが、アレクシス様がよくおやすみになれ、明日のお仕事を精力的にこなせることを思えば、決して高い買い物ではありませんよ」

　優しい声で言う。彼の声には、まるで孫のことを話すような親しげな響ひびきがあり、ちょっと胸が熱くなる。

　……もしかして、ここってすごくいい城？

「明日はアレクシス様は朝から出勤されます。よろしければその間に、ワインカーヴをご案内しますよ」

　アングラードさんの言葉に、オレはものすごく嬉しくなる。

「本当ですか？　ものすごく興味あります！」

「では、また明日。……おやすみなさいませ」

　アングラードさんは優雅に礼をして、凜り々りしい後ろ姿でそこから立ち去る。

「ふう……なんだか格好いい……」

　オレは彼の後ろ姿を見送りながら思う。

「でも……少し足が痛いみたいだけど……」

　オレは、アングラードさんが片かた脚あしに体重をかけていることに気づいていた。端たん整せいな立ち姿の彼がそんなことをするってことは、きっと立っているのがそろそろ辛つらいんだろう。アレクシスも同じことに気づいたんだろう。

「……夜よる遅おそくなると、足が痛むのかな。労いたわらなきゃ」

　オレが呟くと、アレクシスは少し驚いたようにオレを見下ろしてくる。

「彼が辛そうなことに気づいたのか？」

「まあね」

　オレは、生前の祖父ちゃんが膝ひざを悪くしていたことを思い出しながら言う。足を悪くした後の祖父ちゃんは、足をかばって、だけど姿勢は絶対に崩くずさずに、あんなふうに歩いてた。

　思い出してちょっとセンチメンタルになりそうだったオレは、慌あわてて咳払いをする。

「……で、寝酒っていつもは何を飲んでるの？　ブランデー？　それともエッグノッグ？」

「ワインだけだ」

　彼の言葉にオレはつい笑ってしまう。

「よっぽど好きなんだね。でも夜食を食べるわけじゃないんだよね？　どんなものを飲むとか決まっている？」

「濃こい赤で、夢も見ずに深く眠ねむれそうなものを」

　平然と言われた言葉に、オレは少し考える。

　……欧おう州しゆう社交界一の遊び人なんだよね？　それなら、『セクシーな夢を見られそうなものを』とでも言えばいいのに。

「もしも私の好みに合うワインを選ぶことができれば、ワインカーヴから好きなワインを一本持って行っていい」

　彼の言葉にオレはものすごく驚おどろいてしまう。

「ちょっと待って。もしかしてオレが秘蔵の『ロマネ・コンティ』が欲しいとか言ったら？」

「ああ……ロマネなら数本ある。アングラードが引退する時があれば一本プレゼントするつもりだ。それだけ残してくれればいい」

　あっさりと言われた言葉にオレは呆ぼう然ぜんとする。

　……なんというか、貴族ってすごい。

「ただ、もしも気に入らないワインを持って来たとしたら、それ相応の償つぐないをしてもらうので、そのつもりで」

「……え……」

　オレはその言葉に青くなる。

「……償いって……？」

「さあね」

　彼は言って、からかうような目でオレを見下ろしてくる。

「どうした、怖おじ気けづいたか？」

　素すの目に、オレの闘とう争そう心に火がつく。

「このオレが、変なワインを選ぶわけがない。それに……」

　オレは、これを言わないと不公平だよね、と思いながら、

「この城にはちゃんとワインを愛するソムリエがいる。だから不味まずいワインを買い付けるわけがない。どのワインを選んでも当たりじゃないの？」

「もっともな指し摘てきだ。だが、そういうわけにはいかない」

「な、なんで？」

「実は、アングラードが足を悪くしたばかりの頃ころに、一人助手を雇やとったことがあるんだ」

「えっ？」

　その言葉に、オレはドキリとする。アレクシスはその時のことを思い出すように憂ゆう鬱うつそうなため息をついて、

「その助手はパリの有名レストランでソムリエをしていた経験があり、アングラードも信しん頼らいしていた。だからワインの仕入れを任せたのだが……アングラードの指定した銘めい柄がらではない、もっと質の悪いワインを注文し、渡わたされた資金との差額を自分のポケットに入れていた」

　その言葉に、オレは驚いてしまう。

「なんだよそれ、ひどすぎる！」

「差額といっても数万ドル程度なので、金額はたいしたことがなかった。それよりも精神的なダメージが大きかった。私ではなく、アングラードのね」

　アレクシスの言葉に、オレの胸がズキリと痛んだ。

「数万ドルってすごい金額だ！　それにあんないい人そうなソムリエを騙だますなんて、許せない！　もしもどこかで見つけたらオレが殴なぐってやる！」

　オレが拳こぶしを握にぎり締しめると、アレクシスは少し驚いたような顔をし、それからふいに笑う。

「アングラードのために怒おこってくれてありがとう」

　その笑えみがやけに優しく見えて、オレはドキリとする。

　……あれ？　なんでオレ、ドキドキしてるんだ？




　　　　◆




「うわあ、ここがこの城のワインカーヴですか？」

　アングラードさんを支えながら地下への階段を下りたオレは、うっとりしてしまいながら周囲を見み渡わたす。

　この城に連れてこられた次の日。ぐっすり寝てしまったオレは執しつ事じのピエールさんに起こされた。起きた時にはもう九時で、アレクシスは出社した後だった。彼はオレに紅茶を運び、オレのために新しいシャツとスラックスを用意してくれた。紅茶を飲んでから着替えて一階に下りると、グラン・シェフがテラスに朝食を用意してくれていた。美味おいしいそれを堪たん能のうしているとアングラードさんがやってきて、オレをワインカーヴへの探検に誘さそってくれたんだ。

「すごいですね！」

　石を積み上げて作られたそこは、低いドーム形の天てん井じようを持ち、ごくわずかな裸はだか電でん球きゆうに照らされているだけで薄うす暗ぐらい。子供が迷い込んだら「お化けが出る」って泣き出しそうなほど陰いん気きな雰ふん囲い気き。でもオレにとっては最高の宝の詰つまった宝石箱みたいなもので……。

　……ああ、ドキドキする……！

「オレが働いていた店にもワインカーヴがあったんですけど、やっぱり全然違ちがう。石造りのお城の地下っていうのはやっぱりワインには最高なんでしょうね」

　オレはアングラードさんに案内されて延々と続く棚たなの間を歩きながら、思わず言う。

「やっぱりワインは王様とか貴族に似合う飲み物ってことかなあ？」

　思わず呟き……そしてアングラードさんが微笑ほほえんでいることに気づく。

「あ、すみません、一人でぺちゃくちゃしゃべったりして」

「いいえ、ここに来るときはたいてい一人なので、とても楽しいな、と思っていました」

　アングラードさんが優やさしい声で言う。

「この城の宝であるヴィンテージワインを、自じ慢まんしてもよろしいですか？」

　彼の言葉に、オレはものすごく嬉うれしくなりながらうなずく。

「ぜひ、うんと自慢してください！」

　彼は微笑みながらワインカーヴの奥に進み……一番向こうの棚の前で立ち止まる。

「どうぞ」

　オレは恐おそる恐る近づく。埃ほこりを被かぶった瓶びんの文字のかすれたラベルを覗のぞき込み……。

「うわっ！」

　思わず声を上げて後あと退じさり、彼の方を振ふり返る。

「オレ、幻まぼろしを見たような気が……」

「幻ではありませんよ。『ロマネ・コンティ　1966』」

「しかも……七本もある」

　オレは数えながら、アレクシスが言った言葉を思い出していた。

「彼が『ロマネなら数本ある』と言ってました。だからいろいろな年代のもの全部で数本あるのかと思ったら……」

「アレクシス様が言ったのはこのロマネのことでしょう。年代を問わない『ロマネ・コンティ』ならちょうど二百本。同じドメーヌ・ド・ラ・ロマネ・コンティで作られた兄弟に当たる『モンラッシェ』、『ラ・ターシュ』、『リシュブール』、『ロマネ・サン・ヴィヴァン』、『グラン・エシェゾー』、『エシェゾー』、などもあわせると三百本近くなります」

　その言葉に、オレは度ど肝ぎもを抜ぬかれる。お金の話をするのはあれだけど……兄弟に当たるワインたちでも最低で十五万円くらい、本家のロマネで最低で五十万円程度、ヴィンテージになったら値段はとても考えたくない……くらいの価値がある。

「じゃあ、参考までに『シャトー・ラトゥール』とか『シャトー・マルゴー』とか『シャトー・ラフィット・ロートシルト』とか『シャトー・ムートン・ロートシルト』とかは？」

「もちろん、当たり年ごとにそろえていますから……それだけで百本近くなりますね」

「そうなんだ……」

　オレは棚を見渡してたしかにそれくらいの数が並んでいることに呆然とする。それからハッとして、

「すみません、なんかミーハーなこと聞いてしまって。お店にいた時にはそういうワインがワインカーヴに一本あるかないかで、シェフ・ソムリエがお金持ちが来るたびにそれを勧すすめてたり、そんな感じで……」

　オレは陶とう然ぜんと棚を見渡しながら言う。

「こんな本数を目にする機会なんて、絶対になかったので、つい」

「いえ、ワイン好きなら気になるところでしょう。なかなかにドラマティックな生おい立ちを持つワインたちですからね」

　アングラードさんが、優しい目でワイン達を見渡しながら言う。

「アレクシス様は金に飽あかせてこれらを集めたわけではなく、本当にワインを愛しているから集めたのです。私はあの方にお仕えできたことで、とても幸せな一生を送ることができました」

「どうして思い出を語るみたいになってるんですか？」

　オレが言うと、彼はハッとしたようにオレを振り返る。

「アレクシスが、あなたからいろいろなことを教わるといいと言っていましたよね。オレは素人しろうと同然ですし、たくさんのことが知りたい。だからあなたも忙いそがしくなっちゃうと思います」

　オレは彼に頭を下げて、

「どうか、よろしくお願いします」

　頭を上げると、アングラードさんがものすごく優しく微笑んでいた。彼は、

「私こそ、よろしくお願いします。人生が楽しくなりそうだ」

　彼の言葉が、オレの心に沁しみてくる。

　……ああ、本当にここで働けたらいいのに……。




　　　　◆




　アレクシスが城に戻もどってきたのは、夜の十二時近い時間だった。毎日の激務に追われる彼は、城でディナーを摂とれるのは週末だけ、普ふ段だんは秘書さんが準備したテイクアウトを食べたり、ディナーミーティングとしてレストランで食べたりしている……と城のグラン・シェフが愚ぐ痴ちっていた。「一番多いのは、忙しすぎてディナーを召しあがらない日のようです。健康が心配です」とも言っていた。

　アレクシスは使用人達に起きて帰りを待つようにとは言っていなかった……というか、逆に早く寝ねていいと言っているらしい。だけど主人であるアレクシスのことが大好きな使用人達は、彼が疲つかれていないか、夕食をちゃんと食べたのか、そんなことが心配でついついエントランスで出で迎むかえてしまうらしい。

　……意地悪男かと思ったけど、意外に愛されてるんだな……。

「ディナーミーティングがあったので夕食は外で済ませてきた」

　執事に上着を渡わたしながら、アレクシスがオレに言う。

「だが、ワインが不味まずくて閉口した。ジュンヤ、ワインカーヴには行ったか？」

「うん。昼間に案内してもらったけど……」

「じゃあ、今からワインカーヴに行って適当なワインを見み繕つくろってくれ。試験だからアングラードに助けを求めるんじゃないぞ」

　……うわ、いきなり……？

「ええと……リクエストとかは？　赤がいいんだっけ？」

「適当に選んでいい。……私は書しよ斎さいで仕事を片付けている」

　彼は言ってアタッシェケースを持ったまま、広いストライドでエントランスホールを歩き抜ける。執事と一いつ緒しよに廊ろう下かを歩いていく彼の後ろ姿を見送りながら、オレは緊きん張ちよう感かんを覚える。

　……いったい、何を運べばいいんだよ……！

　オレは考え……それからワインカーヴでチラリと目にした馴な染じみのワインを思い出す。

　……あれなら、目先が変わっててちょっといいかも……？







　　　　◆




「これはブルゴーニュの小さなドメーヌで作られたものだけど、生産者が丹たん誠せい込めて作ったワインで、豊かなコクとベリーや苔こけや羊歯しだの香かおりが特とく徴ちよう的なんだ」

　オレは言いながら、自信を持ってそのワインをグラスに注ぐ。

「今は本数が少ないけれど、今後はきっと話題になるであろうワインだと思う」

　オレは言って、ドキドキしながらグラスを持ち上げる彼の姿を見つめる。

　数年前に試飲した時、このワインは素晴らしい煌きらめきを持っていた。オレが用意したのはあの年よりもずっと葡ぶ萄どうの出来がいい年のもので、きっとさらに味わい深いはず。

　彼はグラスの底の部分を持ち、グラスを斜ななめにしてテーブルクロスの白を透かすようにしてその色を見ている。

　……あれ……？

　オレはワインの色を見て、少しだけ違い和わ感かんを覚える。

　……あの時に飲んだものと、少し印象が違うような気がする。ガーネット色が僅わずかに薄うすく、さらに雫しずくの落ち方が早い。あの年のものよりもアルコール度が高いような……？

　ふと不安がよぎるけれど、オレは慌あわてて否定する。

　……いや、あのドメーヌが造ったワインが、素晴らしくないわけがない。

　彼はグラスに鼻を近づけて慎しん重ちように香りをかぎ、それからゆっくりとワインを口に含ふくむ。

「素晴らしいでしょう？　今の一番のオススメのワインで……」

「これが？」

　オレの言葉を、アレクシスの声が遮さえぎる。

　彼は微かすかに眉まゆを寄せ、グラスの中を見つめながら言う。

「色は派手だが透とう明めい度どが低い。葡萄の瑞みず々みずしい芳ほう香こうはほとんど飛んでいて、金属的な香りがする。アルコール度がやけに高く、舌を刺さすようだ。味は……とても表現できないほどひどい」

　彼は顔を上げ、オレを見つめながら言う。

「これが美味おいしいというのなら、おまえの舌はどうかしている。ソムリエなどあきらめたほうがいい」

　顔色一つ変えずにばっさりと否定されて……オレの目の前が一いつ瞬しゆん白くなり……。

「なんだよそれっ！」

　気がついた時にはオレの手が勝手に動き……まるでスローモーションみたいにワインが空中を飛んでいて……。

　……ヤバい……！

　バシャッ！

　音がして、ワインが彼の端たん麗れいな顔に勢いよくかかる。彼の陽ひ灼やけした頰ほおだけじゃなくて美しい色の髪かみまでが赤く染まる。大量のワインは彼の肌はだと首筋を伝い、純白のワイシャツをびっしょりと濡ぬらして……。

　……オレ、なんてこと……！

「ご、ごめんなさい、オレ……！」

　オレはボトルをテーブルに置き、慌てて彼に駆かけ寄る。彼の上等のワイシャツ、さらに彼の顔や髪まで赤ワイン塗まみれになったのを見て、オレは真っ青になる。

　……いくら怒いかりに我を忘れたからって、オレ、なんてことを……。

　ポケットから出したハンカチで懸けん命めいにワイシャツを拭ふきながら、オレは自分の不ふ甲斐がいなさに泣きたくなる。

　……いくら否定されて悔くやしかったからって、ゲストである彼に反発して、ワインをかけちゃうなんて。こんなこと、ソムリエとして許されるわけがないのに……。

「これを、どう償つぐなうつもりだ？」

　アレクシスが言い、真っ直すぐにオレを見つめてくる。彼の顔からは一いつ切さいの表情が消えていて、それがものすごく怒おこっていそうで……。

「寝しん室しつに戻って、シャワーを浴びて。その間に、なんとか染しみ抜ぬきを……」

　言ったオレは、いきなりシャツの襟えり元もとを摑つかまれて驚おどろいてしまう。

「服のことではない。ワインをかけられてプライドを傷つけられた私に対して、どう償いをするのかと聞いている」

　オレは、相手が貴族であることを思い出してさらに青くなる。

「本当にごめんなさい。なんでも償いはするよ。まずは……」

　オレはとっさに言ってしまう。

「オレにも、ワインをかけていいから」

　彼の端たん整せいな顔に、チラリと怒りの表情がよぎる。彼は低い声で、

「……名案だ」

　アレクシスの手が、テーブルからまだ中身がたっぷり残っているワインの瓶びんを取る。そしてオレの頭の上でそれを逆さまにして……。

「あっ！」

「うわ！」

　コポコポ、という音とともにオレの頭の上からワインの雨が降り注ぐ。オレは目に入らないようにギュッと瞼まぶたを閉じ、その屈くつ辱じよくに耐たえる。

　……クソ、たしかにかけてもいいとは言ったけど、ここまで遠えん慮りよなしでやるか？　そんなに不味かったっていうのかよ？

　オレは怒りながら思い……だけど顔を伝うワインから立ち上る香りが、想像とはちょっと違ちがっていることに気づく。

　……あれ……？

　オレは目を閉じたまま、唇くちびるを伝うワインを舐なめてみて……。

「……んっ！」

　思わず声を上げてしまう。オレが選んだワインは、想像とはまったく違っていた。

　香りはしぼんだ花のように瑞々しさがなく、味は渋しぶみと酸味が強くて本来あるべき葡萄のフルーティーさがかけらもない。アルコール分がやけに強くて舌をさす刺し激げきがある。

　……なんてことだ……。

　オレは青ざめ、彼の言ったことが正しかったことを認にん識しきする。

　……あのドメーヌのワインの質が、こんなに落ちていたなんて……。

　全身から、ゆっくりと血の気が引いていくのが解わかる。

「まだ目を開けるな。アルコールだから沁しみるぞ」

　彼が言う声に続いて、テーブルにボトルを置く音がする。オレの顔が、柔やわらかい布でゆっくりと拭かれる。

　たしかに、ソムリエ試験で知り合ったほかの店のコミ・ソムリエの間で、このドメーヌの質が落ちているという噂うわさがあった。オレはこのワインが好きで畑を訪ねたこともあり、その生産者を尊敬していた。だからオレは「数年でそんなに質が悪くなるわけがない。変な噂を立てないほうがいい」なんて偉えらそうにほかのコミ・ソムリエ達をたしなめたりしていたけど……。

　そのドメーヌは老夫ふう婦ふが中心になり、子供達や孫達、それに娘むすめ婿むこ達などでコツコツとワインを造っていた。だけどその中心になっていたのは高こう齢れいのおじいちゃんで……。

　……まさか、あれから代だい替がわりして別の人間が中心になって作ったのか？

　オレの全身からゆっくりと血の気が引いていく。たしかおじいちゃんの次に権力を持っていたのは娘婿。かなり強ごう引いんそうな人だったのを覚えてる。オーク樽だるでワインを作り続けるおじいちゃんに対して、「今時ステンレスタンクではないなんて」とぼやいていたのを覚えてる。

　……もしかして、おじいちゃんじゃなくて、彼が作っているのか……？

　ワインは本当に繊せん細さいなもので、まったく同じ畑から取れた葡萄でも、ワインにする過程のほんのわずかな違いでまったく別物になってしまうんだ。

　……なのにオレ、その年の出来上がりを確かめることもせずに、彼にワインを勧すすめてしまったんだ。

「……オレ、ソムリエとして恥はずかしい」

「なんだ？　いきなり殊しゆ勝しようなことを言うじゃないか」

　彼はオレの顔をそっと拭いてくれながら、少し驚いたような声で言う。

「オレはあの銘めい柄がらのワインが好きで、生産者に会いに畑を訪ねたこともある。だから私情で判断が甘くなってたんだ」

　言って、苦しいため息をつく。

「このドメーヌには質が落ちたという噂があった。なのにオレはそれを確かめずにあなたに出してしまった。きっと葡萄を作る行程から前とは違えてる。外れ年ではなかったはずなのに葡萄の酸味が強すぎるし、タンクをステンレスに変えたのか、あのオーク樽の香りがしない。これは……オレが知っているドメーヌのワインとはまったくの別物。オレが愛してたあのワインは……もうなくなってしまったんだ……」

　胸が痛んでオレの声がかすれる。唇から深いため息が漏もれる。

「おまえは……根っからのソムリエなんだな」

　彼の言葉に、オレはゆっくりと目を開ける。彼が、オレを真っ直ぐに見下ろしながら囁ささやく。

「ワインが好きか？」

　彼の問いに、オレは深くうなずく。

「うん。そしてソムリエでいることは、オレのプライドのすべてなんだ」

「なるほどね」

　彼は言いながら、オレの肩かたを抱だく。

「それなら、自分に罰ばつを与あたえるためにも、私のお仕置きをきちんと受けることだ」

　その時、書しよ斎さいのドアにノックの音が響ひびいた。

「入っていい」

　アレクシスの言葉に、ドアが開く。

「アレクシス様、ジュンヤ様の部屋の準備はできています。私がご案内を……」

　言いかける執しつ事じの声を、彼は一いち瞥べつで止める。

「彼とはまだ話がある、ついてこなくていい」

　言い捨ててそのまま書斎を出て、広い廊ろう下かを歩き出す。なんて言って謝ればいいんだろうと考えている間に、オレ達は広々としたエントランスホールに出る。

　もう仕事上がりなのか、向こう側のドアが開き、笑いさざめきながらメイド達が出てくる。

　襟えりと袖そでが白い長なが袖そでの上うわ衣ぎ、丈たけの長い黒のフレアスカート。少しだけレースのついたシンプルな白のエプロンを着けている。テレビとかで見たことがあるようなフリフリのメイド服とは違うけれど、清せい楚そな感じで可愛かわいい。彼女達は驚いたように顔を上げ、それからオレ達が赤ワインで濡れていることに気づいてギョッとした顔をしている。アレクシスはともかく、オレは全身ワインでびしょ濡れ、髪からも指先からもぽたぽたと雫しずくをたらしている。

　……ああ、オレ、格好悪すぎる……。

「どうなさいました？」

　メイド長がギョッとした顔で近寄ってくる。

　……もしかして、この美しい城で働けるかとちょっと期待したけど、きっともう無理だろう。おまけに、ソムリエとして連れて来られたオレが御ご主しゆ人じん様にワインをかけたんだって知ったら、彼女たちの心証は最悪なはず。

　オレは、なんだか妙みように悲しい気持ちになりながら思う。

　……まあ、それもこれも、ソムリエとして怠たい慢まんだったオレが全部悪いんだけど。

「ふざけてワインのかけ合いをしただけだ。心配しなくていい」

　アレクシスが言った言葉に、オレは驚いてしまう。

　……オレがワインをかけたんだって、言わないの？

　彼の凜り々りしくてハンサムな姿と、『ふざけてワインのかけ合い』という言葉があまりにも不似合いで、メイド達が目を丸くしている。驚いた顔をしたメイド長が今度は呆あきれた顔で両りよう腰こしに手を当ててため息をつく。

「ワインのかけ合いですか？　まったく。アレクシス様は、昔から、たまに子供みたいなことをなさるんだから！」

　呆れた声に、ほかのメイド達も小さく噴ふき出している。

　……たまに子供みたいなこと？　この男が？

　オレはちょっと面めん食くらいながら隣となりの男を見上げる。彼の横顔は彫ちよう刻こくみたいに端整で、あまりにも意外だったから。

　……いや、もしかしてこの男が子供みたいなことをする相手は女性限定？

　オレは、新聞で読んだ記事を思い出す。

　……女心をくすぐる、プレイボーイのテクニックってヤツなのか？

「ジュンヤ様のお風呂ふろの準備をいたしますので……」

　ついてこようとするメイド長に、彼は、

「大だい丈じよう夫ぶだ。彼は私が責任持ってシャワーを浴びさせる。……床ゆかを汚よごしてすまなかったね」

　チラリと視線をやられただけで、メイド達が一いつ斉せいに頰ほおを染めている。

「いいえ、とんでもございません。それよりもお風邪かぜをお召めしになりませんように」

　メイド長が答え、アレクシスがうなずく。

「わかっている。……おやすみ」

　メイド達がさらに頰を染めながら膝ひざを曲げて頭を下げる。

　……やっぱりこの男にはすごいフェロモンがあるみたいだ。

　オレは真っ赤になってしまったメイド達を見て呆ぼう然ぜんと思う。

　……だって、男のオレまで妙にドキドキするし。

　彼はオレの肩を抱いたまま、大理石の大階段を上っていく。いったん廊下に出るけれど、その先まで上らされて、オレ達は建物の三階に到とう着ちやくする。さすがお城って感じで天てん井じようがものすごく高いから、階段がとても長い。普ふ通つうの建物なら五、六階分くらいは上っただろう。さっきのショックで呆然としていたオレは、階段を上りきったところで思わず躓つまずいてしまう。

「……あっ」

　躓いたオレの身体からだを、彼が片手でしっかりと抱だき留とめる。

「大丈夫か？」

　囁かれ、エメラルド色の瞳ひとみで見下ろされて、鼓こ動どうが速くなる。

　……うわ……。

　そしてオレは、さっき嗅かいだひどいワインの香りの中に、今は別の、何かとてつもなく芳かんばしい香りが混ざっていることに気づく。剝むきたてのオレンジのような爽さわやかな柑かん橘きつ類るい、深い森を思わせる針葉樹、そしてとてもセクシーなムスク。オレはワインの中からそれを嗅ぎ分け……そしてその香りの素晴らしさに陶とう然ぜんとする。

　……なんだろう、この香り？　もしかして彼のコロンの香りか？

　オレは我に返り、彼がまだオレを見つめていたことに気づいてドキリとする。その顔にはさっきまでの傲ごう慢まんそうな彼とはまったく別人みたいな心配そうな表情が浮うかんでいたからだ。

「疲つかれているのか？」

　なんだか優やさしい声。見返すだけで頰が熱くなる。

　……オレはめちゃくちゃアルコールに強い。だから舐なめただけのワインで酔ようわけがない。なのに強いお酒に酩めい酊ていしているかのようにドキドキして、しっかりと考えることができない。

「いや……あの……」

　オレは彼の腕うでから抜ぬけ出してちゃんと立たなきゃ、と思う。なのになぜか身体からは力が抜けてしまって、動くことができない。

　……なんだ、このコロン？　まるで媚び薬やくみたいだ……。

「……うん、そうかも。店で働きづめだった疲れが、いきなり出たみたいだ」

　宝石のような瞳に見つめられ、そのコロンの香りを嗅ぐだけで、濃こい霧きりがかかったみたいに目の前が翳かすむ。オレは強がりを言うことも忘れてうなずいてしまう。

「……あまりにも環かん境きようが変わりすぎて、頭がついていけてないかも」

　オレが言うと、彼はオレの本当の考えを探さぐるかのように目の奥を覗のぞき込む。

「そういえばおまえは昨夜店を辞やめたばかりだったな。精神的にもダメージを受けただろう」

　彼は言ってふいに身をかがめる。不思議に思う間もなく脇わきと膝の下に手を差し込まれ、オレの身体がふわりと浮き上がる。

「……えっ？」

　初めての経験にオレは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとし……それから何をされたかに気づいて真っ赤になる。

「ちょ……別に歩けるから！　オレ、女性じゃないから！」

　オレは焦あせりながら彼の腕から降りようとして暴れる。

「それに、オレを抱いてたらあなたの服までびっしょりになっちゃうよ！」

「暴れるな。私ともども、階段から落ちたいのか？」

　彼の言葉に、オレは階段の一番上に立っていることに気づく。思わず動きを止めると、彼は満足げな顔になってうなずく。

「それでいい。おとなしくしていろ」

　彼は逞たくましい腕で悠ゆう々ゆうとオレを抱いたまま、大理石の廊下を歩いていく。

　……もしかしてこの男、女性にもこんなことをしてるんだろうか？

　転げ落ちないように彼の肩かたに摑つかまりながら、オレは思う。

　……こんなことをされたら、女性ならいきなり恋こいに落ちそうだ。事実、男のオレでもちょっとクラクラする。

　まったく揺ゆるがない姿勢で軽々と人一人を持ち上げているというのは、彼が相当力が強く逞しいという証明だ。さらにふわりと媚薬のようなコロンが香かおって……本気でおかしくなりそう。

　……ああ、何やってるんだろう、オレ？

　彼はそのまま長い廊下を歩き、正面にある両開きのドアの前で立ち止まる。全体に精せい緻ちな彫刻が施ほどこされた、教会のそれみたいに立派なドアだ。よく見るとモチーフはたくさん実った葡ぶ萄どうや蔓つる、そして葉。いかにもワインと縁ゆかりの深い城って感じがする。

「ドアノブを回してくれ」

　彼に言われて、オレは真っ赤になる。

「下ろしてくれていいよ。ちょっと力が抜けただけで、もう大丈夫だから」

「ノブを」

　怒おこったような声で言われて、オレは赤くなりながらドアノブを回す。彼はオレをしっかりと抱いたまま、肩でドアを押し開ける。

　……男に抱かれたまま部屋に入るって、めちゃくちゃ恥はずかしいんだけど。

　オレは、胸の鼓動がさらに速くなるのを感じる。

　……まるで、新しん婚こん初夜みたいじゃないか？

　思ってしまってから、慌あわてて否定する。

　……オレは男で、彼も男だ。何を考えているんだ、オレ？

　リビングは舞ぶ踏とう会を開けそうなほどに広い空間。豪ごう華かなクリスタルのシャンデリアがいくつも下がり、部屋を眩まばゆい光で満たしている。

　床にはワイン色の大理石が敷しき詰つめられ、壁かべを暗紅色の絹が覆おおう。置いてあるのは艶つやのあるアンティーク。優ゆう雅がな曲線がとても美しい。

　彼はオレを抱いたままその豪ごう奢しやなリビングを歩き抜け、オレにもう一度ドアを開けさせる。その向こうは同じ色の大理石の床を持つベッドルームで、壁かべ際ぎわにはびっしりと専門書の並んだ書しよ架か、ベランダに続いているフランス窓の近くにカフェテーブルがある。そして部屋の真ん中にはやはりアンティークらしいとても大きなベッド。周囲には彫刻が彫ほり込まれ、四よ隅すみには螺ら旋せん模様を描えがく柱。天てん蓋がいからはワイン色の絹が分厚く下げられている。

　……なんだかものすごい迫はく力りよく……。

　ワイン色の大理石の上に、ぽたぽたとワインが落ちているのに気づいて、申し訳ない気持ちになる。

　……ソムリエの制服を着てなくてよかった……。

　祖父ちゃんにもらった一着しか制服を持っていないオレは、申し訳ないと思いながらもちょっとホッとしてしまう。

　……いや、せっかく用意してもらった素す敵てきなシャツとスラックスがワイン塗まみれになっちゃったのも、かなりのダメージなんだけど……。

　彼は寝しん室しつを横切ってバスルームへのドアを開く。そのままガラスのシャワーブースの中に立たされると、あたたかなシャワーが頭の上から降ってくる。

「……うあ……っ！」

　ワインを吸ってずっしりと重くなったシャツとスラックスが、さらに重くなり……。

　脱ぬごうとして手を上げたオレは、彼が一いつ緒しよにシャワーブースに入ってきたことにものすごく驚おどろいてしまう。

「……な……っ？」

「ワインをかけただけでは、まだ怒いかりが収まらない」

　彼の手が、オレのシャツのボタンを外していく。そして……。

「……あ……」

　彼の顔が近づいて、いきなり唇くちびるがふさがれる。彼の手がオレの身体の上を滑すべって、シャツを肩から滑り落としてしまう。

　……噓うそ……だろ……？

　唇で感じる、見た目よりも柔やわらかい彼の唇。オレは動けなくなりながら呆ぼう然ぜんと思う。

　……キス、されてる……？

　腰こしを抱き締しめている彼の手が、オレのウエストをそっと撫なで上げる。

「……あ……っ」

　くすぐったさに食いしばっていた顎あごから力が抜け……その瞬しゆん間かんを見み逃のがさずに、彼の舌がオレの上下の歯列をこじ開ける。そしてそのまま、熱い舌がオレの口こう腔こうをたっぷりと犯おかす。

「……くう……っ」

　クチュクチュ、と音を立てて、彼の舌がオレの口腔を探る。愛あい撫ぶするように上顎を舐められて、くすぐったさに似た快感が全身を痺しびれさせる。　>>>♥

　……オレ、この男とディープキスをしてる……？

　認にん識しきしたら、身体がカアッと熱くなってしまう。

　……オレ、キスなんか生まれて初めてなのに……どうして男の彼と……？

　彼の手がオレの顎を持ち上げて、何度も重ねてくる。その淫みだらな感かん触しよく、そしてシャワーの雨に濡ぬれてますます麗うるわしく、セクシーな男。

　彼のもう片方の手は、シャツを脱がせた後もオレの肌はだの上にあった。濡れた感触を確かめるように肩を撫で、鎖さ骨こつの上を撫で下ろし、そしてオレの胸の上を通過する。

「……んく……っ！」

　乳ち首くびの上を彼の手のひらが通過した時、全身に電流のような快感が駆かけ抜ぬけた。耐たえ切れず、オレはキスをされたままで思わず呻うめいてしまう。

　……どうしたんだよ、オレ……？

　オレは、全身を震ふるわせてしまいながら思う。

　……男なのに、なんで乳首で感じちゃったんだ……？

　身体からだを駆け抜けた熱はゆっくりと下り、脚あしの間にギュッと凝ぎよう縮しゆくする。

　……もしかして……オレ、勃ぼつ起きしちゃってる……？

　胸を滑り下りた彼の手が、オレの平らな腹の上をさまよっている。だけどいきなりさらに下に滑り下りて……。

「……う、くうっ！」

　彼の手が、いきなりスラックスの前を摑つかみ上げる。感触を確かめるようにキュッと扱しごき上げられて、自分が反り返るほど勃起していたことに気づく。

「……んんーっ！」

　誰だれにも触ふれられたことなどなかったオレの性器は、それだけの刺し激げきで限界近くまで硬かたくなってしまう。いきなりイキそうになって、オレは彼の唇をもぎ離はなす。

「……やめて……オレ……」

「どうしてこんなふうにしている？」

　彼の手が、オレを追い詰めるようにしてゆっくりと上下する。

「……あ……ダメ……！」

「ワインをかけられて勃起するなんて、なんという淫らなソムリエだろう」

　彼は言い、オレのスラックスの前立てのボタンを外す。

「……待って、ちゃんと謝るから……！」

　オレは泣きそうになりながら言う。ファスナーを下ろされて、全身が熱くなる。

「……許して、オレ、そういうことは……アッ！」

　彼の両手がオレの下着とスラックスを摑んだ。そのまま足首まで引き下ろされ、スラックスと下着が足から抜かれる。プルン、と弾はじけ出た屹きつ立りつが、シャワーの雨に打たれて揺れてしまう。

「ほんの少しキスをされただけで、こんなに硬くするなんて。他人に触れられるのは、初めてなのか？　キスは？」

　再び立ち上がりながら囁ささやかれる彼の問いに、オレは夢中でうなずく。

「……どっちも初めてなんだ。だから、もう許し……んんーっ！」

　彼の右手がオレの身体を滑り上がり、乳首に触れてくる。

「……あ、あ、ダメ……！」

　指先で濡れた乳首をくすぐられ、オレの腰が勝手に揺ゆれてしまう。

「初めてにしては色っぽいじゃないか。男に愛撫されて腰を揺らしてしまうなんて。本当は、こんな顔をして経験豊富なのでは？」

　ものすごく意地悪に囁かれ、オレは泣いてしまいそうだ。

「……違ちがう……乳首、されたら、腰が勝手に……ああっ！」

　指先で摘つまんだ乳首を、焦じらすように揉もみ込まれる。そこから走る快感に、オレは思わず息を吞のむ。彼の左手がオレの屹立をそっと包み込み、オレの屹立が、ヒクン、と揺れてしまう。

「いやらしいな。私の手の中で誘さそうように揺れているぞ」

　彼は囁き、親指でオレの先せん端たんのスリットを刺激してくる。

「……う、あ……っ！」　>>>♥

　ダイレクトな快感が全身を貫つらぬき、オレの屹立の先端から先走りの蜜みつが溢あふれる。

「先端から、何か溢れている。この滑ぬめりは湯ではないだろう」

　彼が言いながらオレの先端を親指でヌルヌルと愛撫する。

「……あ、あ、あ……っ」

　立ち込める熱い湯気で頭が朦もう朧ろうとする。その上で施ほどこされる容よう赦しやない愛撫は、まったく経験のないオレにはあまりにも激し過ぎて……。

「……ダメ、出ちゃう……っ！」

　オレの唇から切せつ羽ぱ詰つまった声が漏もれた。

「私の服にワインをかけた。さらにもっと淫らな蜜で汚よごす気か？」

　彼がオレの屹立を手のひらから解放する。

「まったく、なんてソムリエだ」

　オレは解放されたことにホッとして息を吐はくけれど……彼がいきなりワイシャツを脱ぎ捨てたのを見てドキリとする。

「……あ……っ」

　シャワーで濡れた逞たくましい身体、お湯の珠たまが煌きらめきながら滑り落ち、その彫ちよう刻こくのような完かん璧ぺきさを強調している。

　……すごい身体……。

　呆然と見とれている間に、彼がスラックスを脱ぎ捨てる。そして下着モデルが穿はくようなものすごく格好いい黒のビキニパンツを何の躊ちゆう躇ちよもなく引き下ろし……。

「……く……っ」

　オレは慌あわてて目をそらし、キュッと目を閉じる。

　……見ちゃった……。

　オレは湯の中で喘あえぎながら思う。

　……なんて逞しい屹立なんだろう。そして、彼もオレと同じように……。

「……あっ！」

　全ぜん裸らの彼がシャワーの下に入り、オレの身体を抱だき締める。

「まだイクことは許さない。我が慢まんしておけ。いいな？」

　彼は囁きながら、二人の屹立をまとめて摑む。

「……や……無理……っ」

　反り返る二人の屹立が湯の中で交差し、ヌルヌルと擦すれ合い、オレは何もかも忘れて……。

「……あ……イク……！」

　オレの先端から、ビュクビュクッと欲よく望ぼうの蜜が迸ほとばしり、彼の肌と、そして彼の逞しい屹立を汚してしまう。

「許さないと言ったのに。なんてワガママなソムリエだ」

　彼が怒おこったように言って、二人分の屹立をさらに激しく扱き上げて……。

「……ダメ……また出る……っ！」

「少しは我慢をしたらどうだ？」

　彼の声がセクシーにかすれて、オレの心がなぜだか甘く痛む。

　……ああ、もしかして、彼も感じてくれてるんだろうか……？

「……あ、ダメ……っ！」

　オレの先端から、またドクンッと精が溢れる。彼がさらに激しく屹立を扱き上げて……。

「……っ」

　彼が小さく息を吞み、その先端からドクドクッと蜜を迸らせた。その迸りの量と勢いに、オレは思わず息を吞む。白はく濁だくは身体を濡らし、それだけでなくオレの顔までも届いた。

「……あ……」

　唇くちびるを伝い落ちるのは、熱い精液の感かん触しよく。恥はずかしさと混乱で、気が遠くなりそうだ。

「……んん……」

　……ああ、オレ、どうしてこんなことされてるんだろう……？

「明日も、私にワインを持ってくるように。気に入らなかったら同じことをするぞ」

　耳元で囁かれ、耳たぶを舐なめ上げられて、身体がヒクンと震える。

「……こんなこと、されてたまるか……」

　言うけれど……声が妙みように甘くかすれてしまってる。

　……ああ、どうしよう、でも、めちゃくちゃ気持ちがいい……。




　　　　◆




　床ゆかに座り込んで立ち上がれなくなってしまったオレはそのまま石せつ鹼けんで身体を洗われ、抱だかれてベッドに運ばれ、シルクのパジャマを着せられて寝ねかされた。

　眠ねむ気けと快感に、身体からだは痺しびれてる。だけどオレは、あのワインのことが気になっていて……。

「途と中ちゆうで逃にげるかと思ったのに。まともにお仕置きを受けるんだな」

　からかうような彼の言葉に、オレは目を開ける。濡ぬれたハンドタオルを持ったアレクシスのエメラルド色の瞳ひとみが、オレを真っ直すぐに見つめている。

「つらそうな顔だ。淫みだらなことをされるのが屈くつ辱じよくだったか？」

　それからふいにその顔が近づいて、今度はやけに優やさしいキス。

「……あなたって、ゲイじゃないんだよね？　どうしてオレにキスするの？」

　オレが言うと、彼は少し驚おどろいたように目を見開き、それから小さく苦く笑しようする。

「さあ。そんな気分になっただけだ」

　彼は言いながらベッドサイドのスタンドを消す。月明かりの中で羽は根ね布ぶ団とんをまくり、ベッドのすぐ隣となりに滑すべり込んでくる。

「さっさと寝ろ。明日もお仕置きをされるかもしれないぞ」

　囁きながら、肩かたを抱き締しめられる。パジャマ越ごしの体温にやけに安心する自分に気づく。

　……いや、男にあんなことをされて、安心している場合じゃないはずだけど……。

　でも彼の身体はボディーソープとシャンプーのとてもいい香かおりがして、彼の部屋には芳かんばしい彼のコロンがほんの少し漂ただよっていて……それだけで……。

　オレは欠伸あくびをして、目を閉じ……そしてそのまま夢も見ずに深く眠ねむってしまったんだ。




　　　　◆




「……ううん……」

　眩まぶしい日差しに、オレはゆっくりと覚かく醒せいし……。

「うわっ、寝ね坊ぼうだっ！」

　叫さけんで思わず飛び起きる。

　……ヤバイ、六時に起きなきゃ間に合わなかったのに、もうこんなに日差しが高い。遅ち刻こくなんかしたら、支配人やシェフ・ソムリエに何を言われるか……。

　オレは真っ青になり……それから、オレが暮らしていた狭せまくて窓が小さいアパートの部屋に、こんなふうに爽さわやかな太陽の光が差し込むことなんかなかったことを思い出す。

　……ここ、どこだっけ……？

　オレはまだ寝ね惚ぼけている頭で思い、自分の身体を見下ろしてみる。オレが着ているのは見慣れないブルーのシルクのパジャマ。袖そでは長すぎるし、肩はずり落ちてる。だけど滑なめらかな艶つやが美しく、肌はだを包むトロリとした感触がものすごく気持ちいい。

　……シルクのパジャマ……？

　いつものオレは、Ｔシャツとトランクスという情けない姿で寝ていたはず。それに……。

　……窓……？

　光が差し込む窓の方に目をやる。ベッドの向こうには天てん井じようまできられた大きなフランス窓があり、その外には石張りのベランダがある。眼下には広々とした庭と広がる葡萄ぶどう畑ばたけ。そのさらに向こうには雪を頂いた山々。そして澄すみ切った青空。

　……こんなふうにゆっくり空を見たのなんて、この国に来てから初めてかも……。

　オレは美しい景色に見とれ……それから、ゆっくりと今までのことを思い出す。

　……店を辞めて出ていったら、あの男が待っていて。そのままリムジンに乗せられ、この城に連れて来られた。それから……？

　オレの身体が、ジワリと熱をもつ。

　……オレ、昨夜は……。

「起きたのか？」

　すぐそばから聞こえた低い美声に、オレはギクリとして動きを止める。それから、恐おそる恐る振ふり返る。

「おはよう」

　ベッドの隣に横たわっていたのは、アレクシスだった。見上げてくる端たん麗れいな顔、逞しい肩を包むミッドナイトブルーのシルクのパジャマ。朝の光の中に、プラチナブロンドとエメラルド色の瞳が本物の宝ほう飾しよく品ひんのように眩まばゆく煌めいている。

　……オレ……こんな美しい男に、あんなエッチなことをされたんだ……。

　思ったら、なんだか泣きたいほど恥ずかしくなる。

「お……おはよう……」

　オレは頰ほおを熱くしながら言い、それからハッと我に返る。

「あ……もしかして、オレ、働かなきゃいけなかった？」

「働く？」

「だって、いちおうソムリエの見習いとして来たんだし……」

　オレの言葉に、彼は唇の端はしに笑えみを浮うかべる。

「勤勉だな」

　言って手を伸のばし、指先でオレの頰に触ふれてくる。

「昨夜あんなに激しくイッたのに、朝から働く気か？　無理をするとまた腰こしを抜ぬかすぞ」

　彼の手のひらがオレの唇に触れ、そのままゆっくりと滑り下りる。彼の指は顎あごから首筋に下り、パジャマの襟えり元もとをそっと辿たどる。

「……あ……」

　昨夜、彼に施ほどこされた愛あい撫ぶを思い出したオレは、それだけで真っ赤になってしまう。

「夏の陽ひ灼やけを残した肌に、ブルーのシルクがよく似合うな」

　彼の手が襟元から滑り降り、縦に並んだボタンを辿る。

「急なことだったので私のものを貸したが……おまえにはブラウンか、ヴァニラ・アイスクリーム色も似合いそうだ」

　囁ささやきながら、彼の指が艶のある貝ボタンを弄もてあそんでいる。

　……ああ、このまま脱ぬがされたとしたら……？

　それだけでオレの身体がジワリと熱くなる。

　……そして、昨夜みたいに触れられたとしたら……？

　思っただけで、パジャマの下にある屹きつ立りつがズキリと痛んで甘い熱を持つ。

　……何をほだされそうになってるんだ、オレ？

　オレは慌あわててしまいながら、自分を叱しかりつける。

　……この男は面おも白しろがってオレに手を出しただけ。とんでもない遊び人なのに！

「そういえば、あの二人は？　三人でデートじゃなかったの？」

　オレが言ってやると、彼は表情を変えずにオレを見返してくる。その平然とした様子に、オレはさらにムッとしてしまう。

「あなたって、本当にモテるんだね。一昨日おとといはあんな美人を二人も連れて歩いてたし、だけど付き合ってるのはさらに別の美人女優さんなんだろ？　オレ、彼女のファンだったからちょっとショックだな」

　他人のことに口を挟はさむなんてよくない、そう思いながらも、オレは思わず嫌いや味みをこめて言ってしまう。だって、オレにあんなことをしたのもお遊びの一いつ環かんだと思ったら……なんだか妙みように苛いらついて、どうしても我が慢まんできなくて。

「彼女が、こんな遊び人と付き合ってたなんて」

　彼は無表情のままオレを見つめ、それからチラリと眉まゆを上げる。

「ゴシップ記事を信じたければ、そうするといい」

　その突つき放したような言葉に、オレはさらにムカッとする。

「わかったよ。オレ、シャワーを浴びるから……」

　ベッドから立ち上がろうとしたオレの手首を、彼の手がしっかりと捉つかまえる。驚いて振り返ると、彼はベッドに起き上がり、オレを真っ直ぐに見つめていた。

「言っておくが、私はプライベートなことに口を出されるのを好まない」

　その言葉に、オレの心臓がドキリと跳はね上がる。激しく拒きよ絶ぜつされた気がして、胸が痛む。

「わかった。もう言わないってば」

「だが、自分が気に入って連れてきた人間に、そんな顔をされるのは嫌な気分だ」

　……気に入って……？

　その言葉にドキリとするけれど、オレは慌てて否定する。

　……いや、とても気に入られたとは思えない。気まぐれで、の間ま違ちがいじゃないのか？

「あの二人は私の従姉妹いとこで、アガットとアナベラ。普ふ段だんはパリに住んでいるが、来週のパーティーのために帰国している。オフィスに電話があって急に呼び出されただけだ」

「従姉妹？　じゃあ、恋こい人びとがいるのに浮うわ気きしたってわけじゃないんだ」

　オレはつい言ってしまい、慌てて口をつぐむ。彼はうんざりしたようにため息をついて、

「さっきから言っているのは、ゴシップ新聞に恋人だと書かれていた、ジェニファー・ローレンスのことか？」

　その言葉に、オレは思わず首をすくめる。

「そうだけど……いいよ、別に説明しなくて。オレには関係ないことで……」

「関係ないだろうが、誤解されたままでは落ち着かないので言うだけは言わせてくれ。仕事関係で恩のあるプロデューサーからどうしてもと頼たのまれ、パーティーにエスコートしただけ。彼女とは恋人でもなんでもない」

　彼の言葉に、オレは驚おどろいてしまう。

「そうなの？　だってなんだかまことしやかに書かれてて……しかも写真じゃすごく親しげだったし……」

「親しげだったか？　ただ、彼女がパーティー用のとても高いヒールを履はいていたので、車から降りるのを手助けしただけだが」

　その言葉に、オレは昨夜のことを思い出す。

「そうだよね。あなたは、男のオレにも手を差し出しちゃうような人だもんね。女性に手を貸さないわけがないよね」

　オレが言うと、彼は肩かたをすくめて、

「ジェニファー・ローレンスよりも、おまえの方がよほど危なっかしかった。彼女は高いピンヒールを履いているにもかかわらずパーティー会場中を歩き続けていたし、パーティーの後は『夜の海が見たいから、今から連れて行ってくれ』などと言い出すし……とんでもなくパワフルだった」

　彼はその夜のことを思い出したかのように、暗あん澹たんたるため息をつく。オレは、

「サンタンドレに海なんかあったっけ？」

「車で四時間ほど走ると、モンテカール公国との国境がある。そこを越こえれば海だ」

「四時間？　女優さんってタフなんだな。スクリーンでは儚はかなげに見えるけど」

　オレは思わず言ってしまう。アレクシスはまたため息をついて、

「彼女は休きゆう暇か中のようだったが、私は早朝から仕事だった。なんとか説得してホテルに送ったが、その前にホテルのバーに寄れと言われて、酔よっ払ぱらった彼女にそこでもごねられた」

「その上に、あの記事？　散々だったんだね」

　オレはちょっと同情してしまいながら言う。

「あなたのことが、ちょっとだけ可か哀わい想そうに思えるよ」

　オレが言うと、彼は驚いたようにオレを見つめ、それからクスリと苦く笑しようする。

「そんなことを言ってくれたのは、おまえが初めてだ」

　クールな大人だと思っていた彼の笑みがやけに若々しく見えて、オレはドキリとする。

　……なんでドキドキしてるんだ、オレ？

　思うけれど、昨夜の彼の様子がふいに脳のう裏りをよぎって、さらに鼓こ動どうが速くなってしまう。

　……でも……濡ぬれた髪かみと服の彼は、男のオレでもくらっときそうなほど、ものすごくセクシーだったな。

　彼の逞たくましい身体からだに張り付いたワイシャツ、乱れた前まえ髪がみを思い出したら身体までが熱くなってしまいそうだ。

　……いや、もちろんオレはゲイじゃないし、男がどんなにセクシーだろうが全然関係ないんだけど！

「私には今、恋人はいない。ゴシップ新聞にひどい遊び人だと何度も書かれているので、誰だれも信じてはくれないが」

　彼は言って、深いため息をつく。

「オレはあなたのことを知らないから、なんとも言えないけど……その点でも同情するよ。パパラッチに追われたりするのって、大変そうだ」

「わかってもらえて嬉うれしいよ」

　彼は言いながら、ベッドに座っているオレの腰のすぐ脇わきに手のひらをつく。そしてオレに向かってもう片方の手を伸のばしてくる。

「……えっ？」

　彼の顔がいきなり近づいてきたことに、オレは驚いてしまう。

　……もしかして、また抱だき締しめられる？　それともキスされる？

「……ちょ、なんだよっ！」

　オレはベッドのヘッドボードに背中を押し付けながら、真っ赤になって叫さけぶ。

「……昨夜、あんなことまでしておいて、まだ満足じゃないのかよっ！」

　彼は驚いた顔で動きを止め、それから呆ぼう然ぜんとした顔で言う。

「昨夜のあれが気に入った、だから朝から誘さそっている……そう解かい釈しやくしてもいいのか？」

「何言ってるんだよ？　誘ってるんじゃなくて、あなたが近寄ってくるから……っ！」

　彼は笑いをこらえるような顔になって、オレの身体の向こう側を指差す。

「それなら、取ってくれないか？」

「……へ？」

　オレは彼が指差した先を見て、ベッドサイドテーブルに、電話の子機があることに気づく。

「内線で執しつ事じを呼び、朝食の用意をするように言いたかったのだが？」

　彼の言葉に、オレの全身がカアッと熱くなる。きっと今、耳まで真っ赤だろう。

「あ……オレ……」

　……恥はずかしすぎる！　朝から変な想像して、一人で警けい戒かいしていたなんて！

　オレは慌あわてて電話の子機を取り、彼に差し出す。

「……べ、別に昨夜と同じことをされるとか、思ったわけじゃないからなっ！」

　オレが叫ぶと、子機を受け取る。彼が電話をかけないまま可笑おかしそうな顔で見ていることに気づき、オレはムッとして睨にらんでやる。

「なんだよ？」

「いや、おまえを城に連れてきたのはいろいろな意味で正解だったかもしれないと思っていただけだ。見ているだけで飽あきないから」

「……人を、珍ちん獣じゆうみたいに！」

　オレは拳こぶしを握にぎり締めながら叫ぶ。彼はチラリとオレに視線をくれて、それからその形のいい唇くちびるに意地の悪い笑えみを浮うかべる。

「そんなに誘わなくても、今夜の寝ね酒ざけが気に入らなければ、昨夜と同じことをするつもりだ。覚かく悟ごしておくんだな」

　……クソ、今夜こそ、絶対に、「このワインが気に入った」って言わせてみせる！

　オレが睨んでいるのもまったく気にせずに、彼は子機の短縮ボタンを押す。すぐに相手がでたようで、誰かが話しているのが聞こえてくる。

「……ピエール、私だ。サンルームに、朝食の準備を頼む。シャワーを浴びるので四十分後でいい。それから秘書に電話をして、今日は休むと伝えてくれないか？　ああ、頼む」

　彼はあっさりと言い、電話を切る。オレは少し驚いてしまいながら、

「そんなに簡単に休んじゃっていいの？」

「ずっと休みなしで働きづめだったので、今日こそ休みを取らないと身体がもたない。秘書からもそろそろ休めとうるさく言われていたしね」

　彼は、何かを思い出すように深いため息をついて、

「一昨日おとといは早く帰る予定が、あの二人に呼び出されてディナーにつき合わされた。さらに昨日も遅おそくまで仕事だった」

　オレは、城に帰って来た時の彼の疲つかれた顔を思い出す。

「今日の午後の会議は定例のものなので、ほかの取とり締しまり役やく達がなんとかするだろう。私を頼たよりがちな彼らのためにも、たまには仕事を任せた方がいいだろう。……そうだ」

　彼はオレの顔を真っ直すぐに見つめて、

「朝食の後で、ワインカーヴを案内しよう。この城のワインカーヴはとても広い。アングラードと一いつ緒しよでは、すべてを見ることはできなかっただろう？」

　その言葉に、オレはうなずく。

「うん、実は。アングラードさんが行ける範はん囲いにも素晴らしいワインがたくさんあったからよかったけど……もっと深い場所にヴィンテージっぽい瓶びんが並んでいたりするのが見えて、本当はもっと探検したかった。アングラードさんがちょっとつらそうだったし、いいワインが見つかったからとりあえず出てきたけど……」

　オレの鼓動が喜びに速くなる。

「実は興きよう味み津しん々しんだったんだ。ワインカーヴを見せてもらうの、すごく楽しみだよ！」




　　　　◆




　サンルームでの朝食を終えたオレとアレクシスは、地下にあるワインカーヴに向かった。長い廊ろう下かを歩き、その突つき当たりにある大きな木製のドアを開く。ドアの奥は狭せまい踊おどり場、そして石の階段が下へと続いている。下からふわりと上がってくるのは適度な湿しつ気けを帯びたひんやりとした空気。微かすかなワインの香かおりが混ざっている気がして、鼓動が速くなる。

　彼は先に立ち、石の階段を下りていく。オレは遅おくれないようにその後に続く。そして階段の下に広がるワインカーヴを見み渡わたしてうっとりとため息をつく。

　……やっぱり、すごい……。

　ワインカーヴは石を積んで作られた巨きよ大だいな部屋で、天てん井じようはアーチ形に作られている。壁かべに取り付けられた薄うす暗ぐらい明かりだけに照らされた地下はとてもミステリアスだ。まるで中世にタイムトリップしてしまったみたいで、ちょっとドキドキする。

　……しかも……。

　オレは先に立って歩いているアレクシスの背中を見ながら、思う。

　……この城の持ち主の直系の子孫、まるで中世の麗うるわしい騎き士しみたいな彼が一緒。ますます現げん実じつ離ばなれして感じられる。

「足の悪いアングラードと一緒では入れなかっただろうが……この先に、さらにワインカーヴがあるんだ」

　彼が言いながら、壁に取り付けられた木の扉とびらを示す。いかにも古式ゆかしい真しん鍮ちゆうの鍵かぎをその鍵かぎ穴あなに差し込んで回す。ガチャ、という重い音がして、鍵があけられる。彼はノブをひねり、いかにも重そうな木の扉をゆっくりと押し開く。そこからさらに数段の階段が下に続いていて、それを下りると、さっきいた場所の半分くらいの広さの部屋が広がっていた。

「……すごい……」

　その部屋の地面と壁、それに天井は、さっきの部屋とはまったく違ちがう、白みを帯びた美しい石を彫ほって作られていた。壁にも天井にも鑿のみの跡あとがしっかりと残っている。もしかしたら天然の巨大な岩がん盤ばんをゆっくりとくりぬいて作られているのかもしれない。どちらにしろ、掘くつ削さく機械のない時代に作られたものだとしたら、とんでもない代しろ物ものだ。

　光源は、さっきの部屋と同じく壁に取り付けられた蠟ろう燭そく型の灯あかりだけ。だけど壁や天井が白いために、全体がうっすらと発光しているようにも見える。なんだかとても幻げん想そう的だ。

　……なんだか、ますます現実離れしてきた……。

　オレは思いながら、アレクシスの後について歩く。

　図書館の書しよ架かのようにびっしり並べられた棚たな。それはとても古そうな木材で作られている。棚を覗のぞくと、並んでいるワインのエチケットはことごとく変色してすでに見えなくなっている。微かに見える文字から想像すると、とんでもなく古いワインが並んでいるようだ。

　いかにも歴史のありそうな部屋だけど……使用人たちの手がきちんと入っているようで、ちり一つなく清潔に保たれている。そして、空気の温度や湿しつ度ども完かん璧ぺきだ。

「……これって、天然のワインカーヴ？　まさに理想的な温度と湿度だと思うんだけど」

　言うと、彼はうなずいて、

「さっきまでいた部屋は、ここよりもほんのすこし温度が高い。そのために最新式の温度調整装置が備え付けられている。だが、この部屋は完全に天然のままだ」

　彼は言いながら、一つの棚の前で立ち止まる。オレは彼の隣となりに立って棚を覗き込み……見覚えのないエチケット達に首を傾かしげる。

「これって……知らないものばかりだ。いったいどこのワイン？」

　オレは暗がりに目を凝こらしてエチケットの文字を読む。

「『ヴォーヌ・ブランシュ』？　ブランシュって……この近くの地域のこと？」

　オレが聞くと、彼はうなずく。

「これが、この城の近くのドメーヌで作られているワイン達だ。全部で七つのドメーヌがあり、赤白合わせて十四種類のワインが作られている。生産量が少なく、昔ながらのやり方で作られているのでどれも一いつ般ぱんには流通していない」

「じゃあ、日本では手に入らない？」

「だろうな。欧おう州しゆう中の貴族から予約が入り、それだけでほぼすべてが完売すると聞いた」

　オレはドキドキしながらそれを聞き、恐おそる恐る彼の顔を覗き込む。

「オレも試飲してみたい……なんて言ったら罰ばちが当たるかな？」

　彼はクスリと笑って言う。

「もちろん構わない。後で階上に運ばせるので、ぜひアングラードと一緒に試飲してやって欲しい。彼はこのワイン達の薀うん蓄ちくを語りたくて仕方がないんだ」

「じゃあ、ぜひ」

　オレは嬉うれしさに頰ほおが熱くなるのを感じながら言う。彼は、

「それはそれとして……今日はせっかく休みを取った。昼間からワインを楽しみたい」

　彼の言葉に、オレはギクリとする。

「休日に楽しむためのワインを、私のために選んでくれるか？」

　彼の言葉に、オレは深くうなずく。

「わかった。あなたのために特別のワインを選ばせてもらうよ」




　　　　◆




　オレと彼は、ワインカーヴの隅すみに置かれた質素なベンチに向かい合っていた。白いテーブルクロスのかけられた木のテーブルの上には、スペインから取り寄せた上等のイベリコ・デ・ベジョータの生ハムと、少し強めのウォッシュタイプのチーズを何種類か。この城のグラン・シェフに頼たのんで持ってきてもらったものだ。

「『レ・フォール・ド・ラトゥール　2005』。オレもよく飲んでいるワインだから、今回は間ま違ちがいないと思う」

　オレは言いながら、彼のグラスにワインを注ぐ。美しいガーネット色、オレがとても気に入っている、どこか熟したバナナを思わせるような芳ほう香こう。

「もちろん知っていると思うけれど、これは『シャトー・ラトゥール』のセカンド。葡ぶ萄どうの樹きがまだ若いせいでセカンドと呼ばれているけれど、畑も生産者も製法も同じ。だけど値段はほぼ半分で、オレでも手が出せる」

　オレは自分のグラスにもワインを注ぎながら言う。

「休日の昼間、ワインとチーズをつまみながらおしゃべりをする時には、ぴったりのワインだと思うよ。……どうぞ」

　彼はグラスを持ち上げ、底の部分を持ってグラスを傾かたむける。壁の照明だけでは暗すぎるのでテーブルには蠟燭を灯ともしたんだけど……彼はそれを透すかすようにして色を確かめている。

「美しいガーネット色だ。アルコール分のバランスも申し分ない」

　彼は言ってグラスに鼻を近づけ、少し驚おどろいたような顔をする。

「とても豊かな、花束のような香りだ。そこにいくつかのフルーツ」

　そしてゆっくりとワインを飲み、それからホッとため息をつく。

「『シャトー・ラトゥール』ならこのワインカーヴにも何本もある。そのためにセカンドの存在を気にしたことがなかった。だが……」

　彼はもう一口味わってから、深くうなずく。

「これはこれでいいな」

「でしょう？」

　オレはすごく嬉しくなって身を乗り出す。

「最高級のワインももちろん素晴らしいけれど……たくさんの人が飲めるワインっていうのは、それだけでも別の価値があると思うんだ」

「たしかに、見み栄えでワインを飲む人々は、セカンドを買うことをためらうだろうが……骨太で雄お々おしい『シャトー・ラトゥール』に比べ、これは煌きらめく若々しさがある。とても美味おいしい。そしてたくさんの人々が楽しめるというのはたしかに素晴らしいことだと思う。ワインを好きになる第一歩にもなるだろうし」

　彼の言葉に、オレはちょっと驚いてしまう。

「大だい富ふ豪ごうで貴族階級のあなたには、わかってもらえないかと思ったんだけど……」

「いちおう父から爵しやく位いは継ついだが、私はただのしがないビジネスマンだ。社員の生活と、一族の作り上げた会社のために身を粉にして働いている」

「……そう……なんだ……」

　今まで、貴族という言葉からは、毎晩パーティーばかりしていたり、贅ぜい沢たく三ざん昧まいで財産を食いつぶしたり、というイメージしか持てなかった。しかもゴシップ新聞にはとんでもないプレイボーイって書かれていたし。でも、実際の彼は、責任感の強いしっかりとした大人で、自分のことよりも他人のことを気き遣づかえる優やさしさも持っているように見える。

「私の背中には、この城の城主としての責任と、一族の当主であるという重圧が常にのしかかっている。一人きりの時にすべてを忘れて飲むワインは、私にとって特別なものなんだ」

　彼の言葉が、どこか寂さびしげに聞こえて……オレの胸が微かすかに痛んだ。

「オレは庶しよ民みんであなたみたいに重い責任を負ってるわけじゃないけど……でもやっぱりワインを飲む時間って特別だと思う。ワインを飲んでいると、なんだか幸せになれる気がして好きなんだ」

　オレが言うと、彼は驚いたようにオレを見つめる。

「幸せになれる？　ワインで？」

「え？　あ……いや……庶民のオレにはこれでもすごく贅ぜい沢たくなワインだし」

　オレはちょっと赤くなってしまいながら、

「ソムリエの言うことじゃないね。でもなんだかそんな気がするんだ。あなたみたいな人から見たら、くだらないと思われちゃうかもしれないけど」

　笑われるかもしれないと思ったけど……けれど、彼は真しん摯しな目をしたままでオレを見つめる。

「くだらないとは思わない。……私の母も同じことを言っていた。同じその席で。だから少し驚いたんだ」

「お母さん？」

「ああ。父も母もワインがとても好きで、日曜日にはよくこのワインカーヴに下り、ワインを整理し、それからたくさんのワインを見み渡わたせるこのテーブルで午後のワインを楽しんでいた。子供だった私には、ワインを造るための葡萄から作られたとても濃のう厚こうなジュースが与あたえられた。私はそれがとても好きで、美味しいワインを作れるのは美味しい葡萄だけなのだな、と子供心に納なつ得とくした覚えがある」

　その言葉に、オレはあることを思い出してハッとする。

「そういえば、あなたのご家族って別のお城に住んでるの？　それとも海外の避ひ暑しよ地かどこかで別べつ荘そう暮らしをしているとか……？」

「祖父母は健在で市内の屋や敷しきに住んでいるが、両親はすでに亡なくなっている」

　彼の言葉に、オレは呆ぼう然ぜんとする。それから、

「ご、ごめんなさい。オレ、気がつかなくて……」

「その話になったから言ってしまうが、私の母親はハリウッドで女優をしていた。独身時代の名前は、ソニア・ガレ」

　その言葉に、オレはうなずく。

「新聞で読んだ。オレ、映画大好きで彼女の映画は全部観みてる。すごい美人で……」

　オレは言いかけ、そして彼女が自動車事故で亡くなったことを思い出す。

「……ごめんなさい。お母さんの話をされるのは嫌いやだった……？」

　オレが言うと、彼は肩かたをすくめて苦く笑しようする。

「別に嫌ではない。私にとってはとてもいい母親だった」

　彼は、唇くちびるの端はしに笑えみを浮うかべたまま、どこか遠い目をする。

「母はハリウッド屈くつ指しの美女と言われ、たくさんの映画人から愛されていたが……華はなやかな見かけとはうらはらに、とても控ひかえめな人だった。ただ一つの趣しゆ味みがワインの勉強をすることで、それが縁えんで私の父と知り合い、恋こいに落ちて結けつ婚こんした」

　どこか懐なつかしげな声に、彼が本当にお母さんを大切に思っていることが伝わってくる。

「だが、父が富ふ豪ごうだったがために、結婚後の母は『財産目当てで仕事を捨てた』と非難された。さらに貴族階級であるル・グラン家の目は厳しく、親しん戚せきの中からも母は孤こ立りつした。私が知っている母はほとんどあの城から出ず、ワイン生産者の育成、そして葡萄に関する研究にあけくれていた。だが、城を訪ねてくるワイン生産者の人々や、ソムリエのアングラードとワインについて語る母の姿はとても生き生きしていた。私はスクリーンで見るよりも、この城で見る母の方がずっと美しいと思ったよ」

　彼の言葉に、オレは呆然とする。

「……あんなに美人だし、貴族と結婚したんだから、きっと豪ごう華かで華やかな生活をしているんだと思ってた。本当はそんな人だったんだね」

　彼はうなずき、笑みを唇に張り付かせたまま、窓の外に目をやる。

「それだけでなく、私にとっては本当に優しい母親だった。あの夜も、スイスの寄宿学校にいる私が熱を出したと聞いて、空港に向かうために自分で車を飛ばした。リムジンは会社から戻もどる父を、迎むかえに出ていた。だが母は飛行機の最終便に間に合わないと言って使用人達が止めるのも聞かずに飛び出したそうだ」

　彼の口調はごくごく平静だったけれど……オレはドキリとする。映画界を引退したソニア・ガレは車の事故で亡くなったけど、それだけでなくその夫である貴族もその後を追うようにして病気で亡くなったと、昔何かで読んだことがあったからだ。

「母が亡くなったのは、子供だった私のせいだ。あの時、私が電話で『熱があって苦しい』などと言いさえしなければ……」

　いつも憎にくらしいほど平静な彼の顔に、微かに苦しげな表情がよぎる。

「お母さんのこと、そしてお父さんのこと、もちろん大好きだったんだよね？」

「もちろん。だが……父は母を本当に愛していた。母が亡くなってからは日に日にやつれ、そのまま病気で亡くなった。これも、私のせいだろうな」

　何かに深く傷ついているかのような暗い目を見て、オレの心が締しめ付けられる。

「二人が亡くなったのはとても悲しいことだけど、あなたがそれに責任を感じたり、辛つらい思いをしたりしたら、天国にいる二人が悲しむよ」

　オレはなんだかたまらなくなって、彼に向かって言う。

「楽しかったことだけ思い出して、『大好きだった。今でも大好きだ』って心の中で言うんだよ。きっとご両親も喜んでくれる」

　オレの言葉に、彼の目の奥にゆっくりと光が戻ってくる。

「……そうか」

　彼は小さな声で言い、それから微かに微笑ほほえんでくれる。

「ありがとう。おまえの言葉は、私の心の深い場所まで響ひびく」

　彼はその目にとても優しい色を浮かべて、

「それも、ソムリエの大切な才能かもしれないな」

　彼の言葉に、オレの胸が熱くなる。

「あなたに『何もかも完かん璧ぺきなソムリエだ』って言ってもらえるように、頑がん張ばらなきゃ」

　彼は唇の端に、微かに笑みを浮かべてくれる。その顔がやけに優しくて……オレの鼓こ動どうがますます速くなる。

　……頰ほおが熱い。オレ、一口しか飲んでないワインに酔よったんだろうか？

「君が完璧なソムリエに成長し、私のために毎晩素晴らしいワインを選んでくれたら……それは何にも増して素晴らしい贅沢だ。この城に縛しばられている身も悪くないと思うことができる」

　彼は言って、遠い目をする。オレはなんだか胸が痛くなるのを感じながら、

「ねえ、よかったら外出しない？　会社と城の往復だけじゃ、なんだか煮に詰つまりそう」

　オレが言うと、彼は少し驚おどろいた顔をする。それからまたやけに優しく微笑んで、

「本当に面おも白しろいことを言うな。それなら午後から一いつ緒しよに出かけよう」

　……彼の笑みがなんだか少年みたいに眩まばゆく見えるなんて……オレ、どうかしてるかも。







　　　　アレクシス・ドゥ・ル・グラン







「この国に来て半年経たつけど……」

　准也は驚いたように言いながら、リムジンの窓から外を見渡している。

「……こんなふうにお店が開いている時間に外に出たの、初めてだ。すごいな」

　リムジンは、サンタンドレの中心街をゆっくりと走っている。両側には有名ブランド店の入った石造りの建物が続き、観光客が賑にぎやかに行き来している。

「あの店では、きちんと休みを取れていたのか？」

　私が心配になって聞くと、彼はクスリと笑って、

「月に二日だけかな？　でも疲つかれ果ててぐっすり寝ねて、目を覚ましたらワインの試飲。きちんと毎日続けておかないと味覚と嗅きゆう覚かくが鈍にぶるんだけど、仕事の後だとあまりゆっくりするわけにもいかないし」

　彼の言葉に私は少し驚いていた。彼はいかにもモテそうな美しいルックスをしているし、性格もいかにも現代っ子らしく不ふ遜そんなイメージだ。

　……その彼が、遊びもせず、真面目まじめにソムリエになろうと努力していたのか。

　彼には才能があるだろうと思っていた私は、彼の真面目さを知って、さらに希望を持つ。

　……まあ、彼の勧すすめたワインは、まだ四本しか飲んでいない。しかもそのうち一本はハズレだった。彼の才能の有う無むはまだ証明されたわけではないが。

「うわあ、あれってサンタンドレ美術館だよね？　あっちがオペラ座。実際に見るのは初めてだ。綺き麗れいな建物……！」

　准也のはしゃいだ声とキラキラと煌きらめく瞳ひとみが、まるで子供のようでやけに可愛かわいらしい。

　……いや、彼は男ではないか。

　私は、なぜかドキリとし、そしてそんな自分に戸と惑まどいを覚える。

　……彼といると、なぜか調子が狂くるいっぱなしだ。

「うわ、あの建物、何？　すごい綺麗！　博物館とか？」

　准也が指差しているのは、白い化け粧しよう石をふんだんに使って作られた建物。飾かざりのある柱が並び、ファサードにはローマ風の彫ちよう刻こくが施ほどこされている。エントランスには黄金に輝かがやく両開きのドアがあり、両側に警備員が立っている。そこに出入りする人間は多く、そのほとんどがスーツ姿だ。

「でも、入っていくのはビジネスマンっぽい人ばっかり……？」

「あれはブランシュ貿易。私が普ふ段だん働いている場所だ」

　私が言うと、彼は驚いたように私を振ふり返る。

「いつも、あんなところで働いているの？」

「ああ。一応、私の一族の会社だからね。ブランシュ・コンツェルン全体で言えば、ほかにもいくつかの事業を展開してはいるが」

「ブランシュ・コンツェルンってめちゃくちゃ有名だよね。ブランシュ貿易って日本にもたくさん支社があるし」

　彼は言い、私を見上げてくる。

「なんだ？」

「いや……オレ、会社で働いた経験がないから、ビジネスマンってなんだかそれだけで尊敬しちゃうんだ。しかもあんなに大きな会社で、たくさんの人々を使って仕事をしてるなんて、すごいよね」

　素す直なおな感かん嘆たんの含ふくまれた声と、煌めく瞳に、私は柄がらにもなくまた動どう揺ようする。

　貴族である私がプライベートで付き合うのは、やはり貴族階級の人間が多い。彼らは優ゆう雅がで狡こう猾かつで、そして常にどこか芝しば居いじみている。演技めいた駆かけ引き政治や経済が裏から動かされることを知っている私は、もちろんその風習を否定はしないが……常に腹の探さぐり合いをしているような人々の中にいると、心底疲れたと感じることが多い。

「だが、ストレスも多い。毎夜、ワインを飲まなくては眠れないくらいに」

　私がつい言ってしまうと、彼は少し驚いたように目を見開く。それから、

「そうなの？　清潔で綺麗なオフィスで、スーツを着た有能な人たちに囲まれて、しかもあなたはすごく偉えらい人で……ストレスとかとは無む縁えんかと思ってた」

　どこか心配そうに言われて、またドキリとする。

「じゃあ、オレが、あなたがリラックスできるようなナイトキャップを今夜も選んであげる。昨夜はちょっと失敗したけど、さっきのは大だい丈じよう夫ぶだっただろ？」

　……最初は、ただ口が悪いだけの子供かと思っていた。だが、彼はストレートに感情を口にしているだけなんだ。

　若者らしいその言動が、なぜか私の胸をチクリと痛ませる。

　……彼が店を辞やめる原因になったのは、きっと私達を接客したことが原因だろう。

　女性達二人が一緒だったとはいえ、彼をテーブルにとどまらせるべきではなかったかもしれない。いや、彼の立場を考えれば、シェフ・ソムリエの顔をつぶすようなことはすべきではなかったのかもしれない。

　私の中に、微かすかな罪悪感が湧わき上がる。

　……私はもしかしたら、彼の人生を台無しにしてしまったのでは……？

　私は自分の考えに自分で驚く。

　……私は、プライベートではどうしようもない遊び人、仕事では情なさけ容よう赦しやない経営者と言われてきた。その私が、彼のことになるとどうしてこんなふうになるのだろう？

「今週中に追い出されると言っていたな。今夜にでも使用人を何人かやって、荷物を城に運ばせよう」

　私の言葉に彼は目を丸くする。

「そんなことまでしてもらっていいのかな？　まだ正式に雇やとってもらえると決まったわけじゃないのに」

「雇うと決まったわけではないが、雇わないと決まったわけでもない」

　私が言うと、彼はなぜか可笑おかしそうにクスクス笑う。

「わかった。雇ってくれることを期待して、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばるよ」

　見上げてきたその笑え顔がおがやけに可愛らしく見えて、私はドキリとする。

　……彼は、たしかに美しい顔をしている。そして私の手で感じて喘あえいだ彼は、怖こわいほどに色っぽかった。だが……。

　私は、少し混乱しながら思う。

　……彼は男だ。何を鼓動を速くしているんだ、私は？







　　　　山田准也







　……こんな素す敵てきな服を着てると、なんだか落ち着かない。

　オレは、リムジンの座席でもぞもぞと座りなおしながら思う。

　……上着の背中に皺しわが寄ったりしたら大変だ。

　オレは毎日のようにソムリエの制服を着ていた。見た目はタキシードみたいだけど、あれはオレにとって戦せん闘とう服とも言えるものだったし、新米のオレは重いボトルを運んだり埃ほこりっぽいバックヤードやワインカーヴを掃そう除じしたりと肉体労働も多かった。

　……今まで、服をきちんと保つことをこれほど意識したことはなかったな。

　ここに来る前、アレクシスは行きつけだというテイラーに寄った。オーダーしていた服でも取りに行くのかと思いきや……そこにはオレのサイズにぴったりのスーツとワイシャツ、そしてネクタイが用意されていた。どうやら彼がだいたいのサイズを伝えて選ばせておいたものらしい。とても仕立てがよくて、手て触ざわりが滑なめらかで……オレは陶とう然ぜんとしてしまった。

　……しかも、これを着たオレは、いつもとは別人みたいに見えて……。

　オレは背もたれによりかからないようにバランスを取りながら思う。

　……たまには店に出ていたけれど、その時も作業の合間に慌あわてて髪かみを整えて、見えるところの皺だけ伸のばして……あれじゃあ、完かん璧ぺきなソムリエの外見とはほど遠かった。

　オレは思い出し……ちょっと反省する。

　……やっぱり、走ったり慌てたりせず、落ち着いて自分のペースで仕事をしたいなあ。

　オレは、城での優雅な仕事を思い、ちょっと鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

　……ああいうの、本当に理想だよなあ。

　思い、うっとりとため息をつく。

　……このままあの城で働けたら、どんなに素敵だろう？

「どうした？　着き心ごこ地ちがよくない？」

　いきなり聞こえた声に、ハッと我に返る。アレクシスのエメラルド色の瞳ひとみがオレの顔を真っ直すぐに見つめていて、ちょっと頰ほおが熱くなる。

　……なんで赤くなってるんだ、オレ？

「どこか身体からだに合っていないところがあるのなら、店主に連れん絡らくしてすぐに直させるが」

　アレクシスに言われて、オレは慌ててかぶりを振ふる。

「違ちがうよ。こんなに格好いいのに、どこもきつくないし、羽根みたいに軽い。すごく着心地がいい」

　オレは手のひらで上着の生き地じをそっと撫なで、滑らかで柔やわらかい感かん触しよくを確かめる。

「オレ、上着とスラックスみたいな格好には慣れてるけど、店支給の制服だったからやっぱり動きづらかったし、すぐに型かた崩くずれしたり皺になったりした。でも平気でお客様の前に出ていて……もしかして失礼だったかなあ」

　オレは店での生活を思い出して、ため息をつく。

「自分では一人前のつもりでいたけれど、やっぱりオレ、半人前だったのかな」

　アレクシスは黙だまったままオレを見つめ、それから唇くちびるの端はしに微かな笑みを浮うかべる。

「少しずつだが、大人になっているようだな」

　彼の声が少しだけ優やさしく聞こえて……オレはなぜだかドキリとしてしまう。

　……いちいちすごい美声だから、ドキドキする。こんなの反則だ。

　リムジンは、なぜかエアポートの車寄せにゆっくりと停車した。たしかアレクシスは運転手にレストランの名前を告げ、そこに車を回してくれ、と言っていたような……？

「そのレストランって、空港ターミナルの中にあるの？」

「いや。車を降りてくれ。乗り換かえる」

　彼が言った時、外側からドアが開かれた。オレとアレクシスはＳＰ達に取り囲まれ、車を離はなれる。空港ターミナルに入ったオレ達……というかＳＰに取り囲まれた煌きらめくような美び貌ぼうのアレクシスを、観光客達が呆ぼう然ぜんと見つめている。

「乗り換えるって、何に？　まさか……」

「ここは飛行場だ。自家用ジェットに乗るに決まっている。食事に行くと言っただろう？」

　……食事のために、自家用飛行機？

　彼の平然とした声に、オレは完全に度ど肝ぎもを抜ぬかれてしまう。

　……ああ、お金持ちのすることは、もう全然解わからない。




　　　　◆




　自家用ジェット機の駐ちゆう機き場は、一いつ般ぱんの飛行機の駐機場からは少し離れた場所にあった。さすが富ふ豪ごう国らしく、扉とびらを開いたままの格納庫の中に、自家用らしきジェット機や軽飛行機が何機も並んでいる。


　彼の専用機は白い機体を持つ美しい飛行機で、思ったよりもずっと大きかった。ジャンボジェット機ほどではないけれど、国内線を飛んでいるエアバス機くらいの大きさはありそうだ。尾び翼よくには金色で描えがかれた、盾たてに葡ぶ萄どうの蔓つるが絡からまったマーク──城でよく見るから彼の家の紋もん章しようだろう──と、『Alexis 2』って文字が書いてあった。



　オレはアレクシスにエスコートされて専用ジェットのタラップを上がり……そして内部を見て思わず声を上げる。

「うわ、これ、飛行機の中？」

　オレはもともと旅行には縁えんがなかったし、飛行機に乗ったのはこのサンタンドレに来る時の一回きり。もちろんエコノミークラスだった。だから……。

「ホテルの中にしか、見えない……！」

　機内には柔らかそうなロイヤルブルーの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、そこに大きな二人掛がけのシートがいくつか広い間かん隔かくを取って向かい合っている。シートの間には艶つやのある木材で作られたローテーブルが設置されている。シートは飛行機によくあるちょっと安っぽい布を張られたものではなく、いかにも高級そうなゴブラン織おりの布で作られていて、ソファみたいなイメージ。そのせいで機内というよりも、少しこぢんまりしているけれどとても高級な隠かくれ家がホテルのロビーみたいに見える。

「ようこそ、アレクシス様、ジュンヤ様」

　近づいて来たのは、紺こん色いろの制服を着た何人かの男性。ピシリとラインの入ったスラックス、仕立てのいい上着の肩かたには金色の肩けん章しよう、袖そで口ぐちには二本のライン。そして胸にはドゥ・ル・グラン家の紋章が金色で刺し繡しゆうされている。

「機長は離り陸りく準備で手が離せませんので、代わりにパーサーの私がご挨あい拶さつを」

　先頭に立った金きん髪ぱつのハンサムな男性が、人好きのする笑みを浮かべながら言う。

「パーサーのアンドレアスと申します。なんでもお申し付けください」

　彼はほかの乗務員を紹しよう介かいし、オレは彼らと挨拶を交かわす。それからアンドレアスさんは前に立ってオレ達を飛行機の後ろのほうに案内してくれる。飛行機の後部はいくつかの部屋に分かれているみたいだ。開いたままのドアからチラリと覗のぞくと、中は大きなテーブルの置かれたダイニングみたいになっていたり、機能的なミーティングルームになっていたり、落ち着いた書しよ斎さいになっていたりした。そして一番奥のドアを開くと、そこは……。

「うわ」

　そこは、まるで広々とした寝しん室しつだった。気密窓の脇わきにはローテーブルを挟はさんで一人掛けのソファが向かい合い、手前にはキングサイズのベッドが置かれている。シックなダークブラウンのファブリックと艶のある木材で統一されたそこは、まるで都会のお洒落しやれなホテルの一室をそのまま移してきてしまったかのようだ。

「本当にホテルみたい」

「アレクシス様はこれで世界を飛び回りながら、お仕事をされることも多いですから。あの奥の扉が、専用のバスルームになっております。さすがにバスタブはありませんが、広いシャワーブースが完備されていますよ」

　アンドレアスさんはオレに言い、オレはさらに驚おどろいてしまう。

「本当に？　すごい」

　言った時、天てん井じように設置されたスピーカーから機長のアナウンスが聞こえてきた。あと五分で離陸するからベルトを締しめてくれ、という意味のフランス語。「ようこそ、ジュンヤ様」という言葉も聞こえてオレはちょっと赤くなる。

「ええと、シートに座ってベルトを締めるんだよね？　前に戻もどらないと……」

「シートはここにもあります。どうぞ」

　アンドレアスさんが窓まど際ぎわの一人掛けソファを示し、オレを座らせてベルトの締め方を教えてくれる。向かい側のシートにアレクシスが座り、慣れた様子でベルトを締める。

「離陸して機体が安定しましたら、何かお飲み物をご用意します。ジュンヤ様はソムリエの資格をお持ちだとお聞きしました。何がよろしいですか？」

「えっ、自家用ジェットなのにワインを選べるの？」

「それほど種類は多くありませんので、ご希望のものがあるかどうかはわかりませんが。参考までにお聞かせいただければ」

「食事の前だし、辛から口くちのシャブリか何かを。『シャブリ・レ・ブランショ』とかは？」

「二〇〇一年がございます。後ほどお持ちします」

　彼は礼をして部屋を出て行く。すぐに飛行機が動き出し、気密窓の外の景色がゆっくりと後ろに流れ始める。飛行機の車輪が滑かつ走そう路ろを走る振しん動どう、そしてだんだん機体が加速する。

「オレ、こういう待たい遇ぐうに慣れているお金持ちじゃないから……」

　エンジン音が高くなり、機体が一気に加速する。オレが思わず肘ひじ掛かけを摑つかんだ時、振動がふいに消え、窓の外に鮮あざやかな空が広がる。

「……飛んだ……」

　オレは窓の外の景色に一いつ瞬しゆん見とれ、それから彼の視線を感じて慌あわてて咳せき払ばらいをする。

「ええと……こんなすごいことされると、なんだか夢みたい。ちょっと緊きん張ちようする」

　思わず言ってしまうとアレクシスはクスリと笑って、

「食事をしに行くだけだ。タクシーだと思えば緊張しないだろう」

「それは無理。こんな豪ごう華かで最高のシャブリを出してくれるタクシーなんて存在しない！」

　オレが言うと、彼は可笑おかしそうに笑う。オレは、

「しかし……食事をするのに、自家用ジェットを使うなんて。いったい、どこまで行く気なんだよ？」

「明日も仕事がある。それほど遠くまでは行かない」

　彼の言葉に、オレはちょっとホッとする。

「ほんの一飛び、オレロン島まで行こう。オテル・ドゥ・ル・グランジュには素晴らしいグラン・シェフがいて、海を眺ながめながら素晴らしい牡蠣かきを食べることができる」

「ちょっと待って。オレロン島って……フランスの南西部だよね？」

「そうだ。専用ジェットなら一時間程度だろう」

　それを聞いてオレは大きく息を吸って思い切り叫さけぶ。

「全然近くな──いっ！」

　オレが拳こぶしを握にぎり締めて叫んだ時、ドアにノックの音が響ひびいた。

「失礼いたします、シャブリをお持ちしました」

　思わず目を上げると、壁かべに取り付けられたベルト着用のサインがいつの間にか消えている。オレは慌ててベルトを外して立ち上がり、ドアまで走る。ドアを開くと、そこにはさっきのアンドレアスさんが立っていた。彼が押しているワゴンには二つのワイングラスと、銀製のワインクーラー。そしてそこに差されたワインの瓶びん。

　彼はワゴンを押して入ってきて、アレクシスが座っている一人掛けのソファの脇にそれを設置する。

「ありがとうございます。あとはオレが」

　オレが言うと、彼はにっこり微笑ほほえんで、

「では、専門家にお任せいたします。どうぞごゆっくり」

　礼をして踵きびすを返し、部屋を出て行く。オレはワインクーラーからシャブリを取り出し、添そえられていた真っ白な布ナプキンでボトルについた水すい滴てきを拭ふき取る。

「『シャブリ・レ・ブランショ』？　初めて飲む銘めい柄がらだ。私はいつも同じような銘柄ばかり頼たのんでいた。いろいろなワインを積んでいたなんて意外だ」

　アレクシスが少し驚いたように言う。

「みんな、あなたのことを考えてくれてるんだよ。あなたが悦よろこぶといいなって」

　オレは言いながら、ソムリエナイフを使ってキャップシールを外し、コルクを開ける。フワリと広がったフルーティーな香かおりに、陶とう然ぜんとする。

「いい香り。大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、テイスティングを」

　言いながら彼のグラスに少しだけシャブリを注ぐ。彼はそれを持ち上げて色と香りを確かめ、それから一口飲む。驚いたように目を見開いて、

「辛口で、とても爽さわやかだ。気圧の低い機内、そして食事の前にはとてもいいな」

　言って、グラスに残っていたシャブリを一気に飲み干す。

「でしょう？」

　オレは言いながら彼のグラスにシャブリを注ぎ、自分のグラスにもそれを満たす。

「乾かん杯ぱいは何に？」

　グラスを持った彼が、その縁ふち越ごしにオレを見る。やけにセクシーにすがめられた目に、オレはなぜかドキドキしてしまう。

「あなたの休きゆう暇かに」

「そして、私の城の新しいソムリエに」

　彼の言葉に、オレはすごく驚いてしまう。

「それって……？」

「とりあえず、採用だ。城に戻ったら執しつ事じと話し合って詳くわしい条件を決めてくれ」

　その言葉に、オレの胸に激しい喜びが広がってくる。

「うわ……めちゃくちゃ嬉うれしい……」

「とりあえず、と言っただろう？　ひどいワインを勧すすめたらいつでもクビにされるぞ」

　彼がチラリと眉まゆを上げながら言い、オレは、

「このオレが、二度も失敗をするわけがないだろ？　でも……」

　オレは彼の顔を真っ直すぐに見つめながら言う。

「どうもありがとう。オレ、あなたのために頑がん張ばるよ。……ああ、なんていい日なんだろう」

　オレはシャブリを飲み、それから気密窓に額を押し付ける。

「あんな美しい城で働けることが決まったし、こんなに素す敵てきな飛行機に乗れるし」

　オレは広がる青い空を見み渡わたしながら、陶然とため息をつく。

「オレ、飛行機って大好きなんだ。なのに日本からサンタンドレに来るときにはエコノミーの真ん中あたりの席で、外を見られなかったし」

　オレは夢中になって、どんどん小さくなっていく地上を見下ろす。

「飛行機に乗るのって、なんだかすごくドキドキするよね。もしかしたら新しい世界が開けるかもしれない予感がするって言うか……」

　オレは思わず言ってしまい、アレクシスが黙だまっていることに気づく。呆あきれられてるんだろうな、と思いながら目を上げると、彼はやけに優やさしい目でオレを見ていてドキリとする。

「な、何？」

「私は生まれた時から贅ぜい沢たくに慣れた生活をしていた。すべてを手に入れていて、『あれが欲しい』『あれをしてみたい』という強い欲よく望ぼうを持ったことがない。世界は窮きゆう屈くつで退屈なものだとばかり思っていた。だが……」

　彼はオレを真っ直ぐに見つめて言う。

「……おまえといると、世界が少し違ちがって見える」

　真しん摯しな言葉に、オレの胸がジワリと熱くなる。

「それって……どんなふうに？」

「おまえは何を見ても嬉しそうで、何を味わっても美味おいしそうだ。そんなおまえを見ているだけで、世界までがキラキラと煌きらめいている気がする。ずっとおまえを見ていられたらいいと思ってしまう。……上手うまく言えないが」

　見つめてくる、最高級のエメラルドみたいな瞳ひとみ。まったく気取りのない口調で平然と言われる、やけに熱い言葉。オレは頰ほおがカアッと熱くなるのを感じながら言う。

「それ、女性には言わないほうがいいよ、まるで求愛してるみたいに聞こえる」

　オレが言うと、彼はなぜだか笑わずに、オレを真っ直ぐに見つめてくる。

「もし、本当にそういう意味だったらどうする？」

　ふいに言われた彼の言葉に、呆ぼう然ぜんと彼を見返す。オレの唇くちびるからかすれた声が漏もれる。

「……それって、どういう……？」

　もちろん、からかわれているんだと解わかってる。だけど彼のエメラルド色の瞳はやけに真しん剣けんで……オレはなぜだか目め眩まいを覚える。

「とても不思議なのだが、愛あい撫ぶした時のおまえの様子が忘れられない」

　彼の言葉に、オレの欲望がズクン、と甘く痛む。

「あの時に感じた、激しい快楽も」

　オレは呆然と彼を見返し……一気に耳まで真っ赤になる。

「な、何を言ってるんだよ？」

　彼がグラスの中のシャブリを飲み干し、ローテーブルにグラスを置いて立ち上がる。

「おいで」

　手を差し出されて、オレはさらに真っ赤になりながら、

「なんでだよ？　ワインは美味しかったんだから、お仕置きされる理由は……」

　オレは言うけれど……彼の視線とセクシーな雰ふん囲い気きだけで、おかしくなりそうで。

「ご褒ほう美びだ」

　彼はオレを見下ろしながら言う。

「ワインが美味しかったご褒美をやる」

「そんな、横暴だ。それじゃあどっちにしろエッチなことをされちゃう」

　オレは必死で抗こう議ぎするけれど、声がかすれてしまって……。

「ご褒美はいらないと断ってもいい。だが、おまえの身体からだは嫌いやがってはいないようだ」

　彼の視線を追って慌あわてて身体を見下ろすと……。

「……うわ！」

　スラックスの布地を、硬かたくなったオレの屹きつ立りつがしっかりと持ち上げていた。オレは慌てて立ち上がり、両手で上着の裾すそを直しながら、

「いや、これは別に……オレは……」

「深く考えるな。私にされたお仕置きを思い出して硬くしてしまったのだろう？」

　彼はオレを引き寄せ、耳に唇を近づける。

「それならその責任を取って、私が出させてやる。どうだ？」

　身体をグッと引き寄せられて、オレはあることに気づく。触ふれ合った二人の身体の間に、とても硬いものがあって……。

　……彼も……発情してるのか……！

　シャワーの中の淫みだらな愛撫、そしてとても逞たくましい彼の屹立を思い出して、オレはゴクリと唾つばを飲み込む。オレの屹立が、ギュッとさらに硬くなるのが解る。

「……あなただって、硬くなってるじゃないか……」

「おまえとのことが気に入ったと言っただろう？　嫌なら断ってくれても構わない」

「そんな……ずるい。こんな状態でやめられるわけ……あっ」

　オレの身体が彼の腕うでに抱だき上げられ、そのままベッドに押し倒たおされる。

「いいんだな？」

　彼が言い、オレは恥はずかしさのあまり目をそらす。

「……な、何度も言わせるなよ……」

「強ごう情じようなソムリエだ。本当はとても欲しいくせに」

　彼が言って、オレの上着を脱ぬがせる。身体の下から引き抜ぬいて、ソファに放ほうる。それからオレの足を片方ずつ持ち上げ、靴くつと靴下を脱がせて、床ゆかに落とす。

「……あ……っ」

　思わず赤くなるオレのベルトが外される。前立てのボタンを外され、ファスナーが開けられて……オレは鼓こ動どうを速くしながら目を閉じる。

　……ああ、前はシャワーの中だったし、混乱していた。だけど……。

「……あっ！」

　スラックスと下着が引き下ろされ、硬くなった屹立がプルンと空気の中に弾はじけ出る。スラックスと下着が、やはりソファに投げられてしまう。

「……待って、こんな格好……！」

　ワイシャツの裾を引き下ろそうとしたオレの両手が、彼の両手でしっかりと握にぎって止められる。そして彼がむき出しになったオレの屹立に顔を近づけて……。

「んんーっ！」

　熱くなった屹立が、いきなり彼の唇に含ふくまれる。

「……ダメ……やめてくれよ……っ」

　オレは部屋の外に聞こえないように、必死で囁ささやく。

「……それに、誰だれかが来ちゃうかも……っ」

「彼らは呼ばない限り来ない。心配するな」

　彼は言いながらオレの側面を舐なめ上げ、オレの先せん端たんを口に含んで舌で愛撫する。

「……んっ……んっ……！」

　生まれて初めての口での愛撫。あまりに激しい痺しびれに、オレの目の前がフワリと曇くもる。

「……も、ダメ……許して……！」

　両手をベッドに縫ぬいとめられ、この高貴な男に、思うさま舌で性器を弄いじられる。それは怖こわいほどの淫いん靡びな快感で……。

「……んっ！」

　とても情けないけれど……オレはそのまま一気に駆かけ上り……。

「……口、離はなし……んんーっ！」

　言い終わる前に、オレの先端から、ドクドクッと欲望の蜜みつが迸ほとばしった。

　……ああ、彼の口の中に出しちゃうなんて……！

　オレは思うけれど、もう止まらなかった。彼はオレの欲望の蜜を口で受け止め、そのまま飲み干してしまう。チュッと吸い上げられて、全身がビクビクと震ふるえる。

「……ダメ……そんな……」

　羞しゆう恥ちに泣きそうなオレの上に、彼がのしかかる。

「主人の口の中に出すなんて、悪いソムリエだな」

　彼が耳元で囁き、オレのむき出しの両りよう腿ももをそれぞれの手で摑つかんで持ち上げる。

「……えっ……？」

　脚あしを広げられ、スリットが空気にさらされて……オレは自分が何をされそうになっているのかにやっと気づく。肌はだを滑すべる彼の視線が、燃えそうに熱い。

「……ちょっと待って……まさか、このまま最後までするつもりじゃ……」

「おまえが許してくれるのなら、今すぐにそうしてもいいが」

「……そ、それは無理だよ……っ」

　オレは彼の顔を見上げ、必死で懇こん願がんする。

「……オレ、初めてだし、しかも一時間足らずで目的地に着いちゃうし……」

　……ああ、何を言ってるんだ、オレ……？

　オレは混乱しながら思う。

　……男にヤラれてたまるか、そう叫さけんで逃にげるところだろう、普ふ通つうは！

「わかった。だが、私もこのままでは収まりそうにない。協力してもらうぞ」

　彼は言い、オレの両足をまとめて摑み、そのまま高く持ち上げる。混乱している間に、彼がスラックスのファスナーを下ろす音が聞こえる。

「……待って、無理だって言ってるのに……」

「今日は挿いれない。安心しろ。その代わり……」

　ピッタリと合わされた腿の間に、とても熱くて硬いものが押し付けられる。

　……ああ、これは彼の屹立……？

「……あっ！」

　腿の間を押し開くようにして、彼の屹立がゆっくりと侵しん入にゆうしてくる。彼の逞しい屹立が谷間のスリットを擦こすり、硬い先端が、オレの屹立の根元に当たる。

　のしかかるようにされて、オレは鼓動がめちゃくちゃ速くなるのを感じる。

「……や……なんだよ、これ……？」

　挿そう入にゆうは確かにされていないけれど、脚の間で彼の熱さを感じるのは、本当にセックスしてしまっているみたいに、とても淫靡で……。

「おとなしくしていろ。協力してもらうと言っただろう」

　彼は囁き、ゆっくりと屹きつ立りつを引き抜いていく。抜ける、とホッとしたのも束つかの間、そのままグッと強く押し入ってくる。

「……んんっ！」

　谷間を強く擦られ、感じやすくなっている屹立に刺し激げきされて……オレの屹立がビク、と反応してまた硬くなってくる。

「また大きくしている。嫌ではないようだな」

　彼が囁き、オレのむき出しの両りよう脚あしをまとめて抱かかえ上げる。そのまま、まるで本当にセックスをしているように激しく腿の間を抽ちゆう挿そうされて、

「……ん、んんっ！」

　彼の屹立はとても硬かたく、そして熱い。張り出した段差の部分がオレの蕾つぼみの周りを何度も刺激して……オレは不思議なほどの快感に全身を震えさせる。

　……ああ、もしもこのまま彼を受け入れたとしたら、オレはどうなっちゃうんだろう？

　思っただけで、オレの屹立がビクン、と震えて硬くなってしまって……。

「……ダメ……そんなにされたら、また……」

　怖いほどの射精感に耐たえながら、オレはかぶりを振ふる。

「おまえはやたらと色っぽいな。おかしくなりそうだ」

　彼が囁いて、グッ、グッ！　とオレの腿を突つき上げる。

「一いつ緒しよにイこう。できるか？」

　囁かれて、オレは必死でうなずく。

「……うん……オレも、もう……っ！」

　彼の手が、オレのワイシャツを捲まくり上げる。乳ち首くびを露あらわにされ、狙ねらったように蕾の周囲を擦り上げられ、屹立の根元を突き上げられる。

「……んんっ！」

　オレは目の前を白くしながら、残りの蜜を放ってしまう。彼はオレをひときわ強く突き上げ、そしてオレの腿の間でドクン、ドクン、と白はく濁だくを迸らせる。

「……あ……っ！」

　オレの腿の間、そして蕾までが、彼の欲よく望ぼうの蜜にたっぷりと塗まみれる。それは……とても淫靡で、そして不思議なほどの陶とう酔すいで……。

　……まるで、本当にセックスしたみたいだ……。

　オレはなんだか泣きそうになりながら思う。

　……でも、どうしてこんなに気持ちがいいんだろう……？







　　　　アレクシス・ドゥ・ル・グラン







　たっぷりと放った後、私は彼の服を脱がせ、寝しん室しつに併へい設せつされたシャワーでその身体からだを洗い流してやった。彼はとても恥はずかしそうにしていたが従順で……私は彼をとても可愛かわいく思ってしまっている自分に気づいた。

　そして……自分が彼を本気で欲ほつしていることに気づいて、愕がく然ぜんとした。

　屹立でその腿を擦り上げながら、私は何度も彼の蕾を屹立で愛あい撫ぶした。蕩とろけそうに柔やわらかく、怯おびえたように震えるその感かん触しよくに、目め眩まいがした。私はそのまま彼の蕾に屹立を押し入れたいという欲望と必死で闘たたかっていた。全身全ぜん霊れいをかけてこらえたが……私は彼をもう少しのところで犯おかしてしまうところだったのだ。

　そのことに気づいていない彼は、あれもまたマスターベーションの延長だとしか思わなかったらしい。無む邪じや気きに笑い、楽しんでいる彼を見て、私の心が罪悪感に痛んだ。

　……私は、こんなに無む垢くな青年の初めてのセックスを、欲望に任せて無理やりに奪うばうところだったのだ……。

　ラ・ロシェルにある小さな空港に着陸した私達は、車に乗り換かえ、長い橋を渡わたってオレロン島に到とう着ちやくした。オテル・ドゥ・ル・グランジュは私の一族が持っている系列のホテルで、最高の宿しゆく泊はく施し設せつと最高のレストランを備えている。私と准也は海を見み渡わたせるテラス席を独どく占せんし、向かい合って最高のディナーを楽しんでいる。

　前菜は、『オレロン島特産の殻からつき生なま牡が蠣き』と『オレロン島産牡蠣かきのフィユテ　薄うす切ぎりのパイを添そえて』の二種を用意させた。

　魚料理は、『オマール海老えびの軽いプレゼ　白ワインと海老味噌みそのソース』。

　肉料理は全体の軽さを壊こわさないようにシンプルに味付けした『ブルゴーニュ産鴨かもフィレ肉のロースト　岩塩と生野菜を添えて』。

　そしてデザートには、『貴き腐ふワインのジュレ　ビスキュイ添え』。さっぱりとした食感と貴腐ワインの芳ほう香こう、蜜みつのような甘みが男性客にも好評だ。

「ああ……最高だった。こんなに美味おいしいディナー、生まれて初めてかも」

　准也がとても満足げに言って、夢見るような顔で海を見る。

「なんだか……幸せってこういうことを言うのかなあ」

　彼がディナーのために選んだのは、『ムルソー・ぺリエール　2003』。飛行機の中で飲んでいた『シャブリ・レ・ブランショ』と同じ辛から口くちの白だが、コクのある牡蠣に合わせたこちらの方が濃のう厚こうで複雑な味わいだ。私は彼にワインの選せん択たくを任せ、肉料理に入る時に赤を選ぶのかを観察した。しかし彼は「もうすぐ陽ひが暮れそうで、海が夕焼けに染まってて……こんな爽さわやかな景色と海風には、やっぱり白が似合うよ」と言ってそのまま白で通した。

　……暮れ始めたオレンジ色の空が、白ワインの淡あわい金色と調和している。とても洒落しやれた選択だと思う。

　私は、彼の感覚が自分の感覚ととてもよく合っていることに気づいていた。彼は私の気分を繊せん細さいに読み取り、最高のワインを選んでくれる。まるで化学の研究でもするかのように料理との相あい性しようを緻ち密みつに分ぶん析せきするアングラードと違ちがいはあれど、准也もまた素晴らしい選び手だ。

　……こんなソムリエには、もう二度と出会えない。

　私は今では、准也をソムリエとしてこれ以上ないほどに評価している。そして、自分の感情はどうやらそれだけではなく……。

　私は、夕陽に染まる彼の美しい横顔を見るだけで、目眩がするほどの欲望を覚える自分に気づいていた。

『まるで求愛してるみたいに聞こえる』

　准也が頰ほおを染めながら言った言葉が、私の中にゆっくりと沈しずみ、まるで小さな宝石のようにキラキラと煌きらめいている。

　……なぜ、彼と向かい合っているだけでこんなに鼓こ動どうが速くなるのだろう？

　私は女性にはずっと紳しん士し的に接してきたつもりだったが……『結けつ婚こん』という二文字にだけはどうしても抵てい抗こうを感じる。まだそういう年ねん齢れいに達する前から、誰だれと結婚するのか、爵しやく位いはどうするのか、子供は……と言い続けられていたせいで、脳が拒きよ絶ぜつ反応を起こす。申し訳ないとは思うが、少しでも結婚をほのめかした女性とは二度と会わないことにしているほどだ。

　……なのに……。

　私は、自分の気持ちの動きに驚おどろいていた。

　……私はいったいどうしてしまったんだろう……？

　准也から『まるで求愛してるみたいに聞こえる』と言われた時、私はある言葉をとっさに言いそうになった。『そう取ってくれても構わない』と。一いつ瞬しゆん、彼となら一生をともにしても後こう悔かいしない、強く、そう思ってしまった。

　……彼も私も男だ。もちろん祝福される結婚ができるわけがなく、子供を作れるわけでもない。だから不可能だとは解わかっているのに……。

　恥ずかしげに染まる頰と震ふるえる睫まつ毛げを見ただけで、私は何もかも忘れそうになった。彼が欲しい、彼を私だけのものにして宝石箱の中に閉じ込めてしまいたい……激しくそう思ってしまった。彼と向かい合うだけで、最高のワインを味わった瞬しゆん間かんのような深い陶酔に包まれる。

　……ああ、この感情は、いったいなんなのだろう……？

　チーズを選ぶ段になって、准也はやっと赤ワインのリストを持ってこさせた。そしてこの地方特産の濃厚なチーズに合わせて、『フォンセカ・トゥニー　40』を試飲している。

　これは四十年物のポートワインで、伝統的な木の樽たるで作られる。個性的で濃厚な香かおりと長期熟成が特とく徴ちよう的だ。

　親指と人差し指でグラスの台の部分を持ち、残りの指を軽く握にぎる。グラスを持つ時の彼の仕草はとても優ゆう雅がで、ほっそりとした指の美しさが強調される。

　彼はグラスを斜ななめに傾かたむけ、純白のテーブルクロスを透すかすようにしてワインの色を見る。

「……うん。輝かがやいていて、すごく綺き麗れいなガーネット色。透とう明めい感かんももちろん申し分ない」

　彼はまずそのままでワインの香りを嗅かぎ、それからゆっくりとグラスを回してもう一度香りを確かめる。空気に触ふれた後の香りの変化を見ているのだろう。それからグラスを傾け、ワインを口に含ふくむ。ゆっくりと香りを楽しんでから、それを飲み込む。

「樽や苔こけ、プラムのいい香りがする。そして濃厚な味。やっぱりこれはいつでも変わらない」

　小さく呟つぶやいてから、テーブルの脇わきに立っているシェフ・ソムリエににこりと笑いかける。

「とても美味しいです、お願いします」

「ありがとうございます」

　シェフ・ソムリエは微笑ほほえみ返し、私と彼のグラスにポートワインを注ぐ。私は注がれたポートワインを味わい、チーズとの相あい性しようがとてもいいことに気づく。

「初めて飲む銘めい柄がらだが、とても美味しいんだな」

「うん。気に入ってくれた？」

「おまえの勝ちだ。好きなワインを一本、ワインカーヴから持って行っていい」

　彼は、驚いた顔で私を見つめる。ゆっくりと彼の顔に喜びが広がる。

「本当に？　あなたとの勝負に勝てたの、信じられないほど嬉うれしいよ」

　彼は言い、それからイタズラっぽい顔になってニヤリと微笑む。

「じゃあ、『ロマネ・コンティ　1966』を一本」

「ああ。どうぞ」

　私が言うと、彼はとても驚いた顔をし、急に怒おこったように、

「どうぞじゃないよ！　そこは真っ青になるところだろ？　本当に、顔に似合わず人がいいんだから！」

　私は彼の剣けん幕まくに驚き、

「なぜ叱しかられなくてはいけないんだ？」

「ああ……もう……」

　彼は手で顔を覆おおってため息をつく。それから、

「もちろん、何万ドルもするような高価なワインはもらわない。オレはこれから勝ち続ける予定だから、そんなに重いワインばかりじゃ飲みきれないしね」

　彼は子供のように胸をそらして言い、ふわりと微笑む。

「でもお言葉に甘えてワインカーヴで自分のためのワインを選ばせてもらう。すごく楽しみ」

　……彼の笑えみを見るだけで、なぜか私も幸せな気分になってくる。本当に不思議な子だ。

「そうそう、ポートワインの話に戻もどるけど……」

　彼はグラスを持ちながら言う。

「ポートワインってあまり知られていないし、この『フォンセカ・トゥニー　40』はかなり頑がん固こで個性的。これを置いている店はなかなかないんだ。でも……」

　彼はいたずらをする子供のような顔になって、

「あなたのお城のワインカーヴにはちゃんとある。なぜならオレが置いたから」

「いつの間に仕入れまでするようになったんだ？」

　私が言うと、彼はクスクス笑って、

「アングラードさんの仕入れに付き合っていて、業者さんと話す機会があった。『フォンセカ・トゥニー　40』はあるかを聞いたら一本だけあるって言われて……つい買っちゃった」

「『フォンセカ・トゥニー　40』に何か特別な思い入れでもあるのか？　たしかに美味しいポートではあるが……」

「オレが生まれて初めて試飲させて貰もらったのが、これなんだ」

　准也はグラスを上げて、どこか遠い目でそれを見つめる。

「だから祖父ちゃんとの思い出のワインかな？　だから……オレが働く店には必ず『フォンセカ・トゥニー　40』があるんだ。仕入れを任された時に最初に買うからね」

　……懐なつかしげな優やさしい口調は、きっとお祖父様を思い出しているのだろう。

　私は思い……それから彼に告げておくべきことがあったことをようやく思い出す。

「そうだ。前に話したと思うが……明後日あさつて、城でちょっとした晩ばん餐さん会が開かれる。主しゆ賓ひんはモンテカール公国の元首であるヨハン・クリステンセン大公こう爵しやくの一人息子むすこ、マクシミリアン・クリステンセン公爵。そして彼の友人のカケル・スドウ。日本人カメラマンだそうだ」

「……公爵閣下か。緊きん張ちようする……」

　彼は胸に手を当てて深呼吸をし、それから何かに気づいたように顔を上げて、

「ヨハン・クリステンセン大公爵の奥さんって、アカデミー賞を三度も取った女優のマリー・クリステンセンだよね？　オレ、彼女が大好きで彼女が出ている映画は全部観みた」

　彼は、目をキラキラさせながら言う。

「写真で見たことあるけど、二人の息子むすこであるマクシミリアン・クリステンセン公爵、彼ってすごい美形だよね」

　彼の頰が染まっているのを見て、私の胸が熱く痛む。

「実際に見られるなんて、ちょっとドキドキする」

　……この熱い胸の痛み。これは一体……？

　私は呆ぼう然ぜんとし、それからその気持ちがなんなのかに気づいて愕がく然ぜんとする。

　……私は、嫉しつ妬としているのか……。







　　　　山田准也







「写真で見たことあるけど、二人の息子であるマクシミリアン・クリステンセン公爵、彼ってすごい美形だよね。実際に見られるなんて、ちょっとドキドキする」

　オレは興奮してしまいながら言い、それから彼が複雑な顔をしていることに気づく。

「何？　その二人を接待すればいいんだよね？　がんばるからそんな顔をしなくても……」

　オレは言いかけ、あることに気づいて言葉を切る。

「まさか……接待するのはその二人だけじゃないの？」

　オレの言葉に、彼は無む慈じ悲ひにかぶりを振ふる。

「二人のほかにゲストは百人。全部で百二名のゲストが訪おとずれる」

　あっさりと言われた言葉に、オレは驚おどろいてしまう。

「百二名！　しかもモンテカール公国の元首の息子？　どうしよう、ワインとシャンパン、何を何本出せばいいんだろう？」

　オレは焦あせりながら言い、それから苦く笑しようして、

「いや、オレが焦ることはないよね。アングラードさんを手伝えばいいだけだもんね」

「アングラードはおまえに任せて自分は相談役に回ると言っていた。お手並み拝見だな」

　あっさり言われて、オレは真っ青になる。

「ま、任せるって言われても……」

　彼はチラリと眉まゆを上げ、ちょっと皮肉な声で言う。

「いつもの強気はどうした？　怖おじ気けづいたか？」

「ま、まさか！」

　オレは無理やり笑いながら、

「別に、相手が貴族だからって関係ないよ。第一、あなただって貴族だろ？　関係ないよ」

「その言葉に安心した。晩餐会には、私の父方の祖父と祖母も招待することになっている」

　その言葉に、オレはドキリとする。

「あなたの……お祖父じいさんとお祖母ばあさん？」

「彼らが来ると場が堅かた苦くるしくなるので、気が進まなかったのだが……」

　彼は、なんだか憂ゆう鬱うつそうな顔で言う。

「モンテカール公爵家とは昔からの付き合いだし、仕事がらみの付き合いもある。彼を呼ぶなら招待しろと以前から言われていた。黙だまっていたら後で面めん倒どうなことになりそうだったからね」

　オレは鼓こ動どうが速くなるのを感じる。それは嬉しい緊張ではなくて、ちょっと血の気が引くような感じで。

　……オレと彼が、あんなエッチなことをしてることが、万が一バレたらどうしよう？　彼の強ごう引いんさに押し切られた感じでいろいろなことをしちゃったけど、男と男がアンナコトをするなんて、やっぱりものすごく問題だよね……？

　オレは思わず青ざめ……そして彼がオレを見ていることに気づく。

「どうした？　そんな顔をして。私の親類と顔を合わせるのが怖こわいのか？」

　彼は言い、それから唇くちびるの端はしにすごく意地の悪い笑みを浮うかべる。

「ああ……そういえば、おまえとはいろいろなことをしているな。気づかれたらどうしようなどと心配している？」

「べ、別に心配なんかしてないってば！」

　彼の笑みが悔くやしくて、オレは思わず拳こぶしを握にぎり締しめる。

「オレとあなたがしてるのは、ただの一人エッチの延長だ！　オレ達は深い関係なんかじゃないし、第一オレはゲイじゃない！　だから後ろめたくなんかない！」

　オレは、と自分を叱りつけながら叫さけぶ。彼はその唇にどこか複雑な笑みを浮かべて言う。

「それなら問題ないだろう？　明後日は頑がん張ばってくれ」

　……いや……やっぱり緊張するんだけど……。
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　彼が言った言葉が、私の心に小さな棘とげのように突つき刺ささっている。

　……彼にとって、あの行こう為いはマスターベーションの延長なのか……？

　しかし私の下で感じ、甘く喘あえぎ、我を忘れたようにすがりついてくる彼は、とてもそんなふうに達観しているようには見えない。

　祖父母がパーティーに来ると言った時の彼は、不思議なほどに動どう揺ようした。私は、彼が私との夜を大切に思い、それを阻そ害がいされたらどうしようと動揺しているのではないか……一いつ瞬しゆん、そう思ってしまった。そして、不思議なほどの喜びを覚えた。

　……彼の本心は、いったいどちらなのだろう？　彼はまだ子供で、恋こいというものが理解できないのか？　それとも、ただのマスターベーションだ、というのが彼の本心なのか？

　……ああ、私はこの美しい青年の一挙手一投足に、不思議なほどに翻ほん弄ろうされている。

「言ったっけ？　オレの祖父ちゃんもソムリエだったんだ」

　准也がワインを飲みながら言い、私はその言葉に少し驚く。彼はワインの話はするが、自分の生おい立ちについてほとんど話さなかった。だから、若い彼がどうしてそこまでワインにこだわるのだろう、と少し不思議に思っていた。

　……彼のワイン好きは、そのお祖父様の影えい響きようか？

「そうだったのか？」

「うん。当時の日本ではすごく珍めずらしかったみたいだけど。最初は日本に住んでいる外国人の大だい富ふ豪ごうのお屋や敷しきで働き、それから友人のレストランでソムリエを始めた」

　彼は遠くを見つめながら言う。きっとお祖父様の姿を思い出しているのだろう。

「祖父ちゃんとオレが働いていたフレンチレストランは、地下に本格的なワインセラーがあった。長年そこに勤めていた祖父ちゃんは、階段の上り下りのせいで膝ひざを悪くしていた。でもソムリエとしてのプライドがあるから、制服を着ている間は、絶対に正しい姿勢を崩くずそうとしないんだよね」

　私はアングラードのことを思い出し、深くうなずく。

「たしかにそのようだな」

　准也はチラリと微笑ほほえみ、それからまた遠い目になって、

「祖父ちゃんの代わりにワインセラーにいろいろなワインを取りに行った。そして残業の後ではよく祖父ちゃんの足をマッサージしてあげた」

　とても懐なつかしそうに言う。

「その間、祖父ちゃんはまるでお礼みたいにワインに関する知識をたくさん教えてくれた」

　彼は少し寂さびしそうにクスンと笑う。

「思い出したら、なんだかちょっと泣きそうになってきた」

「日本では、お祖父じい様と同じ店で働いていたのか。お祖父様は今もそこで？」

「祖父は亡なくなったし、当時の店の支配人も亡くなった。オレは支配人の紹しよう介かいでこのサンタンドレに来て、あの『リシュブール』で働いてた。支配人がいた頃ころとはスタッフが全員代わっててがっかりしたけど」

　その言葉に、初めて彼に会った、あの夜のことを思い出す。月明かりの下の彼はとても美しく、窓から身を乗り出す彼に、私は心を射い貫ぬかれたように見とれてしまった。

　その後で部屋に来た彼はさらに麗うるわしかったが……わずかに苛いらつき、どこか疲つかれているようにも見えた。慇いん懃ぎん無礼なメートル・ド・テルや趣しゆ味みの悪いシェフ・ソムリエと仕事をすることに疲れていたのだとしたら、あの夜の様子も納なつ得とくできる。

「そうだったのか。大変だったんだな」

　私は心から言う。そして、心から願う。

　……私の城での生活が、彼にとって心ここ地ちいいものであるといいのだが……。







　　　　山田准也







　晩ばん餐さん会の準備は着々と進んでいた。

　グラン・シェフ達はメニューの試作と改良に余念がないし、庭師達は広い庭にあるたくさんの木々を美しいトピアリーに刈かり込み、花か壇だんの花々をさらに増やして華はなやかな庭に仕上げている。メイド達は城の隅すみ々ずみまでを磨みがき上げ、当日宿しゆく泊はくする客達のためにたくさんの客室を用意した。フットマン達は執しつ事じから接客の特訓をされ、制服も新しいものに新調してとても嬉うれしそう。城の中はとても賑にぎやかで、活気付いている。日本で働いていた店はこんな風にアットホームな雰ふん囲い気きだったのだが、サンタンドレに来てからはチームワークとかに縁えんがなかった。だからオレは、晩餐会の準備が楽しくて仕方がなかった。

　オレは数種類のシャンパンと白ワイン、赤ワイン、そしてソフトドリンクやカクテルの類たぐいをピックアップしてアングラードさんに提出し、彼からいろいろと指導を受けてラインナップを改良し、最後には「なかなか素晴らしいよ」って褒ほめてもらうことができた。彼から教えてもらった店やワインの醸じよう造ぞう元に連れん絡らくをして、当日に不足が出たりしないように準備を進めてきた。

　……ああ、あのワイン、ちゃんと届くんだろうか？

　オレはベッドの中で天てん井じようを見つめながら思う。

　……メインの赤ワインが届かなかったら、晩餐会に出されるお酒のラインナップが今ひとつ盛り上がらないよ！

　オレが選んだのは、とても希少な赤ワイン、『ヴォーヌ・ブランシュ　1986』。ブランシュ公こう爵しやく領で作られたもので、日本ではとても目にすることはできない銘めい柄がらだ。アングラードさんの紹介でやっとのことで職しよく人にん肌はだの生産者に会うことができ、「晩餐会に出すほど在庫はありません」と断られながらも粘ねばり……なんとか十本だけ譲ゆずってもらうことに成功した。それはこの地方のとんでもない当たり年だったという伝説がある一九八六年のヴィンテージで、ワイン通なら目を見張るはずだ。

　……オレだって、めちゃくちゃ楽しみにしてるのに……！

　職人肌の生産者は、「業者に任せたりして、万が一、途と中ちゆうで間ま違ちがいがあってはいけない。晩餐会の当日の早朝着で自らが車で運ぶ」と言った。とてもありがたいし確実だと思うんだけど……当日ギリギリに到とう着ちやくっていうのはやっぱり心配だ。

　……本当なら、明日の早朝まで起きていて、門の前でトラックを迎むかえたかった！

　徹てつ夜やをするつもりで準備しているオレを、アレクシスは問答無用でベッドに引き込んだ。そして巧たくみに愛あい撫ぶされ、オレは疲れ果てて眠ねむってしまい……。

　……二人で出かけたあの休日以来、ちょっと図に乗ってるんじゃないのか？

　オレは彼の寝ね顔がおを見下ろしながら思う。本気で怒おこりたいのに、あの甘かった休日を思い出すだけで頰ほおが熱くなる。

　……なんだか、当然のようにキスとかエッチなこととか、してくるし……。

　オレはますます赤くなり、それから身体からだまで熱くなりそうなことに気づいて、早く起きなきゃ、と思う。彼を起こさないようにそっと身体を動かし、サイドテーブルに置いていた携けい帯たい電でん話わを手に取って時計を見る。時刻は五時半。もうそろそろトラックが到着する頃かもしれない。一階には早番のスタッフがいるし、もちろんオレが行かなくても荷物は受け取ってもらえる。でもあれだけ頼たのみ込んだ身としては、きちんと出で迎むかえてお礼を言いたいし。

　……よし、門のところまで迎えに行こう。

　オレは心に決め、携帯電話を持ってそっとベッドから滑すべり降りる。振ふり返ると、アレクシスは安らかな寝ね息いきを立ててぐっすりと眠っていた。

　……今日の晩餐会に出席する時間を捻ねん出しゆつするために、働きづめだったんだよね？　なのにオレを寝かせるためにあんなことをするから……。

　オレの胸が、なぜかキュッと甘く痛む。彼の巧みな愛撫を思い出して、脚あしの間が熱くなりそうだ。

　……だから、なんなんだよ、この反応は！

　オレは真っ赤になりながらスリッパを履はき、パジャマのままでベッドルームを横切り、専用のリビングを歩き抜ける。オレの荷物は、隣となりにあるオレのための部屋に運ばれていて（そっちで眠ることは許されなかったけど）、防寒用のダウンジャケットは隣の部屋のクローゼットに入っていたからだ。

「……うう、寒いかも……」

　オレはガウンを羽織ってこなかったことを後こう悔かいしながらノブを回し、欠伸あくびをしながら廊ろう下かに出て……。

「……えっ？」

　アレクシスの部屋からほんの十メートルくらいしか離はなれていない廊下に、大きなトランクが積み上げられたカートを押したフットマンの二人がいた。オレは驚おどろいてそのままの格好で動きを止める。このフロアは公爵家の人が使うための豪ごう華かな部屋が並んでいるから、普ふ段だんはひと気がない。なのに……？

　フットマンの二人はオレに気づかず、一つの部屋のドアを開き、中にカートを運び込む。

「アレクシスに挨あい拶さつをするには、さすがにまだ早いわね」

「そうだな。まさか恋こい人びとを引き込んだりしてはいないだろうな」

　荷物のカートの向こう側には、とても上品な雰囲気の白髪しらがの男女がいた。二人は楽しげに話しながら部屋に入ろうとし……そして立ちすくんでいるオレに気づいてハッとした顔になる。

　……き、気づかれた……。

　オレは愕がく然ぜんとした顔で動きを止めた二人を見返しながら、真っ青になる。

　オレが出て来たのは、アレクシスの部屋。しかも寝ね乱みだれた髪かみをして、シルクのパジャマ一枚の格好だ。

　上品な女性の頰がみるみる赤くなる。男性の顔にゆっくりと怒いかりに似た表情が上ってくる。

　……この反応……今のオレって、もしかして、ゲイのセックスフレンドっぽい？

「いえ、違ちがうんです、あの……」

　オレはしどろもどろになり……ますます怪あやしいことに気づいて、慌あわてて隣の部屋に走る。彼らにぺこりとお辞じ儀ぎをしてから、慌てて部屋に入ってドアを閉める。

　このフロアに来たってことは、アレクシスの親しん戚せきの誰だれかであることは確実。彼が言っていたお祖父じいさんとお祖母ばあさんである可能性が限りなく高い。

　あの二人の表情からして、年の離れた友人同士で……なんて言い訳は通用しなさそうだ。

　……これって……とてもヤバイ状じよう況きようなのだろうか？







　　　　アレクシス・ドゥ・ル・グラン







　……さすが、ジュンヤの選んだワインは最高だ。

　私は夜風に当たりながらグラスを傾かたむけ、ゆっくりとワインを楽しむ。

　次々に話しかけてくる女性達を避さけ、縁えん談だんの話ばかりをしてくる祖父母から逃にげ……私はついに追い詰つめられて城の庭に出て、トピアリーの陰かげに置かれたベンチに座ってワインを飲んでいる。准也は晩餐会の間中ほかのスタッフを手伝って酒を運んだりカクテルを作ったりしていたが、「紹しよう介かいしたい人がいるので、仕事を抜ぬけて庭に来てくれ」と囁ささやいてきたので、そろそろ来るだろう。

　彼の選んだ『ヴォーヌ・ブランシュ　1986』は、ワイン作りが盛んなこの土地でも最高といわれている醸造場で作られたワインだ。この『ヴォーヌ・ブランシュ』は、現在のワインに使われているピノ・ノワールという葡ぶ萄どうではなく、もっと古い原種であるピノ・ファンという甘みとコクの強い小こ粒つぶの葡萄によって作られている。だが、欧おう州しゆう中の葡萄を絶ぜつ滅めつさせる勢いで広まったフィロキセラという害虫によってピノ・ファンは大打だ撃げきを受け、生産農家はフィロキセラに強い種類の葡萄を作るために接つぎ木をし、ピノ・ファンを別のピノ・ノワールという新しい種類の葡萄にするしかなかった。だが、それをせずに二に硫りゆう化か炭素を使ってピノ・ファンを守り、乗り切ったごく僅わずかな生産者がいて……その一例が『ロマネ・コンティ』を作り続けているドメーヌだが……その農家だけが、ピノ・ファンの苗なえを保有している。ほかに何も足さず、葡萄自らの持つ酵こう素そだけで発はつ酵こうし、熟成するワインは、その葡萄の品種が何よりも重要視される。とても貴重なピノ・ファンという葡萄、それを使って作られるワインは、周囲の畑で作られるものとはまったく違うものになる。

『ヴォーヌ・ブランシュ』は数年前のコンテストで批評家に絶賛され、その葡萄、生産者の技術の高さ、そして至福のワインの味によって一気に有名になった。そして生産者の許もとには世界中から業者が押し寄せた。脅きよう迫はくまがいのことをされたり、果ては苗を盗ぬすまれそうになったりとひどい目に遭あい続けた生産者は、すべての業者との縁を切り、自分と家族のために細々とワインを作り続けるだけになった。もちろん私のいるブランシュ公爵家は彼の技術とその畑を守るために資金提供をし続けていたし、彼も感謝はしてくれてはいたが……それでも数年に一本の割合でしかその希少なワインを買い取ることはできなかった。

　……それを、十本も譲ゆずってもらえるとは……。

　それも准也の才能と、そして熱意に、生産者が心を動かされた証あかしだろう。

　アングラードはもともと准也の才能を疑ってはいなかったが、形としてこの晩ばん餐さん会での働きを最終試験にしたいと言っていた。

　……きっと准也は合格する。そしてこの城でワインを研究しながら、私と一いつ緒しよに暮らす。

　その考えに、私の胸が熱く痛む。

　……私は……彼を思うだけでこんなに心が熱くなる。

　私はいろいろな理由をつけては彼を愛撫し、美術品を見るような崇すう高こうな気持ちでその美しい身体を鑑かん賞しようした。最初は、彼の反応する様子を見るのが珍めずらしく、喘あえいで精を放ってしまう無む垢くな彼が可愛かわいらしくて仕方がなかった。だがそのうちに自分も欲よく望ぼうを覚えるようになり……今は彼の顔を見るだけで胸が甘く痛み、その声を聞くだけで獰どう猛もうに奪うばってしまいたくなる。

　……こんな気持ちになったのは、生まれて初めてだ……。

　二人で過ごしたあの甘い休日以来、私の頭の片かた隅すみには常に准也のことがある。甘く喘ぎ、私の精でその美しい肌はだを飾かざった彼の姿を思い出すだけで、私は激しい欲望と、彼を最後まで奪いたいという獰猛な気持ちに苛さいなまれる。

　……ああ……彼を最後まで抱だけないことは、私にとって拷ごう問もんだ。だが……。

　私はグラスを傾け、気が遠くなりそうな芳ほう香こうと、濃のう厚こうな葡萄のコクをゆっくりと味わう。身体からだの奥から、不思議な陶とう酔すいが湧わき上がる。

　……誰かを思い、それを求めて懊おう悩のうする。恋こいとは、なんて甘い拷問なんだろう……？

　今の私にとって、准也はどんなワインよりも素晴らしい。思うさま喘がせ、尽つきるまで放たせ……そして彼の肌の芳香と、その蕾つぼみの甘さを思うさま味わいたい。

　……彼を最後まで抱けたとしたら、どれほどの陶酔を味わうことができるのだろうか？

「ホストであるこの城の主が、貴重なワインをガブ飲みしている」

　可笑おかしそうな声がして、私は立ち上がってゆっくりと振り返る。

「おまえのわがままなところは昔から変わらないな」

　近づいて来たのは、今夜の主しゆ賓ひんであるマクシミリアン・クリステンセン。サンタンドレに匹ひつ敵てきする富ふ豪ごう国、モンテカール公国の元首の長男で、正式な世よ継つぎ候補。公こう爵しやくの爵位を持っている。欧州社交界でも一、二を争う超ちようＶＩＰだが、私にとってはただの幼おさな馴な染じみ。スイスの寄宿学校にいる頃ころからの悪友。逞たくましい身体でタキシードを完かん璧ぺきに着こなし、金茶色の髪と琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをしたモデルのような美形だが……ルックスに反比例して性格は最悪といっていい。

「おまえこそ、急に訪問すると言い出すから、私の城が大混乱だった」

　私が言うと、彼は声を立てて笑う。

「……マクシミリアン？」

　声がして、庭木を照らす外灯の明かりの中にほっそりとしたシルエットが浮うかび上がる。艶つやめいた黒くろ髪かみを見て、一いつ瞬しゆん准也が来たのかと思うが……。

「……カケル、ここだ。おいで」

　マクシミリアンが肩かたを抱いて連れてきたのは、黒髪に黒い瞳の美青年だった。襟えり元もとに刺し繡しゆうのある黒のスーツ、襟元にゆるく結んだアスコット・タイがよく似合っている。准也よりも少し子供っぽく、やんちゃなイメージ。そしてとても美しい青年だ。

「彼が、カケル・スドウ。熱愛する私の恋人だ」

　しっかりと肩を抱かれて、青年がカアッと頰ほおを染める。

　マクシミリアンは、人に押しつけられる相手ではなく、運命の相手を探し続けるのだ、とあの頃から夢見ていた。その彼が「運命の相手を見つけた」と連れん絡らくをしてきたのが今年の初夏。忙いそがしくてなかなか実現しなかったが、今夜は彼の恋人を紹介してもらえる貴重な機会だった。

「カケル、彼はブランシュ公爵アレクシス・ドゥ・ル・グラン。ハンサムだが社交界一のプレイボーイなので気をつけろ」

　冗じよう談だんめかした口調で言う。それから本気で心配そうな顔になって、

「アレクシス。頼たのむから、カケルにだけは目をつけないでくれよ。女性達がおまえの流し目一つでバタバタ堕おちるのを見ているから、心配で仕方がない」

「何を言ってるんだよ、マクシミリアン」

　駆かけるが呆あきれたような口調で諭さとしている。

「女性……ってことは、彼はゲイじゃないんでしょう？　しかもオレみたいな地味なヤツに興味を持つわけがない。失礼だってば」

「いや、私はアレクシスの根本はゲイではないかと疑っていて……」

「そうかもしれない……最近、そう思えてきた」

　私が答えると、仲良く言い合っていた二人は驚おどろいたように私の顔を見つめる。マクシミリアンがさりげなく駆を背中にかばいながら、

「まさか、私のカケルに一ひと目め惚ぼれしたなどと……」

「それはないから安心しろ。彼はとても美しいけれど、私には……」

　月明かりの下、木々の間を縫ぬって、准也が近づいてくるのが見える。完璧に着こなした黒のソムリエの制服、細い腰こしに巻かれたタブリエ、襟元に輝かがやく金のソムリエバッジ、そして胸むな元もとに揺ゆれるタートヴァン。私はその端たん正せいな姿に、胸を熱くしながら言う。

「……私には、どうやら、想おもい人がいるらしい」

　口にしてみて、私は改めて自分の気持ちを再認にん識しきする。

　……ああ、やはり私は、ジュンヤを愛しているのかもしれない……。

「失礼します」

　准也が、礼れい儀ぎ正ただしく言いながら近づいてくる。マクシミリアンと駆が手に持っているグラスが空であることに気づき、慌あわてたように、

「グラスが空ですね。新しくお飲み物を持ってきましょう。何が……」

「ジュンヤ、今日の仕事はもうおしまいだ」

「こんなに若いのに、こんな大きな城でソムリエをなさってるんですか？」

　駆が、人ひと懐なつこく准也に話しかけている。

「それに制服がすごく似合ってる。いつか撮さつ影えいしてみたいな」

　楽しげに言われ、准也が照れたような顔になる。

「いえ、オレはまだまだ駆かけ出しで……」

　准也の麗うるわしさに呆ぼう然ぜんとしていたマクシミリアンが、私に「彼だな？」と言いたげな視線を送ってくる。私がうなずくと、彼は「なるほどね」という顔をして、

「君がジュンヤだね？　アレクシスから話は聞いている」

　准也に平然と話しかけている。

「私はマクシミリアン・クリステンセン。そして彼が、熱愛するカメラマンのカケル・スドウ。我々はゲイの恋こい人びと同士なんだ」

　勝手に話しかけるな、と私が言おうとした時……。

「アレクシスは、君のことをとても好きらしい。……君は？」

　マクシミリアンがとんでもないことを言い、准也がとても驚いたように目を大きく見開く。

「……は……？」

「マクシミリアン！」

　私は准也の腕うでを摑つかんで引き寄せながら、

「くだらんことを言うなら、彼を連れて失礼するぞ。彼は私の誰だれよりも大切な人で……」

　私はつい言ってしまい、それから准也がさらに驚いた顔で見上げてきたことに気づく。

　……ああ、何をしているんだ、私は？

「ジュンヤ。私はこの男とはスイスの寄宿学校の頃からの付き合いでね。幼馴染みなんだ」

　マクシミリアンが、准也に話しかける。

「この男には妙みようなフェロモンがあって、女性も、その気のある男もコロコロ堕ちる。しかも悪いことに、こいつは意外に紳しん士し的ときている。ただの親切のつもりでしたことが、相手には求愛に見えるらしい。誰も彼もがこの男に夢中になり、争ったり、付きまとったり……」

　さまざまな事件を思い出すかのようにマクシミリアンがため息をつき、真面目まじめな声で言う。

「だからこの男は、学生時代から『学校一のプレイボーイ』と常に言われ続けてきた。今は『欧おう州しゆう社交界一の遊び人』だ。意外に純情にもかかわらずね。私はずっと、彼に同情してきたんだよ」

　准也が、その言葉にとても驚いた顔をする。

「同情……ですか？」

「ああ、何もかも持っているこの男にそんなことをするなんて、おかしいかもしれないが。ともかくこの男は恋など一度もしたことがなかった。……今は、やっと恋を見つけたようで友人としては喜ばしい限りだ」

「……恋を……？」

　准也が呆然とした顔で私を振ふり返る。それから胸が痛くなるような辛つらそうな顔で笑えみを浮かべる。

「そうですね。彼の周りには美しい女性がたくさんいます。……さっきも……」

「アレクシス様！」

「アレクシス、こんなところにいたのね！」

　フランス窓の方から声がして、祖父母が庭に出てくる。二人の後ろにドレスを着た妙みよう齢れいの女性達が五人も続いているのを見て、私は本気でうんざりする。

「私が彼らを引き止める。二人はこのまま逃にげて……」

　マクシミリアンが言ってくれるが、祖父母と女性達に囲まれて、逃げられなくなる。

「あの、オレ……」

　准也が後あと退じさりながら、怯おびえたような顔になる。

「仕事に戻もどります、何かお飲み物は……」

「ソムリエさん、お嬢じようさん達のために頼みたいカクテルがあるのよ」

　祖母が准也に話しかけている。彼はとても緊きん張ちようした顔でうなずき、晩餐会の方に足早に去ってしまう。彼の顔が緊張にこわばっているのを見て、私は思う。

　……今夜にでも、准也にきちんと話をしなくては……。







　　　　山田准也







「ソムリエさん、お嬢さん達のために頼みたいカクテルがあるのよ」

　アレクシスのお祖母ばあさん（たしかエレーヌ様だ）が、オレに近寄ってきて耳打ちをする。

「二十分後、私達の部屋に来てちょうだい。あなたに話があるのよ」

　笑顔とはうらはらな思いつめたような声に、オレの心が凍こおりつきそうになる。

　……きっと、今朝、オレがアレクシスの部屋から出てきたことだ……。

「……かしこまりました」

　オレは言ってその場を離はなれたけれど……あとはもう、混乱して失敗の連続で……。

　椅い子すに座ってゲストにワインの薀うん蓄ちくを語っていたアングラードさんに声をかけてから、オレは晩餐会を離れた。そして時間ちょうどに、お二人の部屋のドアをノックした。

「……どうぞ」

　聞こえてきたのは、アレクシスのお祖父じいさん（たしかアルバン様）の声だった。ものすごく怒おこっているような低い声に、全身が冷たくなる。

　……でも、逃げるわけにはいかない……。

「失礼いたします」

　オレは言い、ドアを開く。中はアレクシスの部屋ほどではないけれど、広くてとても立派な部屋。窓まど際ぎわのソファに、エレーヌ様とアルバン様が並んで座ってこっちを見ている。

　アルバン様は前に立ったオレを厳しい顔で見上げてきて、

「ソムリエの制服のせいで見み違ちがえたが……今朝、パジャマ姿でアレクシスの部屋から出てきたのは君だね？」

　オレは、あまりの緊張に息が詰つまるのを感じる。

　……逃げてしまいたい。でも……。

「そう……です」

　二人は複雑な顔をして、顔を見合わせる。二人の顔に浮うかんでいるあからさまな嫌けん悪お感かんに気づいて、血の気が引く。

　……二人はきっと、アレクシスがゲイで、オレがそのセックスフレンドだと疑ってる。

「一いつ介かいのソムリエが、どうしてパジャマ姿で部屋から出てくるんだ？　君は寝ね乱みだれたパジャマ姿で、まるで逢あい引びきの後のように見えたが？」

　アルバン様の言葉に、オレはギクリとする。エレーヌ様も厳しい顔でオレを見て、

「失礼だとはわかっているけれど……はっきりと聞いておきたいのよ。この世に同性愛者というものが実在することくらい私達も知っています。でも、まさか私達の可愛かわいいアレクシスがそうだとは思いたくないの。彼はブランシュ公こう爵しやく家の当主で、跡あと継つぎを残さなくてはいけない身なのですからね」

　その言葉に、オレは衝しよう撃げきを受ける。

　……そうだ……彼はきちんと女性と結けつ婚こんしなくてはいけない身で……。

　アルバン様は何かを考えるように沈ちん鬱うつな顔でオレを見つめる。そして、

「君が来てから、この城、そしてアレクシスが明るくなった……執しつ事じはそう言っていた。私もそう思う。あのアレクシスがあんなふうに微笑ほほえんだところを見たのは、久しぶりだった。両親を相次いで亡なくしてから、彼は勉強や仕事の鬼おにのようになってしまったし」

　彼はどこか遠い目をして、それからオレに真っ直すぐに視線を合わせる。

「だからこそ、私達は心配なんだ。もちろん、杞き憂ゆうだと信じてはいるけれど」

「……心配……」

　オレの唇くちびるからかすれた声が漏もれる。

「……何がですか……？」

　言いながらも、オレの脳のう裏りには、アレクシスとの夜が鮮あざやかに蘇よみがえっていた。

　彼の部屋で施ほどこされる、とても淫いん靡びな、でも不思議とロマンティックに感じてしまう彼のお仕置き。オレ達は男同士だし、女性が好きな彼に、自分が愛されてなんかいないことは解わかっている。なのに……なぜかとても濃のう密みつに感じてしまうあの時間。

　思い出すだけで胸が痛み、身体からだに鈍にぶく甘い痛みが走る。

　……でも……あれはやはり許されることではない……。

　アルバン様はエレーヌ様とチラリと視線を合わせ、それから小さく咳せき払ばらいをする。

「君は、男である私から見てもとても美しい。その気のない男でも、もしかしたら惑まどわされてしまうかもしれない」

　アルバン様はとても言いづらそうに、

「アレクシスには、きちんとした家いえ柄がらの女性と結婚してもらわなくてはいけない。おかしな噂うわさになるようなことは、少しもしないでもらいたいんだ」

　……おかしな噂……。

　脳裏に、ゴシップ新聞のことがよぎる。

　……もしもオレと彼が本当は何をしているかがばれてしまったとしたら……それはとんでもないスキャンダルになるだろう。

　恐おそろしさに、鼓こ動どうが速くなる。

　……そんなことになったら、彼は……？

「……ぼくは、ただのソムリエです。アレクシス様は、雇やとい主でしかありません」

　オレの唇から、かすれた声が漏れる。

　……オレは、二人の関係を、誰だれにも秘密にしなくてはいけない。噓うそをつくのは悪いことだけど、本当のことを言ってこの二人を傷つけるのは絶対にできない。

「ただのソムリエが、どうして部屋からパジャマ姿で出てくるんだ？」

　アルバン様がいぶかしげに言う。オレは覚かく悟ごを決めて、姿勢を正す。

「アレクシス様は夜よる遅おそくに戻られて、寝ね酒ざけを召めし上がります。ぼくはそれにいつでも対応できるように、すぐ隣となりの部屋で寝ています。昨夜もアレクシス様に寝酒を運んだんですが……その時に、彼の部屋のリビングに携けい帯たい電でん話わを落としてしまったみたいで……今朝起きてそれに気づき、真っ青になりました」

　オレの言葉に、二人はまだ少し疑うような顔をしている。

「ぼくは日本にワガママな彼女がいて、彼女は時差を気にせずに電話をしてきてしまいます。もしも早朝に電話があって、着信音でアレクシス様の眠ねむりを妨さまたげたりしたらいけない……そう思ったら慌あわててしまって……」

　オレは、二人の顔を交こう互ごに見ながら必死で言う。

「本当なら着き替がえるべきだったのですが、ほんの少し廊ろう下かを歩くだけだし、何よりもグズグズしている間に彼女から電話がかかってきたらいけないと慌てていたので……」

「あら、そういえば……」

　エレーヌ様が、何かを思い出したように声を上げる。

「部屋から出てきたあなたは、たしかに手に携帯電話を持っていたわ。ワインクーラーの形のストラップをつけていたでしょう？」

　携帯電話を手に持っていたのはたまたまだけど……何とか噓がバレなかったことに、かなりホッとする。オレはポケットから携帯電話を取り出し、それを二人に見せる。ストラップは艶つや消けしの銀でできていて、彼女が言ったとおりにワインクーラーの形だ。

「携帯電話を忘れたというのは、やはり本当だったのか」

　アルバン様が、心からホッとしたように言う。オレは二人に向かって頭を下げながら、

「お二人にも誤解をさせるようなことをしてしまって……申し訳ありませんでした」

　二人は、複雑な表情で顔を見合わせている。

「御ご主しゆ人じん様の部屋にパジャマ姿で入るなんて、ぼくはソムリエ失格です。ぼくは、このお城での仕事を辞やめようと思います」

　オレが苦しい気持ちで言った言葉に、二人はとても驚おどろいた顔をする。アレクシスのことが心配なだけで、きっといい人達なんだろう。二人は急に後ろめたそうな顔になる。

「いや……今後は気をつけて欲しいだけで、そこまでしろとは……」

「……誤解だったのならいいのよ」

「ありがとうございます。でも……」

　オレはにっこりと笑って見せて、

「ここでは貴重な勉強ができたし、そろそろ故郷の日本に帰ろうかと思っていたところです」

　オレの言葉に、二人はあからさまにホッとした顔になる。

「そうか……それなら引き止める理由もないな」

「あちらでも、頑がん張ばってね」

「ありがとうございます。……何かお飲み物をお持ちしましょうか？　お酒だけでなく、あたたかいハーブティーなどもご用意できますが」

「あら、そうなの？」

　エレーヌ様が嬉うれしそうな顔になって言う。

「それならカモミールのお茶をお願いできるかしら？」

「私はホットワインを。取って置きのレシピがあるんだ。まずは……」

　二人は、きっと本当にホッとしたんだろう。とても饒じよう舌ぜつになり、飲み物を運んだオレは遅おそくまで引き止められた。二人がアレクシスをどんなに大切に思っているかが伝わってきて、オレの決心はさらに強くなった。

　……オレは、ここにいるべき人間ではなかったんだ……。







　　　　アレクシス・ドゥ・ル・グラン







「晩ばん餐さん会から消えて、どこを捜さがしてもいなかった。どこに隠かくれていたんだ？」

　彼を捜すために部屋に戻もどった私は、准也が私の部屋のリビングのソファに座っていることに気づいた。部屋の明かりは消えたままで、彼はソムリエの制服を着替えてもいない。

「ちょっと疲つかれたから、抜ぬけ出して休んでたんだ。もしかして戻った方がいい？」

　慌てたように立ち上がった彼に近寄り、私は彼の身体を腕うでに抱だき締しめる。

「いや。ほかの男に連れ去られたかと心配しただけだ」

「そんなわけないよ」

　彼は小さく笑い、私の腕の中から滑すべり出る。

「あなたの寝酒を用意してからと思ったんだけど……」

　彼は私の顔を見上げて言う。

「オレ、今夜はすごく疲れちゃったんだ。部屋に戻っていいかな？」

「ワインは十分飲んだ。もちろん戻っていい」

　私は月明かりの下の彼が青ざめていることに気づき、とても心配になる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　本当に疲れていそうだ。準備も大変だったし、今夜はゆっくり休んでくれ」

　私が言うと、彼は何かを言いたげに、私の顔を真っ直すぐに見つめる。彼の漆しつ黒こくの瞳ひとみがどこか思いつめたような光を浮うかべている気がして……私はふいに胸むな騒さわぎを覚える。

「どうした？　晩餐会で、何か嫌いやなことでも？」

「まさか。……本当に、すごく楽しかった。自分の選んだワインが喜ばれるって、すごく幸せな気分だ。あんな素晴らしい経験をさせてくれたあなたに、お礼を言わなきゃ」

　彼はにこりと微笑ほほえみ、

「どうもありがとう」

　優やさしい声で言い、微かすかに目を潤うるませる。そんな顔をした彼はやけに色っぽく見えて……私はドキリとする。

「どうした？　やけに素す直なおだな」

　私が言うと、彼は微かに微笑む。それから今にも泣きそうな顔で足元に視線を落とす。

「あのさ……一つだけ、気づいたことがあるんだ」

　どこか寂さびしげな声に、私の鼓動が速くなる。

「なんだ？」

「マクシミリアンさんが言ってたよね。あなたは不思議なフェロモンを持っていて、だからみんなあなたに恋こいをしてしまうって」

　彼の言葉に、私は苦い気持ちで笑う。

「あの男は昔からよくそう言っていたな。だが、もしもそんなフェロモンがあるのだとしても誰にでも通用するものではない。その証しよう拠こに、君は私になど微み塵じんも興味がないだろう？」

　自じ嘲ちよう的に言うが……彼はなぜか俯うつむいたまま答えない。

「どうした？　黙だまっていると……」

「もしかしたら、オレにも効いたのかも」

　彼の唇くちびるから漏もれたため息のような微かな声に、私は呆ぼう然ぜんとする。

「今、なんて……」

「……もしかして、オレもあなたのことを好きになっちゃったかも……」

　その言葉に、信じられないほどの喜びが、胸に広がる。

「本当か？」

「『かも』って言っただろ？」

　彼は答えないまま、伸のばした私の手をすり抜ける。そしてそのまま部屋を横切り、廊下へのドアを開く。

「ジュンヤ」

　私は彼の後ろ姿に向かって、声をかける。

「おやすみ。ゆっくり休むんだよ」

「ありがとう。……おやすみなさい」

　彼の声はまるで泣いているかのように微かに震ふるえていた。だが、私はその時、彼は照れているんだ、と思い込んでしまった。

　そして彼の『好きになっちゃったかも』という言葉を思い出し、不思議なほど幸せな気持ちに包まれた。

　……その後で、彼を部屋から出て行かせたことをどんなに後こう悔かいするかも知らずに。







　　　　山田准也







　……バカだ、オレ、あんなことを言うなんて。

　彼に背を向けた次の瞬しゆん間かん、オレの頰ほおには涙なみだが伝っていた。オレは必死で部屋を横切り、もう振ふり返らないままで廊ろう下かに出た。

　……彼は本物の貴族。見習いソムリエのオレなんかが恋をしていい相手じゃない。

　オレは自分に言い聞かせながら、ベッドの上に置いた小さなトランクを開く。クローゼットの前に立って扉とびらを開き……そこに下がっている服を見てさらに胸が痛むのを感じる。

　彼が最初に用意してくれた、漆黒のソムリエの制服。

　晩ばん餐さん会のために誂あつらえてくれたとても上等のスーツとワイシャツ、美しいアメジスト色のシルクのネクタイ。

　馬での遠出のために作ってくれた乗馬服と乗馬ブーツ。

　そして休日を過ごすためのシャツとスラックス。

　そして……彼のベッドの中、その逞たくましい腕に抱だかれる時に着ていたヴァニラアイスクリーム色の上等のシルクのパジャマが数枚。

「こんなの置いていかれても、迷めい惑わくだろうなあ」

　オレはクローゼットにきちんと並んだオレの身体からだにぴったりのサイズの服たちを眺ながめる。

「でも、こんな高価な服、もらっていけるわけがないもんな」

　彼と過ごした時間がよぎり、ふいに心の奥に迷いが生まれる。

　……本当は、ずっとここにいたい。

　オレの心の奥から、激しい欲よつ求きゆうが湧わき上がる。

　……彼と、ずっとずっと一いつ緒しよにいたい。

　オレはかぶりを振り、自分に言い聞かせる。

「オレはここにいちゃいけない。ここは夢みたいな場所。そして彼は別世界の人なんだから」

　呟つぶやいたら目の奥がふいに痛んだ。視界がフワリと曇くもり、涙が頰を滑り落ちる。

「……あ……」

　呆然としたオレの脳のう裏りに、この国に来てからのいろいろなことが蘇よみがえる。

　レストランではさんざんだったけど、この城に来てからの毎日は本当に夢みたいに楽しかった。それに……彼のおかげでオレは少し変われた気がする。

　思ったら、オレの頰をさらに涙が滑り落ちる。

　……オレにとって、彼との出会いは奇き跡せきみたいに素晴らしい出来事。彼との時間は、人生になくてはならない、とても大切なもの。でも彼にとって、オレとの出会いはちょっとした風変わりなスパイスみたいなもの。すべてを持っている彼はオレのことなんかすぐに忘れて、これからも完かん璧ぺきな人生を送っていくに違ちがいない。

　彼のお祖父じいさんやお祖母ばあさんの顔が、脳裏をよぎる。

　……アレクシスはきっとどこかの美しい女性と結けつ婚こんする。そしてお祖父さんとお祖母さんは、きっととても安心するはずだ。

「オレがいなくなれば、きっとみんなが幸せになれる」

　オレは言いながら、日本から持って来たわずかな服や本をトランクに詰つめ込む。

「だから、これでいいんだ」

　オレはトランクの蓋ふたを閉めて手に持ち、窓に近寄る。

　すっかり見慣れてしまった美しい芝しば生ふの庭、そしてその向こうに広がる広大な葡萄ぶどう畑ばたけ。

　暗かった夜明けの空が、ゆっくりとラベンダー色に染まっていく。オレは手首の時計を覗のぞき込む。時刻は五時半。もうすぐ、勤勉なこの屋や敷しきの使用人達が起き出す時間だ。

　オレは窓を離はなれ、そして懐なつかしいこの部屋を見回す。ここでの日々を思い出して泣きそうになり、思わず唇を嚙かみ締しめる。

　……おれは、ここで過ごした時間のことを、一生忘れない。

「……さようなら、アレクシス」







　　　　アレクシス・ドゥ・ル・グラン







「アレクシス様！」

　ベッドルームのドアにノックが響ひびき、続いてアングラードの声がする。私は心ここ地ちいいまどろみからゆっくりと引き戻もどされる。

「アレクシス様！　よろしいですか？」

　アングラードの声がいつになく切せつ羽ぱ詰つまっていることに気づき、私はハッと飛び起きる。

　……まさか、准也に何か？

「入れ！」

　私が叫さけぶと、青い顔をしたアングラードが部屋に入ってくる。彼は手に二通の手紙を持っていた。

「私の部屋の前に、これが」

　彼が差し出した封ふう筒とうの片方には『ムシュー・アングラード』、もう一通には『アレクシス』と書いてある。アングラードは自分の名前の書いてある方を開いて、中から便びん箋せんを取り出す。

「どうか……お読みになってください」

　私はそれを受け取り、鼓こ動どうが不ふ吉きつに高鳴るのを感じながらその文面に目を落とす。




『理由わけがあって日本に帰ることになりました。

　あなたに師事できなかったのがとても悲しいです。

　オレよりも才能のあるソムリエに、その知識を分けてあげてください。

　本当にありがとうございました。


ジュンヤ・ヤマダ』






　それを読んだ私の全身から、血の気が引く。

「……日本に帰る？　どうしてそんな……」

　私は愕がく然ぜんとしながらアングラードにその便箋を返し、未開封の私宛あての手紙の封を切る。その中には便箋と、彼を雇やとった時に私が渡わたした契けい約やく金のほとんどが入れられていた。




『格安航空券を買うために、契約金を一部使いました。

　日本で働いてお金が貯たまったら、残りをすぐに送ります。

　雇ってくれたのに、裏切るようなことになってごめんなさい。

　賭かけに勝ったから、『フォンセカ・トゥニー　40』を一本もらっていくね。

　とても楽しかった。どうもありがとう。


ジュンヤ・ヤマダ』






「どうしてこんな……」

　私は呆ぼう然ぜんとし……それから昨夜の准也の様子がとてもおかしかったことを思い出す。

　……まさか……？

　私の脳裏に、祖父母の顔がふいによぎった。あれだけパーティー好きの二人が、准也がいなくなったとほぼ同時に姿を消した。

　……あの二人は私に関することではとても過保護になる。まさか准也と私の関係に気づき、彼に何かを言ったのでは……？

「祖父母は、まだ出発していないな？」

　アングラードに言うと、彼は驚おどろいた顔で、

「ええ。いつもお使いのお部屋で、まだおやすみだと思いますが……」

「彼らに話を聞く。ジュンヤが姿を消したのは、彼らと関係があるかもしれない」







　　　　山田准也







「『カロンセギュール』の一九九九年でございます」

　オレは、楽しそうに食事をしている若いカップルのテーブルにワインを運ぶ。女性の方にエチケットを向けると、彼女は嬉うれしそうに顔を輝かがやかせる。

「ラベルにハートが描かいてあるのね！　可愛かわいい！」

　女性の言葉に、男性が嬉しそうにオレにチラリと視線を送ってくる。彼は彼女よりも二十分早く到とう着ちやくし、緊きん張ちようした顔でウエイティング・バーでジンジャーエールを飲んでいた。彼はカウンターに入ってカクテルを作っていたオレの胸むな元もとを見て、ソムリエバッジに気づいたらしい。「バレンタインのデートなんだけど、彼女が喜びそうなワインってありますか？　予算はあまりないんだけど……」と言ってきた。だからオレは、いくつかのワインをピックアップして彼に教えてあげた。彼はその中からハートのエチケットを持つ『カロンセギュール』を選んだ。

　最近ではかなり有名になったけれど……やっぱりこれはバレンタインの定番だろう。

　ワインを二人のグラスに注ぎながら、彼らの幸せそうな顔に心があたたまるのを感じる。

　……本当は、ちょっとうらやましいな。

「どうぞ、ごゆっくり」

　オレはワインの瓶びんをテーブルに置き、お辞じ儀ぎをして踵きびすを返す。

「お疲つかれ様。今日は混こんでいるから大変だろう？」

　スイングドアから廊ろう下かに入ったオレに、ちょうど厨ちゆう房ぼうから出てきたグラン・パティシエが気軽に話しかけてくれる。

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶですよ。……カップルばかりでちょっと当てられますけどね」


　オレが声をひそめて言うと、グラン・パティシエと、ちょうど通りかかったウエイター達が笑いながらうなずいている。オレは『PRIVATE』と書かれたドアを開いて、その奥にあるバックヤードに入る。



　オレはあれから日本に戻り、ビジネスホテルに滞たい在ざいしながら就職先を探した。とてもラッキーなことに、前任のソムリエが辞やめたばかりだという銀座の裏通りにあるビストロに勤めることができた。小さな店で、もちろんワインカーヴはない。厨房の裏のバックヤードに、冷蔵庫型のワインセラーが置いてあるだけだ。だけど七十本は入る大型のものだし、支配人がワインに興味があってどのワインを入れるかはオレに選ばせてくれている。

　広くはないけど店に近いマンションの一室に住み込みになることもできたし、店の人達は親切だし、労働条件も給料も前の店とは比べ物にならない。

　アレクシスからもらった契約金の一部は、日本への格安航空券に変わった。だけど先月の給料でそれくらいの収入はあった。オレはもらった契約金の残りを、国際郵便で彼の城に送った。もちろん……今の住所は伏ふせて。

　……ここでの生活に、なんの不満もないはずなのに……。

　オレはバックヤードのワインセラーの前に立ち、ガラスのドア越ごしに中のワインのエチケットを確かく認にんし、明日はどの銘めい柄がらを補ほ充じゆうするべきかを考え、ポケットから出したメモにそれを書き留める。幸い、銀座には大きなワインカーヴを持つワイン専門店がいくつかあるから、そこに行けば完かん璧ぺきな保存状態のワインが手に入る。

　……そういえばワインショップ『エノテカ』の支配人から、試飲会を開くので来ませんかってメールが入ってた。業界人が集まるから勉強にもなるって書いてあったな。

　日本に帰ってきてからの毎日は充じゆう実じつしていて、なんの不満もない。少しずつ知り合いも増えてきた。なのに……。

　……なのに、どうしてオレ、こんなに寂さびしいんだろう……？

　オレは、ふいにあの優ゆう雅がな城の地下にあるワインカーヴの、ひんやりした空気を思い出す。完璧に温度と湿しつ度どが調整されたそこにはごくごく僅わずかに葡ぶ萄どうの香かおりが漂ただよっていた。美しく並べられた宝石のようなワイン達。プロフェッショナルな使用人達、そして……。

　オレの脳のう裏りに、もう忘れたはずの、あの美しい男の姿が浮うかぶ。

　逞たくましい身体からだ、見とれるような端たん麗れいな顔立ち、宝ほう飾しよく品ひんのようなプラチナブロンド、最高級のエメラルドの色をした瞳ひとみ。

「……あ……」

　ふいに胸が激しく痛んで、オレは思わず小さく喘あえぐ。目の奥がツンと痛んで、目の前がフワリとかすむ。

　……何やってるんだよ、仕事中だぞ！

　オレは自分の反応に驚き、そして自分を叱しかり付ける。

　……それに、彼はオレとは違ちがう世界に住む人。もう二度と会うことはない。だからもう、あの毎日は夢だと思わないといけない。

　オレは深呼吸をして、なんとか涙なみだをこらえる。

　……忘れろ。難しいけど、なんとか忘れるんだ。

　思えば思うほど、彼のことがはっきりと蘇よみがえる。感じるだけで理性が霞かすみそうな芳かんばしいコロンの香り、セクシーな甘いキス、獰どう猛もうな愛あい撫ぶ、そしてオレのすべてを奪うばった彼の熱い欲よく望ぼう。

　……ほんの短い時間だったのに、彼はオレのすべてを変えてしまって……。

　オレはワインセラーの扉とびらの分厚いガラスに額を押し付け、深いため息をつく。ワインセラーの隅すみにそっと置かれた『フォンセカ・トゥニー　40』のボトルが目に入る。

　彼の城のワインカーヴから持ち出した分は、オレの部屋に大切に置いてある。これは新しく仕入れた分だ。

　これを飲んで、「美味おいしい」と言ってくれた時の彼の顔が脳裏をよぎる。

　……どうしよう、死んでしまいそうなほど、彼に会いたい……。

　ダメだと解わかっているのに、許されないと解っているのに……オレの心はもう抑おさえこむことができなくなる。

　……あの美しい城でワインの知識を深め、たくさんのワインの試飲をし、たくさんのドメーヌに足を運び、ワインのすべてを知りたい。

　城の庭を吹ふき抜ぬける、微かすかに葡萄の香りのする風。それを思い出すだけで、オレの胸が憧あこがれに熱くなる。

　……そして、愛する彼と、世界中から集まるそのゲスト達のために最高のワインを選ぶ。

　オレの頰ほおを熱い何かがゆっくりと伝い落ちた。

　……そんなことが本当にできたら、どんなに幸せだっただろう……。

　それはもう、空の星に手を伸のばすよりも遠い夢、もう解っているのに……。

「准也くん、いる？　おお、いたいた」

　バックヤードのドアが開き、支配人の声がする。泣き顔を見せることなんかできないから、オレはワインを調べているふりで振ふり返らないままで答える。

「なんですか？　あ、そろそろあのカップルにワインを注ぎに行ったほうがいいですか？」

「そうじゃなくて、新しいお客様がいらした。どうやらワイン通みたいだって、メートル・ド・テルが」

「わかりました。すぐ行きます」

「頼たのんだよ」

　支配人は言い、踵を返す。続いて、ドアが閉まる音。オレは深いため息をつき、頰を濡ぬらしていた涙を手の甲こうで拭ぬぐう。

「……こんな顔で、お客様の前には出られないだろう！」

　オレは自分を叱り付け、部屋の隅にある流しに向かう。袖そでをまくって顔を洗い、ペーパータオルを引き出してそれで顔と手を拭う。鏡を覗のぞき込むと、少しだけ元気のない自分の顔。だけど幸い目は赤くなっていない。これなら大丈夫だろう。

　オレは髪かみが乱れていないことを確かめ、蝶ちようネクタイを結びなおす。上着に埃がついていないこと、ワイシャツとタブリエが皺しわ一つなく整っていることを確認する。最後に、鏡に映るソムリエバッジとタートヴァンを見つめ、その誇ほこりを思い出す。

「……よし」

　深呼吸をしてから、小さく呟つぶやいて気合いを入れる。

　踵を返してドアに向かい、その手前に置かれているワインリストを手に取る。ドアを開けて廊下に出て、店に続くスイングドアに向かう。

「お、准也くん。来たか」

　スイングドアの前で待っていたメートル・ド・テルが待ちかねていたように言う。

「お客様、奥の個室だ。外国人のお客様だからちょっと緊きん張ちようしたよ。修しゆ行ぎよう中に覚えた私のフランス語が、なんとか通じてよかった」

　彼はホッとしたように言い、それから、

「かなりのワイン通みたいで、予約の時に銘柄を指定してきて、そのワインが店にあるかを聞かれた。君がきちんと仕入れてくれていて、助かったよ」

　その言葉に、オレはドキリとする。

　……外国人で、ワイン通？　いや、銀座にはそんなお客様は星の数ほどいるじゃないか。

「そのワインって言うのは……」

「ああ、『フォンセカ・トゥニー　40』だよ」

　彼の言葉に、オレは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとする。

　……いや、まさか……。

　オレは速くなる鼓こ動どうを抑えようとして、深呼吸をする。それから、

「わかりました。行ってきます」

　オレは言い、スイングドアを押し開けてカップルでいっぱいの店内に出る。途と中ちゆうでグラスが空いているカップルにワインを注つぎ足しながら、店の一番奥にある個室に向かう。

　……フランス語って言ってたよな。オレのブロークンなフランス語でも通じるといいけど。

　オレは小さく咳せき払ばらいをして心を落ち着け、アールヌーヴォー風の曇くもりガラスがはまったドアに向かって、声をかける。

「失礼いたします」

　ドアを開けて個室に入ったオレは、こちらに背を向けて一人の男が座っていることに気づいてドキリとする。逞しい肩かた、そして宝飾品を思わせる美しいプラチナブロンド。

　……まさか……。

　彼がゆっくりと振り返り、そのエメラルド色の瞳がオレを真っ直すぐに見つめる。彼は相変わらず輝かがやくような美形だったけれど……その表情はどこか疲つかれ果て、そして思いつめたように獰猛に見える。そんな彼の姿に心が痛む。

「どうして私のもとから逃にげた？　そんなに私が嫌きらいか？」

　苦しげな顔で言われて、オレの心は激しく痛む。でも……。

「そうではありません。やっぱり日本で頑がん張ばろうと思っただけです」

　オレは平静を装って微笑ほほえみ、彼のテーブルの脇わきに立つ。ワインリストを差し出すけれど、彼はそれを手に取ろうとせずに、オレを見つめている。それに気づき、胸が激しく痛む。

　今にも我が慢まんの糸が切れて、「本当はあなたを愛していた」そう言ってしまいそうになる。でもそれはきっと許されないことで……。

「日本には出張ですか？」

　オレはワインリストを開きながら言う。

「もしもお疲れでしたら、この赤が……」

「出張などではない。おまえを捜さがしに来た」

　彼の言葉に、オレはとても驚おどろいてしまう。

「……え……？」

　……オレがいなくなれば、彼はきっと男との恋こいなんか忘れて誰だれかと幸せに結ばれる。そう思っていたのに……？

「……どうして……」

「おまえは私の愛撫に感じて何度も放ち、好きかもしれない、と言ってくれた。なのに急に姿を消した。捜さないわけがない」

　彼は今にも血を吐はきそうな苦しげな声で言い、オレを真っ直ぐに見上げる。

「私はおまえを愛している。おまえがいない世界は暗くら闇やみと同じだ」

　彼の言葉がオレの心に熱い矢のように突つき刺ささる。あの海の見えるレストランに向かう機上で彼が言ってくれた言葉を鮮あざやかに思い出す。

『おまえを見ているだけで、世界までがキラキラと煌きらめいている気がする。ずっとおまえを見ていられたらいいと思ってしまう』

　オレはあの時、まるでプロポーズをされたかのように心が蕩とろけるのを感じた。思わず「オレもずっとあなたと一いつ緒しよにいたい」と答えてしまいそうになった。

　……今でも彼をこんなに愛してる。今すぐに抱だきついて、「あのお城にオレをさらって欲しい」と囁ささやきたい。でも……。

「それはきっと思い過ごしです。あなたは誰かに別れを告げることはあっても、別れを告げられることに慣れていない。だから少しショックなだけ。オレのことなんかすぐに忘れます」

　オレは平静を装って言うけれど、語ご尾びが微かに震ふるえてしまう。

「だからあなたは、公こう爵しやく家のために家いえ柄がらのいい女性と……」

　ワインリストを持った指が、怒いかりに細かく震えてしまう。

「あなたのお祖父さんとお祖母さんは、あなたが公爵家につりあう身分の女性と祝福される結けつ婚こんをして、子供ができることを楽しみにしてた。だからオレは彼らに噓うそをついて、日本に戻もどってきたんだ！　なのに……」

　目の奥がふいに痛んで、視界が曇る。瞬まばたきをした拍ひよう子しに熱い涙なみだがオレの頰を滑すべり落ちる。

「……ダメだ、オレ。なんで言っちゃったんだろう……」

　喉のどが詰つまって声がかすれる。

「……オレの家族はみんな亡なくなったけれど、あなたにはまだお祖父さんとお祖母さんがいる。あの二人はあなたを心から愛してる。だから二人を傷つけるようなことは……」

「祖父と祖母には、カミングアウトした。自分はゲイで、あの若いソムリエを愛していたと」

　言われた言葉が信じられずに、オレは愕がく然ぜんとする。

「……噓……」

「二人はもちろんショックを受けたようだ。だが、時間をかけて説得することもできるんだ。おまえは二人の気持ちを尊重すると言うが……私の気持ちはどうなる？」

　彼は切なげな目でオレを見上げ……それからゆっくりと椅い子すから立ち上がる。ふわ、と香かおった彼のコロンの香りに、また涙が溢あふれてしまう。

「おまえがいなくなって、私は人生から光を失った。何を食べても砂を嚙かむようで、ワインなど見る気もしない。来る日も来る日もおまえだけを思い、夜は夜で自分を責める。おまえに乱暴なことばかりをして、優やさしくできなかった自分を」

「そんなことない！」

　オレは思わず叫さけぶ。

「あなたはオレに優しいことだけをしてくれた。愛あい撫ぶされて気が遠くなりそうに気持ちがよかったし、キスされて身体からだが熱くなった。あなたを見るだけでドキドキして、声を聞くだけで蕩けそうになって……でも……」

　オレは足元に視線を落とし、ため息とともに囁く。

「オレみたいな男があなたのそばにいることなんか、許されない。どんなに愛していても、あなたは貴族で、オレはしがない見習いソムリエで……あっ……！」

　アレクシスの腕うでが、オレの腰こしをしっかりと抱だき寄せる。もう片方の手がオレの顎あごを持ち上げる。彼の端たん麗れいな顔がゆっくりと近づいて……。

「……んん……」

　獰どう猛もうなキスを奪うばわれて、オレは何もかも忘れて目を閉じてしまう。

　彼の唇くちびるは、あの時と変わらずに見た目よりも柔やわらかく、その舌は紳しん士し的な態度に反比例して奪うように強ごう引いんで……。

　……ダメだ……。

　オレは、彼の上着の布を握にぎり締しめながら思う。

　……キスなんかされたら、また元に戻ってしまう……。

　オレの頰ほおを、涙が一筋流れ落ちる。

　……オレだって彼と同じだった。毎日彼のことを想おもい、毎晩眠ねむれぬ夜を過ごし、人生は深い闇やみに包まれているようで……。

「……ん、んん……」

　必死で身をよじって逃げようとするけれど、さらにきつく腰を引き寄せられて動けない。

「鼓動が、とても速い」

　彼が言い、オレは恥はずかしくなって身じろぎをする。

「仕方ないだろう？　だって……」

　オレは言葉を切り、それから彼の顔を切ない気持ちで見上げる。

「……オレ、いつの間にかあなたのことが好きになっちゃったみたいなんだ……」

　オレは囁き……自分の中に湧わき上がる激しい気持ちに、改めて驚く。

　……ああ……やっぱりオレ、彼をこんなに……。

「私は、おまえを愛している」

　彼はエメラルド色の瞳ひとみでオレを見つめながら囁く。

「このまま最後まで抱いて、めちゃくちゃにして、そして一生閉じ込めてしまいたい」

　獰猛な言葉に、オレの胸が熱くなる。

「……おまえの言う『好き』も、同じ意味か？」

　切ない声で言われて、オレの視界がフワリと曇くもる。

「……うん……」

　オレの唇から、かすれた肯こう定ていの言葉が漏もれる。

「……最後まで抱かれて、めちゃくちゃにされて、一生閉じ込められたいくらい、愛してる」

　彼はオレをしっかりと抱き締め……オレは、心の中に湧き上がる愛いとおしさを嚙み締めた。

　……ああ、もう、彼なしでは生きていけない……。







　　　　アレクシス・ドゥ・ル・グラン







「私はおまえを愛している。おまえなしでは生きられない。この二カ月、私がどんなに苦しんだかわかるか？」

　私は准也を抱き締め、心から囁く。

　彼の仕事が終わるのを、私は店の裏口の前に停とめたリムジンの中で待った。准也は仕事が終わると着き替がえもせずに荷物だけを持って飛び出してきた、私は彼をリムジンに乗せ……そのまま宿しゆく泊はくしているホテルのスウィートに彼を連れてきた。

「ごめんなさい、オレ……」

　准也は、私の胸に額を押し付けながら囁く。

「……あなたと結ばれることができないと思ったら、悲しくて、寂さびしくて、もうどうしようもなくなったんだ」

　ワイシャツを通して、彼のあたたかな息が伝わってくる。

「おまえは私をこんなにも苦しめた。この償つぐないはどうしてくれる？」

　私が言うと、彼は驚いたように顔を上げ、そしてフワリと目を潤うるませる。

　美しい漆しつ黒こくの瞳、長い睫まつ毛げ、そして滑なめらかな頰、柔らかそうな唇。

　私は二カ月ぶりに会った愛する人に、思わず見とれる。

　……ああ、オレの愛した人は、なんて麗うるわしいんだろう……？

「どんなことでもする。あなたの好きなようにしてくれよ」

　陶とう然ぜんと囁く准也を、私は腕に抱き上げる。そしてそのまま寝しん室しつに運び、ベッドの上に座らせる。ベッドの脇わきに跪ひざまずき、彼の革かわ靴ぐつと靴下をそっと脱ぬがせて床ゆかに置く。

「……ま、待って……オレ……」

　准也は言って、恥ずかしげにかぶりを振ふる。

「嫌いやなのか？　それなら言ってくれ。無む理り強じいをしたいわけではない」

　私が言うと、彼は大きくかぶりを振る。

「じゃあ、どうして？」

　私は立ち上がり、彼の手を摑つかむ。その手の骨格の繊せん細さいさと、その肌はだの滑らかな柔らかさに、なぜかドキリとする。わけのわからない衝しよう動どうに駆かられてその手をきつく握り締める。

「……あ……っ」

　驚おどろいたように見上げてくる漆黒の瞳。長い睫毛。彼の整った顔が、息が触ふれそうなほど近くにあったことに今さら気づき、私は鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

「……オレ、慌あわてていて制服のままで来ちゃった。シャワー、浴びないと……」

　彼はタートヴァンと腰に巻いたタブリエだけは外していたが、それ以外は制服のままだった。凜り々りしい制服姿の彼は……いつにも増して色っぽく見える。

「そのままでいい」

　私は顔を下ろし、彼の襟えり元もとのソムリエバッジにキスをする。

「初めて会った夜も、この服装だった。私は……君の美しさと凜々しさに思わず見とれた」

　顔を覗のぞき込むと、彼は頰をバラ色に染めていた。

「……オレも……」

　私を見上げてくる彼の目がふわりと潤む。

「……あなたに見とれていたよ……」

　恥ずかしげな囁ささやきに、身体の奥から恐おそろしいほどの熱が湧き上がってくる。私は引き寄せられるように顔を近づけ、驚いたように目を見開く彼の唇にそっと口付ける。

　……ああ、なんて唇だ……。

　私は、彼の唇の蕩とろけそうな柔らかさに陶然とする。わずかに唇を離はなし、角度を変えてその柔らかさをゆっくりと味わう。

　……キスとは、こんなに心が震ふるえるものだったんだ……。

　唇を触れ合わせるだけの行こう為いに、胸がこんなに締め付けられることに、私は驚いていた。

　……私は今までに一度も、恋こいをしたことがなかったんだ。

　心の中。とても奥深い場所から、今まで感じたことのない感情が湧き上がる。それは激しい熱を持ち、私の理性を曇らせ、とても危険だ。だが……。

「……ん……っ」

　……彼の小さな息いき継つぎ、微かすかな震えだけで、私の理性のすべてが吹ふき飛びそうだ。

　舌先で柔らかな唇の形をそっと辿たどると、私の身体からだの下で彼が緊きん張ちようしたように身体を硬かたくする。シーツを握り締めた彼の手を、両手でそれぞれ摑つかまえる。

「……んん……っ」

　キスを繰くり返しながら、こわばった彼の指を指先で愛あい撫ぶする。

「……ん、く……」

　力の抜ぬけた彼の指の間に、自分の指を滑すべり込ませる。衝動のままに強く握り締め、そのままのしかかるようにして彼の身体を押し倒たおす。そしてもう逃にげることができないようにシーツの上に押さえつける。

「……ん、んん……」

　彼は身体を震えさせ、微かな呻うめきを甘くする。それを聞くだけで、私はもっと深いキスが欲しくてたまらなくなる。

　私はそっと唇を離し、彼の顔を覗き込む。彼は怯おびえたようにきつく目を閉じ、悩なやましく眉まゆを寄せている。

「……もっと深いキスが欲しい」

　囁くと、彼は驚いたように眼めを開ける。

「……でもオレ、どうやっていいのかわからないよ。前にした時には夢中だったし……」

　困ったように言い、それからとても色っぽく目元を染める。

「……だから……あなたが、教えてよ」

　かすれた声が、私の理性を吹き飛ばす。言葉を続けようとして開いた彼の唇くちびるを、私は容よう赦しやなく奪うばった。

「……く……っ」

　彼が驚いたように呻くが、私はもう我が慢まんできなかった。彼のあたたかく甘い口こう腔こうを舌で思うさま探さぐり、小さな舌を舐なめ上げる。

「……んう……っ！」

　彼が、怯えたように呻いて身じろぎをする。身体をよじり、彼の足がシーツを蹴ける。私は彼の両手をしっかりと握にぎり締しめ、さらにキスを深くする。

「……んく……っ！」

　舌先で上うわ顎あごをゆっくりと舐め上げてやると、彼の身体に細かい震えが走り、腰こしがたまらなげにビクリと跳はねる。その拍ひよう子しに制服に包まれた彼の下腹が私の身体に押し付けられた。

「……んんー……っ」

　彼は切なげな声を上げ、必死で腰をよじろうとする。私は唇を離し、彼の耳にそっと囁きを吹き込む。

「勃ぼつ起きしている。キスで感じたのか？」

「……あっ！」

　彼はとても恥はずかしそうに喘あえぎ、泣きそうな顔で横を向く。

「あなたはイジワルだ。あんなキスされたら、オレ……」

　羞しゆう恥ちが滲にじんだ甘い声が、形のいい唇から漏もれる。

「……イキそうになる……」

　その声が私の理性を吹き飛ばした。私は握り締めていた指を解き、手を彼の身体の上に滑らせる。ソムリエの制服である黒の上着のボタンを外す。

「……待って、皺しわになるから……あっ」

　彼の可愛かわいらしい抵てい抗こうを無視し、上着を彼の身体の下から抜いてベッドサイドの椅い子すに投げる。そのまま絹の蝶ちようネクタイを解き、白いシャツのボタンを外していく。

「……あ……っ」

　シャツを左右に開いて上半身を露ろ出しゆつさせると、彼の唇から甘く震える声が漏れた。

「……ダメ……」

　部屋は明かりを消したままで、月明かりだけに照らされている。夜目にも白い彼の身体は、見ているだけで発情するほど色っぽい。

　私はたまらなくなって顔を下ろし、その華きや奢しやな鎖さ骨こつの上にそっとキスをする。

「……ああっ……！」

　とても敏びん感かんな彼の身体が、ヒクリと跳ね上がる。

「……ダメ……ん……っ！」

　私は唇を滑らせ、その肌の滑なめらかさと熱さをたしかめる。

　彼が発情していることを示すように、平らな胸の頂点の乳ち首くびはバラ色に染まり、誘さそうようにツンと尖とがって存在を主張している。

「乳首が硬くなっている。そんなに気持ちがいい？」

　囁いて、乳首の先を舌先で舐め上げると、彼の身体に細さざ波なみのような震えが走る。

「……んんーっ！」

　片方の手で胸を包み込み、全体を揉もむようにしてから手のひらで乳首を愛撫してやる。同時にもう片方の乳首を舌でたっぷりと舐め上げると、彼はたまらなげにかぶりを振って、甘い声で喘ぐ。

「……許して……両方されたら、オレ……」

「許さない。おまえがいない二カ月、私は苦しみ抜いた。その償つぐないをして欲しい」

　私は彼の乳首を摘つまみ上げ、指先でゆっくりと揉み込んでやる。もう片方の乳首を吸い上げ、たっぷりと唾だ液えきを含ふくんだ舌で先せん端たんを愛撫する。

「……く、うう……っ！」

　彼はそれだけで息を吞のみ、とても色っぽく背中を反り返らせてしまう。

「……ダメ……もう……」

　彼の腰が、切なげにヒクヒクと跳ね上がる。きちんとアイロンをかけられたスラックス。その黒い布地が、下からしっかりと押し上げられている。

「こんなところを、こんなに硬くして」

　私は乳首を愛撫していた手を彼の腹の上に滑らせ、そのままさらに下ろしてスラックスのふくらみの部分に手を当てる。

「……アァッ！」

　布地越ごしの屹きつ立りつは、とても硬く反り返っている。ゆっくりと握るだけで、彼の身体がたまらなげに反り返る。その柔やわらかな唇から、切せつ羽ぱ詰つまった喘ぎが漏れる。

「そんな声を出して。もうイキそう？」

　私は囁きながら、彼の屹立をゆっくりと扱しごき上げる。

「……やめ……出ちゃう……！」

「まだ制服を着たままだ。出したら汚よごれてしまうよ」

　彼の耳に囁き、その耳たぶにキュッと歯を立てる。

「ンンーッ！」

　彼の腰がビクンと大きく跳ね、そのまま細かく痙けい攣れんする。屹立を握り締めた私の手が、ジワリと熱く濡ぬれるのを感じる。

「もしかして……もうイッたのか？」

　私が言うと、彼は荒あらい息を吐はきながら、泣きそうな声で囁ささやく。

「……だから、ダメって言ったのに……」

　とても恥ずかしげな彼の声が可愛らしくて、私の理性の糸がいきなり切れる。私は彼のベルトの金具を外し、前立てのボタンを外す。

「……あ、いやだ……」

　身をよじらせる彼の腰を押さえつけ、ファスナーを引き下ろす。

「……んん……っ」

　そのまま下着とまとめて摑つかみ、足首まで一気に引き下ろす。そのまま足から抜き、床ゆかの上に落とす。

「……アア……」

　とても感じてしまっているのか、彼は陶とう然ぜんとしたため息をつくだけでもう抵抗できない。

　ごつさのかけらもないが、女性のそれとはまったく違ちがう凜り々りしい肩かた。そこにまとわりつく、前をはだけられたシャツと、解かれた蝶ネクタイ。ほんの少しだけ衣類を残した様子が、彼の裸ら体たいをますます淫みだらに見せている。

　平らな胸の先端に尖る、バラ色の乳首。

　ほっそりと締まったウエスト。

　少年のように華奢な腰こし骨ぼね。

　すらりと伸のびた足。

　そして切なく反り返る、その欲よく望ぼう。欲望はたっぷりと濃こい白い蜜みつに彩いろどられ、月明かりの下で淫らに光っている。

「……見るな、よ……」

　彼が私の視線に気づいたように、肌はだを染めながら身をよじる。

「……オレ、みっともないから……」

　恥ずかしげな囁きが、私の心に火をつける。私は上着のボタンを外してそれを脱ぬぎ、床に落とす。そしてワイシャツの第一ボタンを外してネクタイを緩ゆるめる。彼は緊きん張ちようした顔で私を見上げ……これから何をされるのかを考えたのか、頰ほおをバラ色に染める。

「今夜は、途と中ちゆうまでではすまないよ」

　私は、たっぷりと濡れた彼の屹立を手のひらで包み込みながら囁く。

「……ああっ！」

　クチュッと音を立ててそれを扱き上げ、彼の蜜をたっぷりと手のひらに受け止める。

「……んんっ！」

　脚あしの間に濡れた手を差し込むと、彼がたまらなげに私の手を腿ももでキュッと締め付けてくる。

「……ダメ、そんなところ……」

　性器で締め上げる時もこんなにきついのだろうか、という考えが脳のう裏りをよぎり、胸が熱くなる。私は彼の抵抗を無視して脚の間のスリットに指を滑すべらせる。

「……あ、ああ……っ！」

　谷間の深い場所に指を往復させると、ふいに彼の身体からだからフワリと力が抜ぬける。私はさらに深い場所を探さぐり……その奥に隠かくされた秘密の蕾つぼみを見つけ出す。

「……ダメ、そんなとこ……んんっ！」

　たっぷりと濡れた指で、蕾をゆっくりと解ほぐす。最初は頑かたくなだった蕾が、まるで花が開くようにゆっくりと解けて……。

「……あ、ああ……っ」

　チュプン、という濡れた音を立てて、彼の蕾が私の指を受け入れる。内ない壁へきを辿たどるだけで内壁が細かく震ふるえながら私の指をきつく包み込む。

「なんて身体だ。初めてなのに、震えながら締しめ上げてくる」

　私は囁きながら、ゆっくりとその入り口を解す。彼の蕾は私をキュウキュウと締め上げ、誘うように震える。

「すごい。我が慢まんができなくなりそうだよ」

　囁くと彼はたまらなげに息を吞み、それからかすれた声で、

「……ダメ……抜いてくれよ……」

　彼は言うけれど……彼の腹の上に反り返る屹立は、内壁を探る私の指の動きに合わせてヒクヒクと震えていて……。

「アァッ！」

　指先がある一点を通過した時、彼が甘い声を上げて大きく身体を震わせた。

「ここ？」

　さっきのポイントを指先で刺し激げきしてやると、彼は何もかも忘れたように喘あえぎ、目を閉じて荒い息をつく。

「……あ……そこ……っ！」

「どうした？　ここがそんなに感じる？」

　感じる部分を愛あい撫ぶしてやると、彼は素す直なおにうなずいて、

「……すご……すごい……」

　彼の下腹に反り返った屹立が、大きく震えて先端から先走りの蜜を漏もらす。感じていることを隠せない素直で無む垢くな彼の身体が……とても愛いとおしい。

　私は彼が蕩とろけたことを確かめて、ゆっくりと指を引き抜く。

「……んん……っ」

　その動きにも感じてしまったのか、彼の先端から蜜がトクリと漏れてしまう。

　私は彼のしなやかな両りよう脚あしを抱かかえ上げ、それぞれの肩に足首を載のせる。

「……あ……っ」

　恥はずかしげに見上げてくる彼を真っ直すぐに見下ろしながら、スラックスのファスナーを下ろす。下着を分け、熱い猛たけりを引き出す。

「……ああっ！」

　蕩けた蕾に先せん端たんを押し付けると、彼の蕾が怯おびえたようにキュッと絞しぼられる。だが、屹立の先端で擦こするようにして愛撫してやると、感じてしまったようにトロリと蕩けて……。

「……ンンーッ！」

　その美しい蕾に、自分の欲望をゆっくりと押し挿れていく。彼はきつい内壁で私を包み込み、震えながら締め上げてくる。

「……君の身体は、どんなワインよりも美味だ」

　私は彼の中に深く屹立を打ち込みながら、たまらなくなって囁く。

「……ああ……っ」

　最奥までしっかりと欲望で貫つらぬき、彼の腿をしっかりと摑む。深く深く繫つながったままゆっくりと揺ゆらすと……彼の唇くちびるから熱い喘ぎが漏れる。

「……あ、あ……っ」

　彼がとても感じている証しよう拠こに、その屹立は美しい形で反り返り、待ち焦こがれるようにヒクヒクと震えている。

「愛している」

　私は麗うるわしい彼を見下ろしながら、心から囁く。

「このまま、すべてを奪うばってしまいたい」

　彼は固く閉じていた瞼まぶたを、ゆっくりと開く。快楽の涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみが、本当に美しい。

「……このまま……奪って……」

　彼の唇から、かすれた声が漏れた。

「……愛してるんだ……アレクシス……！」

　私はもうたまらなくなって、彼の腿をグッと引き寄せる。さらに深く繫がった彼の蕾を、我を忘れて奪う。

「……ア……ア……ア……ッ！」

　彼は背中を反り返らせ、私の動きに合わせて唇から甘い喘ぎを漏らす。　>>>♥

　嵐あらしの中の船のように激しく揺れるベッド。

　静かな部屋に響ひびく淫らな水音。

　そしてさらに甘くなる彼の香かおり。

　私は彼の腰こしをギリギリまで引き寄せ、すべてを忘れて激しく彼を貫いて……。

「アアーッ！」

　反り返った彼の屹きつ立りつの先端から、欲望の蜜が、ビュクッ、ビュクッ！　と激しく迸ほとばしる。

「……く、う……」

　熱い内壁が、私の欲望をきつく締め上げる。私はあまりの欲望に目の前を白くしながら、その甘美過ぎる蕾を奪って……。

「……愛している、ジュンヤ……」

　私は囁ささやき、彼が逃にげられないようにその腰をきつく摑つかむ。そしてその蕾のとても深い場所に、ドクン、ドクン！　と熱い欲望の蜜を撃うち込んだ。

「……あぁ……！」

　その熱さにも感じたのか、准也が屹立の先端から蜜を搾しぼり出した。

「……アレクシス……」

　甘い声で名前を呼ぶ彼の体を抱だき寄せ、私は彼の唇を深く奪う。

「……愛している、ジュンヤ。もう逃がさない……」

　唇を触ふれさせたまま、私は彼に囁く。

「……おまえは、私だけのソムリエだ。いいな……？」

「……うん……」

　目を閉じた准也の唇から、とても甘い声が漏れた。

「……オレも……あなたを愛してるよ、アレクシス……」

　私は、天にも昇のぼる喜びを感じながら彼を抱き締める、そして湧わき上がる欲望に任せて再び彼を愛撫し、再び高みに駆かけ上がり……。








　　　　山田准也







　オレはあの美しい城に帰り、アングラードさんに師事する日々に戻もどった。アレクシスの祖父母、アルバン様とエレーヌ様は、まだオレ達の仲を許してくれてはいない。でも、二人が本気で愛し合っていることだけは、認めてくれているみたいだ。

「このワインは、骨太なコクと、深いタンニンの味わいが特とく徴ちようで……んんっ」

　ワインを飲んでいる彼の指が、オレの制服の上着の中に滑すべり込み、乳ち首くびをそっと撫なでる。

「……ダメ……そこは……」

「ワインの味は素晴らしい。だが、そんな説明では理解できないな」

　彼が囁いて、オレの手からボトルを取り上げる。

「今夜もお仕置きだ。いいね？」

　でも、どんなに素晴らしいワインを運んでも、こんなふうに途と中ちゆうでとても淫みだらなことをされて口上を邪じや魔まされ、お仕置きをされてしまうんだ。

「ワインと料理が組み合わさり、お互いを高めあう状態をマリアージュと言うが……」

　彼はオレの首筋にキスをしながら、今夜も囁く。

「私と君の組み合わせも、最高のマリアージュだと思わないか？」

　彼の手がスラックスの上を滑り、オレは思わず震えてしまう。彼の手は美しくて上品なのに、オレの快感を簡単に引き出し、そしてオレをこんなに夢中にさせる。

「愛している。そして、君を永遠に愛し続けると誓う」

　彼はオレの耳にとても甘い言葉を吹き込む。

「……君は？」

　オレの身体が熱くなり、胸が喜びに震える。

「オレもあなたを愛してる。そして……」

　オレの唇から、今にも泣きそうにかすれた声が漏れる。

「……あなたを、永遠に愛し続けるよ」

　オレの唇を、彼のあたたかな唇がふさぐ。

　オレは蕩けそうなキスに、何もかも忘れてしまう。

　ああ……オレの恋こい人びとは、麗しく、誇ほこり高く、そして、こんなにもセクシーなんだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます。

　この本、『ロイヤルマリアージュは永遠に』は、欧おう州しゆうのどこかにある架か空くうの国、サンタンドレを舞ぶ台たいにしたお話。ロイヤルシリーズの第二弾だんです。城に住む大だい富ふ豪ごうのアレクシスと、彼の専属ソムリエになった日本人青年、准也のお話。サンタンドレの舞台になったのはフランス。前回の『ロイヤルロマンス〜』の舞台、モンテカール公国はモナコをモデルにしていたので、Ｆ１レースが出てきました。今回はフランスがモデルということでワインが出てきます。以前、ワインに関係するお話を書いた時に「ワインの世界って面おも白しろい」と思っていたので、また書くことができて楽しかったです。

　この本の取材のために（？笑）有名なドメーヌのセカンド（畑も生産者も同じだけど樹きが若いってやつですね）をいろいろ調べてみました。セカンドなら一万円台からあることを知ってちょっと驚おどろき。ちょうど仕事場にお客様が来たのでシャトー・ラトゥールのセカンドをみんなで空けました。美味おいしかったです……！　最近はデパートのワイン売り場にもソムリエさんがいて、とても丁てい寧ねいにいろいろ説明し、できるだけ安くて美味しいワインを選んでくれます。ワインの世界は非常に難しくてまだまだ謎なぞに満ちていますが（滝汗）、少しずつ好きなワインを探していけたら楽しそうだな〜と思っております。この本を読んでくださっているオトナの読者さんには、ワインがお好きでとても詳くわしい、という方も多いと思うのですが……あたたかい目で見み逃のがしてください（気弱・涙）。

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　明神翼先生。大変お忙いそがしい中、本当に麗うるわしいイラストをどうもありがとうございました！　またご一いつ緒しよできて光栄です！　ハンサムでセクシーなアレクシス、美人な准也にうっとりでした！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　ＴＡＲＯ。校正をしているとピータンが膝ひざに〜。どうやら校正が好きらしい。

　編集担当Ｔさん、Ｉさん、そして編集部のみなさま。今回も本当にお世話になりました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。これからもがんばりますので応おう援えんしていただけると嬉うれしいです。またお会いできる日を楽しみにしています。




　　二〇一〇年　春


水上　ルイ　　
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